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●形式記号説明（例）

セット形式 室内ユニット形式 室外ユニット形式

冷房最大能力を示す
（11.2kW）

機種統合機
冷房最大能力を示す

FD C

室外ユニット

室外シリーズNo.

ファンコイルダイレクト

Z

ファンコイルダイレクト

タイプ(1)

シリーズNo.

FD T VP160 55S

冷房最大能力を示す
（11.2kW）

V

ファンコイルダイレクト

タイプ(1)

FD T 112 5 ＨA 5S HA
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⑴　天井埋込形4方向吹出し（FDTV）

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  エアフレックスパネル，ラクリーナパネル，お掃除ラクリーナパネルについては，RC-DX3A，RC-DX3Bのみ使用可能です。

　(6)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(7)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス110mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）

　(8)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.14kW × 1台

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，P160形に

         設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDTV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（65 × 112ダクト接続）

側板を利用して可能（100 × 100，200 × 100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：36，急：27 ，強：24，弱：19 P急：36，急：28 ，強：25，弱：20P急：36，急：25 ，強：22，弱：18
0

120

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：27，標準パネル：5，エアフレックスパネル：6，ラクリーナパネル：7，お掃除ラクリーナパネル：12

本体：298 × 840 × 840（7），パネル：35 × 950 × 950

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A，RC-DX3B，RC-D4G（5）

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1405HA

定格：3.63，中間：5.76

5.7（中温：5.8）

3.3

14.5

0.75

6.3

FDTV1405HA5S

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1125HA

FDTV1125HA5S

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1605HA

FDTV1605HA5S

10.1
9.5

 5（23）
3.44

0.430

1.00

5.85

6.0

5.7

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.8 ～ 18.3 ]（最小：3.8）

0.990（中温：0.832）

3.20（最小：0.610）

定格：4.38，中間：6.30

定格：4.15，中間：5.66

4.5（中温：4.7）

3.3

13.5

0.84

5.1

7.2
7.1

2.41

0.430

0.765

5.30

6.3

6.0

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.795（中温：0.620）

2.35（最小：0.500）

定格：4.77，中間：6.67

定格：3.33，中間：5.73

6.3（中温：6.5）

3.5

14.9

0.71

7.2

12.4
11.6

4.20

0.480

1.18

5.85

5.8

5.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.10（中温：1.00）

3.91（最小：0.610）

定格：4.09，中間：6.10

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ] 14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：63，急：58，強：51，弱：46
P急：48，急：42，強：36，弱：30

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

P急：63，急：58，強：50，弱：45
P急：48，急：42，強：35，弱：29

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

P急：63，急：58，強：53，弱：46
P急：48，急：42，強：38，弱：31

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

ℓ

1. 仕　　様
PJF000Z481 C

PJF000Z483 C

PJF000Z480 C

PJF000Z482 C
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⑴　天井埋込形4方向吹出し（FDTV）

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  エアフレックスパネル，ラクリーナパネル，お掃除ラクリーナパネルについては，RC-DX3A，RC-DX3Bのみ使用可能です。

　(6)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(7)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス110mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）

　(8)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.14kW × 1台

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，P160形に

         設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 
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送
風
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置
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDTV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（65 × 112ダクト接続）

側板を利用して可能（100 × 100，200 × 100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：36，急：27 ，強：24，弱：19 P急：36，急：28 ，強：25，弱：20P急：36，急：25 ，強：22，弱：18
0

120

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：27，標準パネル：5，エアフレックスパネル：6，ラクリーナパネル：7，お掃除ラクリーナパネル：12

本体：298 × 840 × 840（7），パネル：35 × 950 × 950

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A，RC-DX3B，RC-D4G（5）

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1405HA

定格：3.63，中間：5.76

5.7（中温：5.8）

3.3

14.5

0.75

6.3

FDTV1405HA5S

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1125HA

FDTV1125HA5S

室内：FDTZP1605S
室外：FDCVP1605HA

FDTV1605HA5S

10.1
9.5

 5（23）
3.44

0.430

1.00

5.85

6.0

5.7

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.8 ～ 18.3 ]（最小：3.8）

0.990（中温：0.832）

3.20（最小：0.610）

定格：4.38，中間：6.30

定格：4.15，中間：5.66

4.5（中温：4.7）

3.3

13.5

0.84

5.1

7.2
7.1

2.41

0.430

0.765

5.30

6.3

6.0

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.795（中温：0.620）

2.35（最小：0.500）

定格：4.77，中間：6.67

定格：3.33，中間：5.73

6.3（中温：6.5）

3.5

14.9

0.71

7.2

12.4
11.6

4.20

0.480

1.18

5.85

5.8

5.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.10（中温：1.00）

3.91（最小：0.610）

定格：4.09，中間：6.10

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ] 14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：63，急：58，強：51，弱：46
P急：48，急：42，強：36，弱：30

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

P急：63，急：58，強：50，弱：45
P急：48，急：42，強：35，弱：29

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

P急：63，急：58，強：53，弱：46
P急：48，急：42，強：38，弱：31

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

ℓ

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDTV-HPA〕

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  エアフレックスパネル，ラクリーナパネル，お掃除ラクリーナパネルについては，RC-DX3A，RC-DX3Bのみ使用可能です。
　(6)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
　(7)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス110mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）
　(8)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形，P140形：0.03kW × 2台，P160形：0.14kW × 2台
　(9)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
 (10)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (11)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
 (12)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56，P63用），共用タイプ（P71用）および共用タイプ（P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。
         この組合せではそれぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (13)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（10）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（11）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(13)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（65 × 112ダクト接続）

側板を利用して可能（100 × 100，200 × 100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：19，急：15 ，強：13，弱：11 P急：30，急：22 ，強：18，弱：15P急：18，急：15 ，強：13，弱：11
0

58 120

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：21（P805S：24.5），標準パネル：5，エアフレックスパネル：6，ラクリーナパネル：7，お掃除ラクリーナパネル：12

本体：236（P805S：298）× 840 × 840（7），パネル：35 × 950 × 950

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A，RC-DX3B，RC-D4G（5）

室内：FDTZP715S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

定格：3.73，中間：6.12

5.7（中温：5.8）

3.3

14.0

0.76

6.3

FDTV1405HPA5S

室内：FDTZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDTV1125HPA5S

室内：FDTZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

FDTV1605HPA5S

9.9
9.7

 5（23）
3.35

0.370

0.966

5.64

6.3

5.8

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

0.931（中温：0.805）

3.25（最小：0.539）

定格：4.31，中間：6.52

定格：4.44，中間：6.79

4.5（中温：4.7）

3.3

12.5

0.85

5.1

6.7
7.3

2.25

0.378

0.767

5.26

6.7

6.2

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.663（中温：0.544）

2.43（最小：0.468）

定格：4.61，中間：6.65

定格：3.71，中間：5.78

6.3（中温：6.4）

3.7

14.0

0.92

7.2

11.1
9.9

3.77

0.426

1.09

5.98

6.0

5.8

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.09（中温：0.986）

3.33（最小：0.659）

定格：4.80，中間：6.61

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ] 14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

P急：53，急：48，強：47，弱：44
P急：38，急：33，強：31，弱：29

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

P急：51，急：48，強：47，弱：44
P急：36，急：33，強：31，弱：29

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

P急：58，急：51，強：46，弱：43
P急：43，急：35，強：31，弱：28

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

ℓ
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  エアフレックスパネル，ラクリーナパネル，お掃除ラクリーナパネルについては，RC-DX3A，RC-DX3Bのみ使用可能です。
　(6)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
　(7)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス110mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）
　(8)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.03kW × 3台
　(9)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
 (10)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (11)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
         　① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット
 (12)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56，P63用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で
         運転します。
 (13)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量(10)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管
(11)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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置
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDTV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

5.5 × 3本

30

30（30）

2.0

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(13)

軸流式（モータ直結）× 1

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

冷：86　，暖：86

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（65 × 112ダクト接続）

側板を利用して可能（□ 100ダクト接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：18　，急：15 　，強：13　，弱：11　
0
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ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：21 ，標準パネル：5 ，エアフレックスパネル：6，ラクリーナパネル：7 ，お掃除ラクリーナパネル：12  

本体：236 × 840 × 840（7），パネル：35 × 950 × 950

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G(5)

室内：FDTZP635S × 3台
室外：FDCVP1605HA

定格：3.72，中間：5.83

6.3（中温：6.4）

冷：98　，暖：97　

3.7

7.2

14.0

0.90

11.1

10.1

5（23）

3.76

0.418

1.10

5.59

6.2

5.8

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.08（中温：0.926）

3.38（最小：0.615）

定格：4.73，中間：6.55

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

FDTV1605HTA5S

冷：72　，暖：73　
冷：58　，暖：59　

P急：51　，急：48　，強：47　，弱：44　
P急：36　，急：33　，強：31　，弱：29　

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，   室外接続：φ9.52  （フレア）

室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88， 室外接続：φ15.88（フレア）

kW
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  エアフレックスパネル，ラクリーナパネル，お掃除ラクリーナパネルについては，RC-DX3A，RC-DX3Bのみ使用可能です。
　(6)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
　(7)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス110mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）
　(8)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.03kW × 3台
　(9)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
 (10)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (11)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
         　① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット
 (12)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56，P63用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で
         運転します。
 (13)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量(10)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管
(11)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDTV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

5.5 × 3本

30

30（30）

2.0

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(13)

軸流式（モータ直結）× 1

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

冷：86　，暖：86

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（65 × 112ダクト接続）

側板を利用して可能（□ 100ダクト接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：18　，急：15 　，強：13　，弱：11　
0
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ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：21 ，標準パネル：5 ，エアフレックスパネル：6，ラクリーナパネル：7 ，お掃除ラクリーナパネル：12  

本体：236 × 840 × 840（7），パネル：35 × 950 × 950

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G(5)

室内：FDTZP635S × 3台
室外：FDCVP1605HA

定格：3.72，中間：5.83

6.3（中温：6.4）

冷：98　，暖：97　

3.7

7.2

14.0

0.90

11.1

10.1

5（23）

3.76

0.418

1.10

5.59

6.2

5.8

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.08（中温：0.926）

3.38（最小：0.615）

定格：4.73，中間：6.55

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

FDTV1605HTA5S

冷：72　，暖：73　
冷：58　，暖：59　

P急：51　，急：48　，強：47　，弱：44　
P急：36　，急：33　，強：31　，弱：29　

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，   室外接続：φ9.52  （フレア）

室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88， 室外接続：φ15.88（フレア）

kW
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ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112，P140形：0.10kW × 1台，P160形：0.11kW × 1台

　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P112，P140用）および共用タイプ（P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，

 P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

　(8)  遮風は吹出分岐ダクト側にしてください。

　(9)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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置
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法
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDTWV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(9)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（φ125 フレシキブルダクト接続可能 ・天井内）

φ200mmフレシキブルダクト × 1，接続可能（ユニット側面）（片側直吹と併設可能）（8）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：31，急：27 ，強：23，弱：20

0

ターボ式（モータ直結）× 2

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：35，標準パネル：13，ラクリーナパネル：15 本体：37，標準パネル：13，ラクリーナパネル：15　

本体：325 × 1535 × 620，パネル：20 × 1835 × 680

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A，RC-DX3B，RC-D4G

室内：FDTWZP1405S
室外：FDCVP1405HA

定格：3.26，中間：5.28

5.7（中温：5.8）
3.3

FDTWV1405HA5S

室内：FDTWZP1405S
室外：FDCVP1125HA

FDTWV1125HA5S

室内：FDTWZP1605S
室外：FDCVP1605HA

FDTWV1605HA5S

 5（23）

3.83

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.8 ～ 18.3 ]（最小：3.8）

6.3

13.0

0.69

11.3

11.8

1.08（中温：1.14）
0.465

3.96（最小：0.647）

1.16

5.68

定格：3.54，中間：5.43

4.9

4.9

定格：3.97，中間：6.02

4.5（中温：4.7）
3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.76

7.5

8.3

2.52

0.748（中温：0.619）

0.442
2.76（最小：0.500）

0.899

5.87

定格：4.06，中間：5.67

5.9

5.4

定格：2.56，中間：4.92

6.3（中温：6.4）
3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.67

16.1

14.1

5.46
1.28（中温：1.16）

0.432

4.73（最小：0.703）

1.29

6.64

定格：3.38，中間：5.58

5.1

4.7

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ] 14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：63，急：60，強：56，弱：52
P急：48，急：45，強：41，弱：37

冷：58，暖：59
冷：70，暖：71 冷：72，暖：73

冷：58，暖：59

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7

35×2 40×2

RMT5134SWE3 × 1

ℓ

⑵　天井埋込形2方向吹出し（FDTWV）

：

PJB001Z808 BPJB001Z803 B
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形，P140形：0.04kW × 2台，P160形：0.06kW×2台

　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せでは

 それぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  遮風は吹出分岐ダクト側にしてください。

 (12)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（9）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDTWV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(12)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（φ125 フレシキブルダクト接続可能 ・天井内）

φ200mmフレシキブルダクト × 1，接続可能（ユニット側面）（片側直吹と併設可能）（8）

プラスチックネット(洗浄可能)

P急：14.5，急：12 ，強：10，弱：9 P急：16.5，急：13 ，強：12，弱：10

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：21，標準パネル：8.5，ラクリーナパネル：10 本体：23，標準パネル：8.5，ラクリーナパネル：10

本体：325 × 820× 620，パネル：20 × 1120× 680

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A，RC-DX3B，RC-D4G

室内：FDTWZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA

定格：3.32，中間：5.59

5.7（中温：5.8）
3.3

FDTWV1405HPA5S

室内：FDTWZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA

FDTWV1125HPA5S

室内：FDTWZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDTWV1605HPA5S

 5（23）

3.77

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.68

11.1

11.5

1.02（中温：0.858）
0.443

3.86（最小：0.617）

1.10

5.68

定格：3.63，中間：5.73

5.7

5.1

定格：3.95，中間：5.65

4.5（中温：4.7）
3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.73

7.5

8.6

2.53

0.797（中温：0.617）

0.478
2.86（最小：0.511）

0.882

5.69

定格：3.92，中間：5.78

5.9

5.3

定格：2.74，中間：5.25

6.3（中温：6.4）
3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.67

15.1

12.9

5.11
1.20（中温：1.01）

0.468

4.35（最小：0.720）

1.28

6.13

定格：3.68，中間：5.63

5.4

4.9

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ] 14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：58，急：54，強：50，弱：47
P急：42，急：38，強：34，弱：31

P急：61，急：56，強：54，弱：50
P急：45，急：40，強：38，弱：34

P急：57，急：53，強：49，弱：46
P急：42，急：38，強：34，弱：31

冷：58，暖：59
冷：70，暖：71 冷：72，暖：73

冷：58，暖：59

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7

35 50

RMT5134SWE3 × 1

ℓ

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）

：
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.04kW × 3台

　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(9)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　　　 　① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  遮風は吹出分岐ダクト側にしてください。

 (12)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(9)

（外　　　径）

液            　管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDTWV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

5.5 × 3本

30

30（30）

2.0

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア） 
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(12)

軸流式（モータ直結）× 1

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

冷：86 ，暖：86

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

側板を利用して可能（φ125 フレシキブルダクト接続可能 ・天井内）

φ200mmフレシキブルダクト × 1，接続可能（ユニット側面）（片側直吹と併設可能）（11）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：14.5 ，急：12 ，強：10 ，弱：9 

35

0

ターボ式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：21，標準パネル：8.5，ラクリーナパネル：10

本体：325 × 820 × 620 ，パネル：20 × 1120 × 680

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G

定格：3.23　，中間：4.96　

 6.3（中温：6.4 ）

室内：FDTWZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA

冷：98　，暖：97　

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.27（中温：1.02）

3.93（最小：0.724）

定格：4.07　，中間：5.67　

冷：72 ，暖：73 
冷：58 ，暖：59 

技術資料4-525-1-Dをご覧ください。

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：57 ，急：53 ，強：49 ，弱：46 
P急：42 ，急：38 ，強：34 ，弱：31 

3.5

7.2

14.0

0.76

12.8

11.7

5（23）

4.33

0.625

1.27

6.06

5.3
5.0

FDTWV1605HTA5S

kW

mm2

φmmまたはmm2
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.09kW × 2台

　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P56，P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP56形，

 P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

⑶　天井埋込形1方向吹出し（FDTSV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パネル形式
（別売品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（9）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 
装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

背面を利用して可能

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：17，急：15 ，強：12，弱：10P急：14.5，急：12.5 ，強：11，弱：9.5 P急：18，急：15 ，強：12，弱：10

0

7050

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：28，標準パネル：6，下がり天井パネル：6

本体：220 × 1150× 565，パネル：35 × 1460 × 650

標準仕様（直吹き）・オートスイング付

下がり天井仕様・オートスイングなし

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

30

30（30）

2.0

5.5 × 3本

20

ℓ

定格：3.47，中間：5.28

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.69

10.6

11.2

 5（23）

3.60
1.08（中温：0.967）

0.457

3.78（最小：0.628）

1.16

5.87

定格：3.70，中間：5.43

5.3

4.9

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

P急：64，急：61，強：56，弱：51
P急：49，急：46，強：41，弱：36

室内：FDTSZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA

FDTSV1405HPA5S

定格：3.92，中間：5.46

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.9 ～ 14.3 ]（最小：2.9）

5.1

12.5

0.69

7.6

8.2

2.55
0.824（中温：0.710）

0.476

2.72（最小：0.566）

0.921

5.93

定格：4.12，中間：5.54

5.5

5.2

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：60，急：57，強：54，弱：50
P急：45，急：42，強：39，弱：35

室内：FDTSZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA

FDTSV1125HPA5S

定格：2.78，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.65

14.8

13.5

5.04
1.27（中温：1.14）

0.532

4.55（最小：0.725）

1.34

6.13

定格：3.52，中間：5.37

5.0

4.7

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：65，急：61，強：56，弱：51
P急：50，急：46，強：41，弱：36

室内：FDTSZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDTSV1605HPA5S

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G

TS-PSA-3AW × 2枚

TS-PNA-3AW × 2枚

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDTSV-HPA〕

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）

PJC001Z419 APJC001Z416 B
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.09kW × 2台

　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P56，P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP56形，

 P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

⑶　天井埋込形1方向吹出し（FDTSV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmm

A

MPa

トン

　　

パネル形式
（別売品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（9）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

背面を利用して可能

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：17，急：15 ，強：12，弱：10P急：14.5，急：12.5 ，強：11，弱：9.5 P急：18，急：15 ，強：12，弱：10

0

7050

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：28，標準パネル：6，下がり天井パネル：6

本体：220 × 1150× 565，パネル：35 × 1460 × 650

標準仕様（直吹き）・オートスイング付

下がり天井仕様・オートスイングなし

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

30

30（30）

2.0

5.5 × 3本

20

ℓ

定格：3.47，中間：5.28

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.69

10.6

11.2

 5（23）

3.60
1.08（中温：0.967）

0.457

3.78（最小：0.628）

1.16

5.87

定格：3.70，中間：5.43

5.3

4.9

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

P急：64，急：61，強：56，弱：51
P急：49，急：46，強：41，弱：36

室内：FDTSZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA

FDTSV1405HPA5S

定格：3.92，中間：5.46

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.9 ～ 14.3 ]（最小：2.9）

5.1

12.5

0.69

7.6

8.2

2.55
0.824（中温：0.710）

0.476

2.72（最小：0.566）

0.921

5.93

定格：4.12，中間：5.54

5.5

5.2

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：60，急：57，強：54，弱：50
P急：45，急：42，強：39，弱：35

室内：FDTSZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA

FDTSV1125HPA5S

定格：2.78，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.65

14.8

13.5

5.04
1.27（中温：1.14）

0.532

4.55（最小：0.725）

1.34

6.13

定格：3.52，中間：5.37

5.0

4.7

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：65，急：61，強：56，弱：51
P急：50，急：46，強：41，弱：36

室内：FDTSZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDTSV1605HPA5S

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G

TS-PSA-3AW × 2枚

TS-PNA-3AW × 2枚

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDTSV-HPA〕

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.06kW × 3台

　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(9)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　　　 　① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

(10)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

(11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

パネル形式
（別売品）

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量(8)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(9)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 
装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDTＳV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IP24

1.77（届出不要）

5.5 × 3本

30

30（30）

2.0

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 ×3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア） 

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）× 1

冷：86 ，暖：86

3.3（R32）
電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

背面を利用して可能

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：14.5 ，急：12.5 ，強：11 ，弱：9.5

50

0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 4

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：27 ，標準パネル：6 ，下がり天井パネル：6

本体：220 × 1150 × 565 ，パネル：35  × 1460 × 650

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A，RC-DX3B，RC-D4G

室内：FDTSZP505S × 3台
室外：FDCVP1605HA

TS-PSA-3AW × 3枚

TS-PNA-3AW × 3枚

定格：3.06 ，中間：4.88 

6.3（中温：6.4 ）

冷：98 ，暖：97 

16.0 [ 4.0  ～  20.3 ]（最小：4.0 ）

1.29（中温：1.11  ）

4.08（最小：0.738）

定格：3.92 ，中間：5.26 

 冷：72 ，暖：73 
 冷：58 ，暖：59 

14.0 [ 3.5  ～ 16.0 ]

P急：59 ，急：56 ，強：53 ，弱：50 
P急：44 ，急：41 ，強：38 ，弱：35 

3.5

7.2

14.0

0.70

13.5

12.1

5（23）

4.58

0.541

1.37

6.25

5.1

4.8

FDTSV1605HTA5S

標準仕様（直吹き）・オートスイング付

下がり天井仕様・オートスイングなし

室内：IPXO ，室外：IPX4

kW



－ 10－

⑷　天埋カセテリア（FDRV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外    形    寸    法
（ 高 さ × 幅 × 奥 行 ）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

φmmまたはmm2

mm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

 最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。

　(6)  キャンバスパネル仕様の外形寸法室内高さはキャンバスダクト（別売）分が＋αされます。（外形図参照）

　(7)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.22kW × 1台，P140形：0.26kW×1台，P160形：0.40kW×1台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により

 P112形：最大0.30kW（静圧100Pa）× 1台，P140形：最大0.36kW（静圧100Pa）× 1台，P160形：最大0.44kW（静圧100Pa）× 1台となります。]

　(8)  室内ユニットは共用タイプ（P112用）および共用タイプ（P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれ

 P112形，P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

　(9)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 
却 
装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDRV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 4 スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：36，急：28 ，強：25，弱：19 P急：39，急：32 ，強：25，弱：20 P急：48，急：35 ，強：28，弱：22

定格：30,  最小：10,  最大：100（リモコンから設定）

100＋130 100＋200

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：54，パネル：17

サイレントパネル使用：348 × 1370 × 738，キャンバスパネル使用：（348 ＋α）× 1370 × 738（6）

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.73，中間：5.29

4.5（中温：4.7）
3.2

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.84

8.0

8.4

 5（25）

2.68

0.851（中温：0.767）
0.465

2.80（最小：0.575）

0.960

5.77

定格：4.00，中間：5.31

5.2

5.1

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

キャンバスパネル

R-PNC-4AW

サイレントパネル

R-PNS-4AW

サイレントパネル

R-PNS-4AW

キャンバスパネル

R-PNC-4AW

キャンバスパネル

R-PNC-4AW

サイレントパネル

R-PNS-4AW

10.0 [ 3.2 ～ 11.2 ]

P急：70，急：65，強：62，弱：56
P急：49，急：44，強：41，弱：35

P急：71，急：66，強：63，弱：57
P急：50，急：45，強：42，弱：36

P急：71，急：67，強：62，弱：57
P急：50，急：46，強：41，弱：36

P急：72，急：68，強：63，弱：58
P急：51，急：47，強：42，弱：37

P急：74，急：68，強：63，弱：58
P急：53，急：47，強：42，弱：37

P急：75，急：69，強：64，弱：59
P急：54，急：48，強：43，弱：38

定格：3.26，中間：4.79

5.7（中温：5.8）
3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.77

11.3

11.2

 5（26）

3.83

1.19（中温：1.01）
0.523

3.78（最小：0.733）

1.16

5.95

定格：3.70，中間：5.43

5.0

4.8

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.85，中間：4.60

6.3（中温：6.4）
3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.79

14.5

11.8

 5（27）

4.92

1.37（中温：1.23）
0.564

3.96（最小：0.780）

1.34

6.37

定格：4.04，中間：5.37

4.8

4.7

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

吸　　　　込　　　　パ　　　　ネ　　　　ル

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

本　　体

パ  ネ  ル 20 × 1658 × 850

本体：54，パネル：13.5

20 × 1484 × 585

本体：54，パネル：17

20 × 1658 × 850

本体：54，パネル：13.5

20 × 1484 × 585

本体：54，パネル：17

20 × 1658 × 850

本体：54，パネル：13.5

20 × 1484 × 585

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(9)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

40

60（40）

3.5

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

室内：FDRZP1605S
室外：FDCVP1405HA

FDRV1405HA5S

室内：FDRZP1125S
室外：FDCVP1125HA

FDRV1125HA5S

室内：FDRZP1605S
室外：FDCVP1605HA

FDRV1605HA5S

ℓ

PJG000Z424 BPJG000Z420 B
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

 表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
　(6)  キャンバスパネル仕様の外形寸法室内高さはキャンバスダクト（別売）分が＋αされます。（外形図参照）
　(7)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.1kW × 2台，P140形，P160形：0.14kW × 2台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：最大0.140kW
　　  （静圧100Pa）× 2台，P140形，P160形：最大0.190kW（静圧100Pa）× 2台となります。]
　(8)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
　(9)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (10)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
 (11)  室内ユニットは共用タイプ（63用）および共用タイプ（P71用，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，
　　   P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (12)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外    形    寸    法
（ 高 さ × 幅 × 奥 行 ）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

φmmまたはmm2

mm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（9）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（10）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 
却 
装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDRV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 3 スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：20，急：15 ，強：13，弱：10 P急：24，急：19 ，強：15，弱：10

定格：30,  最小：10,  最大：100（リモコンから設定）

130

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：34，パネル：11.4

サイレントパネル使用：348 × 950 × 635，キャンバスパネル使用：（348 ＋α）× 950 × 635（6）

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.85，中間：5.39

4.5（中温：4.7）
3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.93

7.7

7.4

 5（25）

2.60

0.835（中温：0.714）
0.445

2.45（最小：0.521）

0.868

5.20

定格：4.57，中間：5.88

5.7

5.5

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

キャンバスパネル

R-PNC-3AW × 2枚

サイレントパネル

R-PNS-3AW × 2枚

サイレントパネル

R-PNS-3AW × 2枚

キャンバスパネル

R-PNC-3AW × 2枚

キャンバスパネル

R-PNC-3AW × 2枚

サイレントパネル

R-PNS-3AW × 2枚

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：60，強：57，弱：53
P急：45，急：39，強：36，弱：32

P急：67，急：61，強：58，弱：54
P急：46，急：40，強：37，弱：33

P急：68，急：64，強：60，弱：52
P急：47，急：43，強：39，弱：31

P急：69，急：65，強：61，弱：53
P急：48，急：44，強：40，弱：32

P急：68，急：64，強：60，弱：52
P急：47，急：43，強：39，弱：31

P急：69，急：65，強：61，弱：53
P急：48，急：44，強：40，弱：32

定格：3.47，中間：5.09

5.7（中温：5.8）
3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.89

10.6

9.9

 5（27）

3.60

1.12（中温：0.985）
0.442

3.31（最小：0.657）

1.10

5.56

定格：4.23，中間：5.73

5.4

5.1

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.04，中間：4.96

6.3（中温：6.4）
3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.83

13.6

11.5

 5（27）

4.60

1.27（中温：1.11）
0.550

3.85（最小：0.775）

1.29

5.91

定格：4.16，中間：5.58

5.1

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

吸　　　　込　　　　パ　　　　ネ　　　　ル

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

本　　体

パ  ネ  ル 20 × 1240 × 750

本体：34，パネル：9.3

20 × 1064 × 585

本体：34，パネル：11.4

20 × 1240 × 750

本体：34，パネル：9.3

20 × 1064 × 585

本体：34，パネル：11.4

20 × 1240 × 750

本体：34，パネル：9.3

20 × 1064 × 585

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(12)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

40

60（40）

3.5

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA

FDRV1405HPA5S

室内：FDRZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA

FDRV1125HPA5S

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDRV1605HPA5S

ℓ

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外    形    寸    法
（ 高 さ × 幅 × 奥 行 ）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
   (5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
   (6)  キャンバスパネル仕様の外形寸法室内高さはキャンバスダクト（別売）分が＋αされます。（外形図参照）
   (7)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.07kW × 3台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により最大0.095kW（静圧100Pa）× 3台となります。]
   (8)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
   (9)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (10)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
            ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット
 (11)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (12)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

 

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(10)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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置
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装
置
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDRV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(12)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）
電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 2 スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：13，急：10 ，強：9 ，弱：8   

定格：30，最小：10,  最大：100（リモコンから設定）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：29，パネル：10

サイレントパネル使用：348 × 750 × 635，キャンバスパネル使用：（348＋α）× 750 × 635（6）

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：2.77，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

室内：FDRZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA      

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.37（中温：1.15  ）

3.88（最小：0.754）

定格：4.12，中間：5.58

キャンバスパネル

R-PNC-2AW × 3枚
サイレントパネル

R-PNS-2AW × 3枚

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：64，急：60，強：58，弱：57

P急：43，急：39，強：37，弱：36

P急：65，急：61，強：59，弱：58

P急：44，急：40，強：38，弱：37

3.5

7.2

14.0

0.76

14.9

11.5

5（27）

5.05

0.578

1.29

5.90

5.0

4.8

冷：72，暖：73

冷：58，暖：59

FDRV1605HTA5S

吸　　　　込　　　　パ　　　　ネ　　　　ル

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

本　　体

パ  ネ  ル 20 × 1040 × 750

本体：29，パネル：7.6

20 × 864 × 585

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

冷：86，暖：86

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

5.5 × 3本

60（40）

40

3.5

100

kW

冷     媒     封     入     量(9)
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外    形    寸    法
（ 高 さ × 幅 × 奥 行 ）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
   (5)  パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し，天井内部分は本体高さに含まれます。
   (6)  キャンバスパネル仕様の外形寸法室内高さはキャンバスダクト（別売）分が＋αされます。（外形図参照）
   (7)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.07kW × 3台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により最大0.095kW（静圧100Pa）× 3台となります。]
   (8)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
   (9)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
 (10)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
            ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット
 (11)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (12)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

 

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(10)

（外　　　径）
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ガ      ス      管
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDRV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(12)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）
電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 2 スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：13，急：10 ，強：9 ，弱：8   

定格：30，最小：10,  最大：100（リモコンから設定）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式
本体：29，パネル：10

サイレントパネル使用：348 × 750 × 635，キャンバスパネル使用：（348＋α）× 750 × 635（6）

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：2.77，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

室内：FDRZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA      

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.37（中温：1.15  ）

3.88（最小：0.754）

定格：4.12，中間：5.58

キャンバスパネル

R-PNC-2AW × 3枚
サイレントパネル

R-PNS-2AW × 3枚

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：64，急：60，強：58，弱：57

P急：43，急：39，強：37，弱：36

P急：65，急：61，強：59，弱：58

P急：44，急：40，強：38，弱：37

3.5

7.2

14.0

0.76

14.9

11.5

5（27）

5.05

0.578

1.29

5.90

5.0

4.8

冷：72，暖：73

冷：58，暖：59

FDRV1605HTA5S

吸　　　　込　　　　パ　　　　ネ　　　　ル

パ     ネ     ル     形     式（別     売     品）

本　　体

パ  ネ  ル 20 × 1040 × 750

本体：29，パネル：7.6

20 × 864 × 585

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

冷：86，暖：86

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

5.5 × 3本

60（40）

40

3.5

100

kW

冷     媒     封     入     量(9)

PJG000Z428 A
■天井リターン設置仕様（オプション）
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

   (5)  天井リターン仕様の場合は，標準機に対して機内圧力損失が低減するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

   (6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.22kW × 1台，P140形：0.26kW × 1台，P160形：0.40kW × 1台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により

         P112形：最大0.30kW（静圧100Pa）× 1台，P140形：最大0.36kW（静圧100Pa）× 1台，P160形：最大0.44kW（静圧100Pa）× 1台となります。]

   (7)  室内ユニットは共用タイプ（P112用）および共用タイプ（P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれ

         P112形，P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

   (8)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDRV-HA〕

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 4スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：36，急：28 ，強：25，弱：19

100 ＋ 130 100 ＋ 200

P急：39，急：32 ，強：25，弱：20 P急：48，急：35 ，強：28，弱：22

定格：30,  最小：20,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3

アルミフィン＆銅チューブ式

（280 ＋37）× 1370 × 738

54

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.73，中間：5.29

4.5（中温：4.7）

3.2

室内：FDRZP1605S   
室外：FDCVP1405HA

室内：FDRZP1605S   
室外：FDCVP1605HA

室内：FDRZP1125S   
室外：FDCVP1125HA

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.84

8.0

8.4

 5（25）

2.68

0.851（中温：0.767）

0.465
2.80（最小：0.575）

0.960

5.77

定格：4.00，中間：5.31

5.2

5.1

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

R-FL-4A

10.0 [ 3.2 ～ 11.2 ]

P急：77，急：72，強：68，弱：62

P急：56，急：51，強：47，弱：41
P急：78，急：74，強：68，弱：63

P急：57，急：53，強：47，弱：42

P急：80，急：75，強：69，弱：64

P急：59，急：54，強：48，弱：43

定格：3.26，中間：4.79

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.77

11.3

11.2

 5（26）

3.83

1.19（中温：1.01）

0.523
3.78（最小：0.733）

1.16

5.95

定格：3.70，中間：5.43

5.0

4.8

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.85，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.79

14.5

11.8

 5（27）

4.92

1.37（中温：1.23）

0.564
3.96（最小：0.780）

1.34

6.37

定格：4.04，中間：5.37

4.8

4.7

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

天    井    リ    タ    ー    ン    キ    ッ    ト

高さ×幅×奥行

必要な機外静圧（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100

リモコンの設定（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90

FDRV1405HA5SFDRV1125HA5S FDRV1605HA5S

1050 × 970 × 370

86

3.02.0 3.7

RMT5134SWE3 × 1

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(8)

軸流式（モータ直結）×1

144

20

冷：86，暖：86

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

40

60（40）

3.5

5.5 × 3本

ℓ
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。

   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

   (5)  天井リターン仕様の場合は，標準機に対して機内圧力損失が低減するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

   (6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.1kW × 2台，P140形，P160形：0.14kW × 2台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：最大0.140kW（静圧100Pa）× 2台，P140形，P160形：最大0.190kW（静圧100Pa）× 2台となります。]

   (7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

   (8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

   (9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

必要な機外静圧（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100

リモコンの設定（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（9）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDRV-HPA〕

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 3スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：20，急：15 ，強：13，弱：10

130

P急：24，急：19 ，強：15，弱：10

定格：30,  最小：20,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2

アルミフィン＆銅チューブ式

（280 ＋37）× 950 × 635

34

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.85，中間：5.39

4.5（中温：4.7）

3.3

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

室内：FDRZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.93

7.7

7.4

 5（25）

2.60

0.835（中温：0.714）

0.445
2.45（最小：0.521）

0.868

5.20

定格：4.57，中間：5.88

5.7

5.5

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

R-FL-3A × 2セット

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：71，急：66，強：63，弱：59

P急：50，急：45，強：42，弱：38
P急：74，急：70，強：66，弱：58

P急：53，急：49，強：45，弱：37

定格：3.47，中間：5.09

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.89

10.6

9.9

 5（27）

3.60

1.12（中温：0.985）

0.442
3.31（最小：0.657）

1.10

5.56

定格：4.23，中間：5.73

5.4

5.1

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.04，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.83

13.6

11.5

 5（27）

4.60

1.27（中温：1.11）

0.550
3.85（最小：0.775）

1.29

5.91

定格：4.16，中間：5.58

5.1

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

天    井    リ    タ    ー    ン    キ    ッ    ト

高さ×幅×奥行

FDRV1405HPA5SFDRV1125HPA5S FDRV1605HPA5S

1050 × 970 × 370

86

3.02.0 3.7

RMT5134SWE3 × 1

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）×1

86 × 2

20

冷：86，暖：86

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

40

60（40）

3.5

5.5 × 3本

ℓ

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。

   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

   (5)  天井リターン仕様の場合は，標準機に対して機内圧力損失が低減するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

   (6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.1kW × 2台，P140形，P160形：0.14kW × 2台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：最大0.140kW（静圧100Pa）× 2台，P140形，P160形：最大0.190kW（静圧100Pa）× 2台となります。]

   (7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

   (8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

   (9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

必要な機外静圧（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100

リモコンの設定（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90

室
　
　
外
　
　
ユ
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ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（8）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管（9）

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 
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置

送
風
装
置

配
管
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法
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線
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置
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力
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特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1台）〔FDRV-HPA〕

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 3スポット接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：20，急：15 ，強：13，弱：10

130

P急：24，急：19 ，強：15，弱：10

定格：30,  最小：20,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2

アルミフィン＆銅チューブ式

（280 ＋37）× 950 × 635

34

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.85，中間：5.39

4.5（中温：4.7）

3.3

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

室内：FDRZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

室内：FDRZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.93

7.7

7.4

 5（25）

2.60

0.835（中温：0.714）

0.445
2.45（最小：0.521）

0.868

5.20

定格：4.57，中間：5.88

5.7

5.5

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

R-FL-3A × 2セット

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：71，急：66，強：63，弱：59

P急：50，急：45，強：42，弱：38
P急：74，急：70，強：66，弱：58

P急：53，急：49，強：45，弱：37

定格：3.47，中間：5.09

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.89

10.6

9.9

 5（27）

3.60

1.12（中温：0.985）

0.442
3.31（最小：0.657）

1.10

5.56

定格：4.23，中間：5.73

5.4

5.1

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.04，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.83

13.6

11.5

 5（27）

4.60

1.27（中温：1.11）

0.550
3.85（最小：0.775）

1.29

5.91

定格：4.16，中間：5.58

5.1

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

天    井    リ    タ    ー    ン    キ    ッ    ト

高さ×幅×奥行

FDRV1405HPA5SFDRV1125HPA5S FDRV1605HPA5S

1050 × 970 × 370

86

3.02.0 3.7

RMT5134SWE3 × 1

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）×1

86 × 2

20

冷：86，暖：86

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

40

60（40）

3.5

5.5 × 3本

ℓ

室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
   (5)  天井リターン仕様の場合は，標準機に対して機内圧力損失が低減するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

   (6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.07kW × 3台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により最大0.095kW（静圧95Pa）× 3台となります。]
   (7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
   (8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
   (9)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
            ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット
 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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W
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W

W
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(1)

 

消 費 電 力

冷房
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高さ×幅×奥行
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冷      媒      制      御      器
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圧 縮 機
形     式 ・ 台     数
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冷  媒  配  管(9)
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDRV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護

高圧部：4.15，低圧部：2.26

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）×1

電子膨張弁
アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm, 背面：φ150mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

プラスチックネット（洗浄可能）

定格：35，最小：15,  最大：95（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

（280 ＋37）× 750 × 635
29

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

R-FL-2A × 3セット

P急：70，急：66，強：63，弱：61

P急：49，急：45，強：42，弱：40

天    井    リ    タ    ー    ン    キ    ッ    ト

高さ×幅×奥行

必要な機外静圧（Pa） 15 25 35 45 55 65 75 85 95

リモコンの設定（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

室内：IPXO ，室外：IP24

kW

室内：FDRZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA       

FDRV1605HTA5S

定格：2.77，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.37（中温：1.15  ）

3.88（最小：0.754）

定格：4.12，中間：5.58

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

3.5

7.2

14.0

0.76

14.9

11.5

5（27）

5.05

0.578

1.29

5.90

5.0

4.8

冷：72，暖：73

冷：58，暖：59

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 2 スポット接続）

P急：13，急：10 ，強：9 ，弱：8   

100

3.3（R32）

1050 × 970 × 370

冷：86，暖：86

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

0.9（M-MB75）

144

20

1.77（届出不要）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

5.5 × 3本

60（40）

40

3.5

室内：IPXO ，室外：IPX4
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⑸　高静圧ダクト形（FDUV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kＷ

kg

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

   (5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.230kW × 1台，P140形：0.250kW × 1台，P160形：0.350kW × 1台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により

         P112形：最大0.320kW（静圧200Pa）× 1台，P140形：最大0.360kW（静圧200Pa）× 1台，P160形：最大0.430kW（静圧200Pa）× 1台となります。]

   (6)  丸ダクト変換キットを使用した場合は，設定可能な機外静圧は10～100Paとなります。

   (7)  室内ユニットは共用タイプ（P112用）および共用タイプ（P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，

         P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

   (8)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDUV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

－（現地手配）

P急：36，急：28 ，強：25，弱：19 P急：39，急：32 ，強：26，弱：20 P急：48，急：35 ，強：28，弱：22

定格：100,  最小：10,  最大：200（リモコンから設定）(6)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 3

アルミフィン＆銅チューブ式

280 × 1370 × 738

54

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.70，中間：5.22

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.84

8.0

8.3

2.70
0.862（中温：0.777）

0.465
2.77（最小：0.576）

0.955

5.77

定格：4.04，中間：5.34
5.2
5.1

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

100 ＋ 130 100 ＋ 200

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：70，急：65，強：62，弱：57

P急：45，急：40，強：37，弱：32
P急：71，急：67，強：61，弱：57

P急：46，急：42，強：36，弱：32

P急：74，急：67，強：62，弱：57

P急：49，急：42，強：37，弱：32

定格：3.31，中間：4.83

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.77

11.1

11.2

 5（26）

3.78
1.18（中温：0.986）

0.517
3.77（最小：0.725）

1.16

5.94

定格：3.71，中間：5.43
5.1
4.8

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.94，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.79

14.1

11.8

4.77
1.37（中温：1.19）

0.552
3.98（最小：0.760）

1.37

6.11

定格：4.02，中間：5.26
4.9
4.7

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1405HA

FDUV1405HA5S

室内：FDUZP1125S   
室外：FDCVP1125HA

FDUV1125HA5S

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1605HA

FDUV1605HA5S

φmmまたはmm2

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(8)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

40

60（40）

3.5

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

ℓ

PJG000Z435 B
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室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

   (2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

   (3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

   (4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

   (5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.130kW × 2台，P140形，P160形：0.160kW × 2台　[ダクト機の場合，機外静圧設定により，P112形：最大0.190kW

        （静圧200Pa）× 2台，P140形，P160形：最大0.250kW（静圧200Pa）× 2台となります。]

   (6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

   (7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

   (8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

   (9)  丸ダクト変換キットを使用した場合は，設定可能な機外静圧は10～100Paとなります。

 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，P71形，

         P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量(7)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDUV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（P140，P160形：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160形：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160形：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）× 1

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mmフレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

－（現地手配）

P急：20，急：15 ，強：13，弱：10 P急：24，急：19 ，強：15，弱：10

定格：100，最小：10,  最大：200（リモコンから設定）(9)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

アルミフィン＆銅チューブ式

280 × 950 × 635
34

130

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.58，中間：5.61

4.5（中温：4.7）

室内：FDUZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

室内：FDUZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

室内：FDUZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.802（中温：0.668）

2.56  （最小：0.552）

定格：4.38，中間：5.58

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：60，強：57，弱：52

P急：42，急：36，強：33，弱：28
P急：68，急：62，強：58，弱：52

P急：44，急：38，強：34，弱：28

定格：3.42，中間：5.23

5.7（中温：5.8）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.09（中温：0924）

3.34  （最小：0.676）

定格：4.19，中間：5.68

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.01，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.27（中温：1.12）

3.89（最小：0.757）

定格：4.11，中間：5.63

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

3.3（R32）

kW

FDUV1125HPA5S FDUV1405HPA5S FDUV1605HPA5S

3.3 3.3 3.5

5.1 6.3 7.2

12.5 13.0 14.0

0.93 0.89 0.83

8.3 10.8 13.7

7.7 9.9 11.6

5（27）
2.79 3.66 4.65

0.474 0.462 0.557

0.914 1.11 1.28

5.44 5.60 5.87

5.6 5.4 5.1
5.4 5.1 5.0

3.0 3.72.0

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

0.9（M-MB75）

144

20

冷：86，暖：86

5.5 × 3本

40

60（40）

3.5

φmmまたはmm2
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  丸ダクト変換キットを使用する場合は，標準機（角ダクト）に対して機内圧力損失が増加するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.170kW × 1台，P140形：0.200kW × 1台，P160形：0.330kW × 1台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：
         最大0.230kW（静圧100Pa）× 1台，P140形：最大0.250kW（静圧100Pa）× 1台，P160形：最大0.350kW（静圧100Pa）× 1台となります。]
　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P112用）および共用タイプ（P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，
         P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。
　(8)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

■丸ダクト仕様（オプション）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDUV-HA〕

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

－（現地手配）

P急：36，急：28 ，強：25，弱：19

100 ＋ 130 100 ＋ 200

P急：39，急：32 ，強：26，弱：20 P急：48，急：35 ，強：28，弱：22

定格：30,  最小：10,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3

アルミフィン＆銅チューブ式

280 × 1370 × 738

54

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A,  RC-DX3B

定格：3.70，中間：5.22

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.84

8.0

8.3

2.70
0.862（中温：0.777）

0.465

2.77（最小：0.576）

0.955

5.77

定格：4.04，中間：5.34

5.2

5.1

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：70，急：65，強：62，弱：57

P急：45，急：40，強：37，弱：32
P急：71，急：67，強：61，弱：57

P急：46，急：42，強：36，弱：32

P急：74，急：67，強：62，弱：57

P急：49，急：42，強：37，弱：32

定格：3.31，中間：4.83

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.77

11.1

11.2

 5（26）

3.78
1.18（中温：0.986）

0.517

3.77（最小：0.725）

1.16

5.94

定格：3.71，中間：5.43

5.1

4.8

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.94，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.79

14.1

11.8

4.77
1.37（中温：1.19）

0.552

3.98（最小：0.760）

1.37

6.11

定格：4.02，中間：5.26

4.9

4.7

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 前面（φ200mm フレキシブルダクト × 4スポット接続）

丸    ダ    ク    ト    変    換    キ    ッ    ト U-UM-4A

P112形

P140形

P160形

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 30 40 50 60 70 80 90 110 120 130

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 40 50 60 70 80 90 100 110 130 140

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(8)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

40

60（40）

3.5

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1405HA

FDUV1405HA5S

室内：FDUZP1125S   
室外：FDCVP1125HA

FDUV1125HA5S

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1605HA

FDUV1605HA5S

ℓ

PJG000Z439 A
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  丸ダクト変換キットを使用する場合は，標準機（角ダクト）に対して機内圧力損失が増加するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

　(6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.170kW × 1台，P140形：0.200kW × 1台，P160形：0.330kW × 1台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：
         最大0.230kW（静圧100Pa）× 1台，P140形：最大0.250kW（静圧100Pa）× 1台，P160形：最大0.350kW（静圧100Pa）× 1台となります。]
　(7)  室内ユニットは共用タイプ（P112用）および共用タイプ（P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，
         P140形，P160形に設定され，上記の仕様で運転します。
　(8)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

■丸ダクト仕様（オプション）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDUV-HA〕

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

－（現地手配）

P急：36，急：28 ，強：25，弱：19

100 ＋ 130 100 ＋ 200

P急：39，急：32 ，強：26，弱：20 P急：48，急：35 ，強：28，弱：22

定格：30,  最小：10,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3

アルミフィン＆銅チューブ式

280 × 1370 × 738

54

三相　200V　50/60Hz

RC-DX３A,  RC-DX3B

定格：3.70，中間：5.22

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.84

8.0

8.3

2.70
0.862（中温：0.777）

0.465

2.77（最小：0.576）

0.955

5.77

定格：4.04，中間：5.34

5.2

5.1

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71 冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：70，急：65，強：62，弱：57

P急：45，急：40，強：37，弱：32
P急：71，急：67，強：61，弱：57

P急：46，急：42，強：36，弱：32

P急：74，急：67，強：62，弱：57

P急：49，急：42，強：37，弱：32

定格：3.31，中間：4.83

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.77

11.1

11.2

 5（26）

3.78
1.18（中温：0.986）

0.517

3.77（最小：0.725）

1.16

5.94

定格：3.71，中間：5.43

5.1

4.8

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.94，中間：4.60

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.79

14.1

11.8

4.77
1.37（中温：1.19）

0.552

3.98（最小：0.760）

1.37

6.11

定格：4.02，中間：5.26

4.9

4.7

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 前面（φ200mm フレキシブルダクト × 4スポット接続）

丸    ダ    ク    ト    変    換    キ    ッ    ト U-UM-4A

P112形

P140形

P160形

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 30 40 50 60 70 80 90 110 120 130

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 40 50 60 70 80 90 100 110 130 140

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(8)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

40

60（40）

3.5

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370
86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1405HA

FDUV1405HA5S

室内：FDUZP1125S   
室外：FDCVP1125HA

FDUV1125HA5S

室内：FDUZP1605S   
室外：FDCVP1605HA

FDUV1605HA5S

ℓ

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は最小最大範囲幅を示します。
　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。
　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5)  丸ダクト変換キットを使用する場合は，標準機（角ダクト）に対して機内圧力損失が増加するため，リモコンからの機外静圧設定を下表により行ってください。

   (6)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.08kW × 2台，P140，P63形：0.113kW × 2台　[ダクト機の場合，機外静圧設定によりP112形：最大0.130kW
        （静圧100Pa）× 2台，P140，P160形：最大0.160kW（静圧100Pa）× 2台となります。]
　(7)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
　(8)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
　(9)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
 (10)  室内ユニットは共用タイプ（P63用）および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，P71形，
         P80形に設定され，上記の仕様で運転します。
 (11)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(8)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(9)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 
置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDUV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

高圧部：4.15，低圧部：2.26

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(11)

軸流式（モータ直結）×1

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

新鮮外気取入（側面：φ125mmフレキシブルダクト接続）, 排気（側面：φ125mm フレキシブルダクト接続）

－（現地手配）

定格：30，最小：10,  最大：100（リモコンから設定）(5)

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

高さ×幅×奥行

丸    ダ    ク    ト    変    換    キ    ッ    ト U-UM-3A × 2セット

P112形 P140，P160形
必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 10 20 30 50 60 70 90 100 110 120

必要な機外静圧（Pa） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
リモコンの設定（Pa） 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

kW

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）φmmまたはmm2

mm2

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

室内：FDUZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

室内：FDUZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

室内：FDUZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDUV1125HPA5S FDUV1405HPA5S FDUV1605HPA5S

定格：3.58，中間：5.61

4.5（中温：4.7）

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.802（中温：0.668）

2.56  （最小：0.552）

定格：4.38，中間：5.58

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：60，強：57，弱：52

P急：42，急：36，強：33，弱：28
P急：68，急：62，強：58，弱：52

P急：44，急：38，強：34，弱：28

定格：3.42，中間：5.23

5.7（中温：5.8）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.09（中温：0.924）

3.34（最小：0.676）

定格：4.19，中間：5.68

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.01，中間：4.96

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.27（中温：1.12）

3.89（最小：0.757）

定格：4.11，中間：5.63

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

冷：70，暖：71
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

3.3 3.3 3.5

5.1 6.3 7.2

12.5 13.0 14.0

0.93 0.89 0.83

8.3 10.8 13.7

7.7 9.9 11.6

5（27）
2.79 3.66 4.65

0.474 0.462 0.557

0.914 1.11 1.28

5.44 5.60 5.87

5.6 5.4 5.1
5.4 5.1 5.0

前面（φ200mm フレキシブルダクト × 3 スポット接続）

P急：20，急：15 ，強：13，弱：10 P急：24，急：19 ，強：15，弱：10

280 × 950 × 635
34

130

3.3（R32）

3.0 3.72.0

1050 × 970 × 370
86

RMT5134SWE3 × 1

0.9（M-MB75）

144

20

冷：86，暖：86

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室内接続：φ6.35（P140，P160形：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160形：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160形：φ15.88），主管：φ15.88、室外接続：φ15.88（フレア）

40

60（40）

3.5

5.5 × 3本
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⑹　天吊形（FDEV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.08kW × 1台，P140形：0.11kW × 1台，P160形：0.12kW × 1台

　(6)  室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，P160形

         に設定され，上記の仕様で運転します。

　(7)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 
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置

運
転
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力
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特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDEV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：28，急：26 ，強：21，弱：16.5 P急：32，急：29 ，強：23，弱：17 P急：34，急：30 ，強：23，弱：18

65 80 90

0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4

アルミフィン＆銅チューブ式

250 × 1620 × 690

43

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B，RC-D4G

定格：3.88，中間：6.26

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.73

7.7

8.3

2.58
0.719（中温：0.591）

0.408
2.76（最小：0.525）

0.864

5.98

定格：4.06，中間：5.90

6.0

5.6

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：61，急：58，強：54，弱：50

P急：45，急：42，強：38，弱：34
P急：64，急：60，強：56，弱：51

P急：48，急：44，強：40，弱：35

P急：65，急：62，強：56，弱：52

P急：49，急：46，強：40，弱：36

定格：3.38，中間：5.72

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.70

10.9

10.7

 5（23）

3.70
0.997（中温：0.880）

0.437
3.61（最小：0.624）

1.14

6.39

定格：3.88，中間：5.53

5.6

5.1

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.92，中間：5.43

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

14.0

0.68

14.1

13.8

4.80
1.16（中温：0.988）

0.439
4.65（最小：0.715）

1.33

6.39

定格：3.44，中間：5.41

5.4

4.8

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

室内：FDEZP1605S   
室外：FDCVP1405HA

FDEV1405HA5S

室内：FDEZP1605S   
室外：FDCVP1125HA

FDEV1125HA5S

室内：FDEZP1605S   
室外：FDCVP1605HA

FDEV1605HA5S

φmmまたはmm2

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(7)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）［配管30m分封入済］

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

PFA004Z065 B
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 2台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用），および共用タイプ（P71，P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せでは

         それぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量（7）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDEV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：13，急：10 ，強：9，弱：7 P急：22，急：15 ，強：12.5，弱：10

30 55

0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2

アルミフィン＆銅チューブ式

210 × 1320 × 690

33

210 × 1070 × 690

28

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B，RC-D4G

定格：3.73，中間：5.66

4.5（中温：4.7）

3.1

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

12.5

0.90

8.0

9.0

2.68
0.795（中温：0.677）

0.410
2.98（最小：0.527）

0.921

6.14

定格：3.76，中間：5.54

5.6

5.2

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.1 ～ 11.2 ]

P急：60，急：51，強：49，弱：45

P急：47，急：38，強：36，弱：32
P急：63，急：52，強：49，弱：46

P急：50，急：39，強：36，弱：33

定格：3.67，中間：5.80

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.80

10.0

9.5

 5（23）

3.41
0.982（中温：0.881）

0.413
3.19（最小：0.582）

1.07

6.21

定格：4.39，中間：5.89

5.8

5.4

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.23，中間：5.34

6.3（中温：6.4）

3.5

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

13.8

0.74

12.8

11.4

4.33
1.18（中温：1.06）

0.469
3.84（最小：0.716）

1.27

6.13

定格：4.17，中間：5.67

5.4

5.1

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

室内：FDEZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

FDEV1405HPA5S

室内：FDEZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDEV1125HPA5S

室内：FDEZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

FDEV1605HPA5S

φmmまたはmm2

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970 × 370

86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 3台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　　　    ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(7)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDEV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：13，急：10 ，強：9，弱：7

0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B，RC-D4G

定格：3.20，中間：5.16

6.3（中温：6.4）

室内：FDEZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA    

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.22（中温：1.07）

3.97 （最小：0.686）

定格：4.03，中間：5.67

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：60，急：51，強：49，弱：45

P急：47，急：38，強：36，弱：32

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

冷：86，暖：86

冷：58，暖：59

210 × 1070 × 690

FDEV1605HTA5S

1050 × 970 × 370

86

30

30（30）

RMT5134SWE3 × 1

3.7

20

0.9（M-MB75）

144

5.5 × 3本

2.0

冷：72，暖：73

28

30

3.5

7.2

14.0

0.90

12.9

11.8

5（23）

4.37

0.452

1.27

6.46

5.4
5.0
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室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.05kW × 3台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　　　    ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(7)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDEV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

－（気化式加湿器取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，グリル昇降），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：13，急：10 ，強：9，弱：7

0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B，RC-D4G

定格：3.20，中間：5.16

6.3（中温：6.4）

室内：FDEZP565S × 3台
室外：FDCVP1605HA    

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.22（中温：1.07）

3.97 （最小：0.686）

定格：4.03，中間：5.67

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

P急：60，急：51，強：49，弱：45

P急：47，急：38，強：36，弱：32

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

冷：86，暖：86

冷：58，暖：59

210 × 1070 × 690

FDEV1605HTA5S

1050 × 970 × 370

86

30

30（30）

RMT5134SWE3 × 1

3.7

20

0.9（M-MB75）

144

5.5 × 3本

2.0

冷：72，暖：73

28

30

3.5

7.2

14.0

0.90

12.9

11.8

5（23）

4.37

0.452

1.27

6.46

5.4
5.0

3.3（R32）［配管30m分封入済］

⑺　天吊耐油形（FDESV）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

 
 

 

 
 

 
  

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IP20 ，室外：IPX4

1.55(届出不要)

高圧部：4.15，低圧部：2.26
　

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴× 個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(6)

1050×970×370
86

30

30（30）

2.0

RMT5134SWE3×1

3.0

軸流式（モータ直結）× 1
冷：86，暖：86

0.9（M-MB75）

144

6

20

5.5×3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2  

アルミフィン＆銅チューブ式

アルミ製オイルミストフィルタ

（2015）

（2006）

12.5［3.3～14.0］

5.7（中温：5.8）

3.3

14.0［3.6～18.3］（最小：3.6）

6.3

12.9/13.0

0.70

12.5/12.3

10.9/10.0

5（23）

4.26/4.16

1.18/1.20（中温：1.09/1.08）

0.654/0.660

3.65/3.35（最小：0.685/0.691）

1.18/1.16

5.84/5.41

冷：98/98，暖：97/97

定格：2.93/3.00，中間：4.83/4.75

定格：3.84/4.18，中間：5.34/5.43

4.8/4.8

4.8/4.9

　冷：急 64/67，弱 63/65，　暖：急 64/68，弱 63/65

冷：急 49/52，弱 46/48，　暖：急 49/53，弱 47/49

冷：70，　暖：72

　冷：58，　暖：59

69

RC-DX3A, RC-DX3B, RC-D4G

三相 200V 50/60Hz

295×1540×695

急：30/35，　弱：27/29

0

70×2

室内：FDESZVP1404B
室外：FDCVP1405HA

FDESV1405HA4B

前面（φ125mm スポットダクト×2か所，1m）〔品番SAD-10B（オプション）〕

新鮮空気取入（背面：φ150mm フレキシブルダクト×2か所）

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。なお，結露防止ヒータON時の値です。
　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。なお，結露防止ヒータON時の値です。
　(3) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(4) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(5) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.20/0.23kW × 1台
　(6) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

冷 

却 

装 

置

kW電　動　機　出　力

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル
パ ワ ー レ ベ ル

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDESV-HA〕

ℓ

（50/60Hz）

最　小　中　温

φ1.6 × 3 本（～70m）, 3.5 × 3 本（～105m）　

PFS000Z025 B
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6

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。なお，結露防止ヒータOFF時の値です。（出荷時未接続）
　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。なお，結露防止ヒータOFF時の値です。（出荷時未接続）
　(3) 相対湿度80%（露点温度23℃）以上の環境で使用する場合は，結露防止ヒータを接続してください。
　(4) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(5) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(6) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.20/0.23kW × 2台
　(7) 外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
　(8) 本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
　(9) ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
 (10) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(8)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

 
 

 

 
 

 

 
 

  

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IP20 ，室外：IPX4

1.77(届出不要)

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴× 個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）× 1

1050×970×370

30

30（30）

2.0

RMT5134SWE3×1

冷：86，暖：86

20

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CｎT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2  

アルミフィン＆銅チューブ式

アルミ製オイルミストフィルタ

（2015）

（2006）

14.0［5.7～16.0］

6.3（中温：6.4）

5.7

16.0［4.0～20.3］（最小：4.0）

7.2

14.0

0.92

12.4/12.2

11.0/10.9

5（23）

4.20/4.13

1.38/1.42（中温：1.20/1.23）

1.13/1.18

3.68/3.67（最小：0.817/0.845）

1.34/1.37

5.09/5.07

冷：98/98，暖：97/97

定格：3.33/3.39，中間：4.57/4.44

定格：4.35/4.36，中間：5.37/5.26

4.7/4.6

4.9/4.8

　冷：急 65/69，弱 63/65，　暖：急 66/69，弱 63/65

冷：急 50/54，弱 47/49，　暖：急 51/54，弱 48/49

冷：72，　暖：73

冷：58，　暖：59

66

RC-DX3A, RC-DX3B, RC-D4G

三相 200V 50/60Hz

急：30/35，　弱：27/29

0

70×2

室内：FDESZVP804B × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDESV1605HPA4B

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1 台）〔FDESV-HPA〕

295×1540×695

前面（φ125mm スポットダクト×2箇所，1m）〔品番SAD-10B（オプション）〕

新鮮空気取入（背面：φ150mm フレキシブルダクト×2箇所）

ℓ

kW電 動 機 出 力 ３.7

（50/60Hz）

86

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

144

(9)

5.5×3本

φ1.6 × 3 本（～70m）,　 3.5 × 3 本（～105m）

室内接続：φ9.52（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ15.88（フレア），分岐管：φ15.88，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は
         最小最大範囲幅を示します。なお，結露防止ヒータOFF時の値です。（出荷時未接続）
　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。なお，結露防止ヒータOFF時の値です。（出荷時未接続）
　(3) 相対湿度80%（露点温度23℃）以上の環境で使用する場合は，結露防止ヒータを接続してください。
　(4) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。
　(5) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，
         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。
　(6) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.20/0.23kW × 2台
　(7) 外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。
　(8) 本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。
　(9) ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）
 (10) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。
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冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外形寸法（高さ×幅×奥行）

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm

kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

　　

　　

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(8)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

 
 

 

 
 

 

 
 

  

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IP20 ，室外：IPX4

1.77(届出不要)

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP25の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴× 個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）× 1

1050×970×370

30

30（30）

2.0

RMT5134SWE3×1

冷：86，暖：86

20

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CｎT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2  

アルミフィン＆銅チューブ式

アルミ製オイルミストフィルタ

（2015）

（2006）

14.0［5.7～16.0］

6.3（中温：6.4）

5.7

16.0［4.0～20.3］（最小：4.0）

7.2

14.0

0.92

12.4/12.2

11.0/10.9

5（23）

4.20/4.13

1.38/1.42（中温：1.20/1.23）

1.13/1.18

3.68/3.67（最小：0.817/0.845）

1.34/1.37

5.09/5.07

冷：98/98，暖：97/97

定格：3.33/3.39，中間：4.57/4.44

定格：4.35/4.36，中間：5.37/5.26

4.7/4.6

4.9/4.8

　冷：急 65/69，弱 63/65，　暖：急 66/69，弱 63/65

冷：急 50/54，弱 47/49，　暖：急 51/54，弱 48/49

冷：72，　暖：73

冷：58，　暖：59

66

RC-DX3A, RC-DX3B, RC-D4G

三相 200V 50/60Hz

急：30/35，　弱：27/29

0

70×2

室内：FDESZVP804B × 2台
室外：FDCVP1605HA

FDESV1605HPA4B

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：2台，室外ユニット：1 台）〔FDESV-HPA〕

295×1540×695

前面（φ125mm スポットダクト×2箇所，1m）〔品番SAD-10B（オプション）〕

新鮮空気取入（背面：φ150mm フレキシブルダクト×2箇所）

ℓ

kW電 動 機 出 力 ３.7

（50/60Hz）

86

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

144

(9)

5.5×3本

φ1.6 × 3 本（～70m）,　 3.5 × 3 本（～105m）

室内接続：φ9.52（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ15.88（フレア），分岐管：φ15.88，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

φmmまたはmm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.06kW × 1台

　(6)  室内ユニットは共用タイプ（P71，P80，P112用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP112形に設定され，上記の仕様で運転

         します。

　(7)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDKV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3 本（～70m）, 3.5 × 3 本（～105m）　

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52  （フレア接続）

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(7)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）［配管30m分封入済］

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

P急：24，急：22 ，強：18，弱：16

0

横断流式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

室内：FDKZP1125S   
室外：FDCVP1125HA

冷：70，暖：71
冷：58，暖：58

P急：60，急：58，強：55，弱：51

P急：45，急：43，強：39，弱：35

定格：3.64，中間：6.21

4.5（中温：4.7）

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.725（中温：0.664）

3.50  （最小：0.574）

定格：3.20，中間：5.56

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

339 × 1197 × 262高さ×幅×奥行

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

RC-DX3A,  RC-DX3B

17

56

kW

冷：86，暖：86

FDKV1125HA5S

3.3

5.1

10.3

0.70

8.2

10.5

5（23）

2.75

0.429

0.918

3.90

5.5
5.1

1050 × 970 × 370
86

RMT5134SWE3 × 1

2.0

0.9（M-MB75）

20

144

5.5 × 3本

2.0

30（30）

30

外  形  寸  法

⑻　壁掛形（FDKV）
PHA001Z127 C
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.03kW × 2台，P140形，P160形：0.05kW × 2台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）および共用タイプ（P71，P80，P112用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。

         この組合せではそれぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量（7）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管
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風 
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置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 
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線

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：14，急：12，強：10，弱：8 P急：19，急：18，強：16，弱：14

5642

0

横断流式（モータ直結）×1

アルミフィン＆銅チューブ式

339 × 1197 × 262

17

290 × 870 × 230

11

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.66，中間：5.78

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

10.4

0.71

8.1

9.4

2.73
0.778（中温：0.648）

0.426
3.11（最小：0.518）

0.890

4.46

定格：3.60，中間：5.73

5.8

5.2

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32
P急：56，急：54，強：52，弱：49

P急：40，急：38，強：36，弱：33

定格：3.78，中間：6.03

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.75

9.8

10.1

 5（23）

3.31
0.946（中温：0.769）

0.387
3.39（最小：0.551）

1.09

6.07

定格：4.13，中間：5.78

6.2

5.4

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.18，中間：5.38

6.3（中温：6.4）

3.5

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

13.8

0.70

13.0

12.4

4.40
1.17（中温：0.961）

0.435
4.16（最小：0.637）

1.26

6.32

定格：3.85，中間：5.71

5.8

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1405HA        

FDKV1405HPA5S

室内：FDKZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDKV1125HPA5S

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1605HA       

FDKV1605HPA5S

φmm

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970× 370

86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

冷 

却 

装 

置

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：P112形：0.03kW × 2台，P140形，P160形：0.05kW × 2台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）および共用タイプ（P71，P80，P112用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。

         この組合せではそれぞれP56形，P71形，P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

室
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kW

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量（7）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 
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置

送
風
装
置
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管
寸
法
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特
　
　
性

冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P, CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：14，急：12，強：10，弱：8 P急：19，急：18，強：16，弱：14

5642

0

横断流式（モータ直結）×1

アルミフィン＆銅チューブ式

339 × 1197 × 262

17

290 × 870 × 230

11

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.66，中間：5.78

4.5（中温：4.7）

3.3

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

5.1

10.4

0.71

8.1

9.4

2.73
0.778（中温：0.648）

0.426
3.11（最小：0.518）

0.890

4.46

定格：3.60，中間：5.73

5.8

5.2

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

冷：72，暖：73
冷：58，暖：59冷：58，暖：59

冷：70，暖：71

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32
P急：56，急：54，強：52，弱：49

P急：40，急：38，強：36，弱：33

定格：3.78，中間：6.03

5.7（中温：5.8）

3.3

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

6.3

13.0

0.75

9.8

10.1

 5（23）

3.31
0.946（中温：0.769）

0.387
3.39（最小：0.551）

1.09

6.07

定格：4.13，中間：5.78

6.2

5.4

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：3.18，中間：5.38

6.3（中温：6.4）

3.5

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

7.2

13.8

0.70

13.0

12.4

4.40
1.17（中温：0.961）

0.435
4.16（最小：0.637）

1.26

6.32

定格：3.85，中間：5.71

5.8

5.0

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1405HA        

FDKV1405HPA5S

室内：FDKZP565S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

FDKV1125HPA5S

室内：FDKZP1125S × 2台
室外：FDCVP1605HA       

FDKV1605HPA5S

φmm

1.55（届出不要）1.22（届出不要） 1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

冷：86，暖：86

144

20

30

30（30）

2.0

3.3（R32）

0.9（M-MB75）

5.5 × 3本

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

1050 × 970× 370

86

3.02.0 3.7
RMT5134SWE3 × 1

冷 

却 

装 

置

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室内接続：φ6.35（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，  室外接続：φ9.52  （フレア）
室内接続：φ12.7（フレア），分岐管：φ12.7，主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）

室
　
　
外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

　　

注(1)  冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

         最小最大範囲幅を示します。

　(2)  通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3)  運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4)  運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

         表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.03kW × 3台

　(6)  外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット3台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7)  本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8)  トリプル機の分岐配管は，必ず下記を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

             ① 各室内ユニットまでの配管長差が3m未満 ：DIS-TA1G　　　　② 各室内ユニットまでの配管長差が3m以上 ：DIS-WA1Gを2セット

　(9)  室内ユニットは共用タイプ（P40，P45，P50，P56用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではP50形に設定され，上記の仕様で運転します。

 (10)  外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量(7)

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）トリプル形（室内ユニット：3台，室外ユニット：１台）〔FDKV-HTA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.77（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP16の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

0

横断流式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3A,  RC-DX3B

定格：3.24，中間：5.43

6.3（中温：6.4）

室内：FDKZP565S × 3台  
室外：FDCVP1605HA       

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.16（中温：0.984）

4.14 （最小：0.659）

定格：3.86，中間：5.76

14.0 [ 3.5 ～ 16.0 ]

290 × 870 × 230高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 －

冷：72，暖：73

P急：59，急：57，強：53，弱：47

P急：44，急：42，強：37，弱：32

冷：58，暖：59

P急：14，急：12，強：10，弱：8

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2

kW

FDKV1605HTA5S

3.5

7.2

13.8

0.73

12.7

12.3

5（23）

4.32

0.457

1.25

6.18

5.7
5.1

11

42

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

3.7

20

0.9（M-MB75）

144

30

30（30）

5.5 × 3本

2.0
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⑼　床置形（FDFV）

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

A

MPa

トン

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.21kW × 1台

　(6) 室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，

　　　P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

　(7) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDFV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52  （フレア接続）

5.5 × 3本

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(7)

軸流式（モータ直結）×1

0.9（M-MB75）

144

20

3.3（R32）［配管30m分封入済］

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P，CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，オートスイング），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：29，急：26 ，強：23，弱：19

0

49

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

1850 × 600 × 329

三相　200V　50/60Hz

定格：3.77，中間：5.17

4.5（中温：4.7）

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1405HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1605HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1125HA

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～  14.3 ]（最小：2.8）

0.870（中温：0.750）

2.77  （最小：0.580）

定格：4.04，中間：5.37

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：63，強：61，弱：56

P急：55，急：51，強：49，弱：44

定格：3.18，中間：5.14

5.7（中温：5.9）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.11（中温：0.980）

3.98 （最小：0.714）

定格：3.52，中間：5.21

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.48，中間：4.70

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.34 （中温：1.10）

4.96（最小：0.820）

定格：3.23，中間：5.18

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

冷：70，暖：71

2.0

冷：58，暖：59
冷：72，暖：73

3.0 3.7

冷：58，暖：59

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2

kW

mm2

mm2

FDFV1125HA5S FDFV1405HA5S FDFV1605HA5S

RC-DX3B（標準装備）

3.3 3.3 3.7

5.1 6.3 7.2

12.5 13.6 13.6

0.78 0.70 0.67

7.9 11.6 16.6

8.3 11.8 14.8

5（23）

2.65 3.93 5.65

0.475 0.475 0.520

0.950 1.21 1.39

5.72 6.26 6.26

5.3 5.1 4.9

5.1 4.8 4.5
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30（30）
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PGA000Z825 B
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⑼　床置形（FDFV）

運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

A

MPa

トン

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.21kW × 1台

　(6) 室内ユニットは共用タイプ（P112，P140，P160用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP112形，P140形，

　　　P160形に設定され，上記の仕様で運転します。

　(7) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷      媒      封      入      量

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷  媒  配  管

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 

装 

置

運
転
音

能
　  

力

運
　
　
転
　
　
特
　
　
性

室
　
　
内
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト

冷暖房兼用機（ヒータレス形）〔FDFV-HA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個
φ15.88（フレア接続）

φ9.52  （フレア接続）

5.5 × 3本

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(7)

軸流式（モータ直結）×1

0.9（M-MB75）

144

20

3.3（R32）［配管30m分封入済］

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P，CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，オートスイング），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：29，急：26 ，強：23，弱：19

0

49

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

1850 × 600 × 329

三相　200V　50/60Hz

定格：3.77，中間：5.17

4.5（中温：4.7）

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1405HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1605HA

室内：FDFZP1605S    
室外：FDCVP1125HA

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～  14.3 ]（最小：2.8）

0.870（中温：0.750）

2.77  （最小：0.580）

定格：4.04，中間：5.37

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：66，急：63，強：61，弱：56

P急：55，急：51，強：49，弱：44

定格：3.18，中間：5.14

5.7（中温：5.9）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.11（中温：0.980）

3.98 （最小：0.714）

定格：3.52，中間：5.21

12.5 [ 3.3 ～ 14.0 ]

定格：2.48，中間：4.70

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.34 （中温：1.10）

4.96（最小：0.820）

定格：3.23，中間：5.18

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

冷：70，暖：71

2.0

冷：58，暖：59
冷：72，暖：73

3.0 3.7

冷：58，暖：59

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2

kW

mm2

mm2

FDFV1125HA5S FDFV1405HA5S FDFV1605HA5S

RC-DX3B（標準装備）

3.3 3.3 3.7

5.1 6.3 7.2

12.5 13.6 13.6

0.78 0.70 0.67

7.9 11.6 16.6

8.3 11.8 14.8

5（23）

2.65 3.93 5.65

0.475 0.475 0.520

0.950 1.21 1.39

5.72 6.26 6.26

5.3 5.1 4.9

5.1 4.8 4.5
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2.0

30

30（30）

室
　
　
外
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ニ
　
　
ッ
　
　
ト
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外
　
　
ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
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運  転  電  流
冷　　　　　房

暖　　　　　房

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

パ ワ ー レ ベ ル

音 圧 レ ベ ル

始 動 電 流 （ 最 大 電 流 ）

力                                    率

通 年 エ ネ ル ギ ー
消     費     効     率

室内ユニット

室外ユニット

外  形  寸  法
製          品          質          量

空     気     熱     交     換     器

新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材

製            品            質            量

ク  ラ  ン  ク  ケ  ー  ス  ヒ  ー  タ

低 外 気 温 時 冷 房 運 転 制 御 機 能

除                                        霜

防     振 ・ 防     音     装     置

外 形 寸 法

排                 水                 口

電   源   配   線   サ   イ   ズ

漏電しゃ断器（高調波対応品）

開閉器容量（ヒューズ容量）

ア   ー   ス   線   サ   イ   ズ

室 内 外 ユ ニ ッ ト 接 続 配 線

設            計            圧            力

法      定      冷      凍      能      力

  I         P          コ         ー         ド

保            護            装            置

形     式     ・     台     数

風                              量

機 外 静 圧（標 準 風 量 時）

エ    ア    フ    ィ    ル    タ

セット形式

形式
項　目

電　　　　　　　　　　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

kW

A

kW

％

dB(A)

mm
kg

m3/min

m3/min

Pa

W

mm

kg

kg

ℓ

W

W

mm

mm2

mm2

A

MPa

トン

注(1) 冷房・暖房能力，通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は，適正冷媒量において日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件により運転した値です。[　～　]は

　　　最小最大範囲幅を示します。

　(2) 通年エネルギー消費効率（2006）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）条件により運転した数値です。

　(3) 運転音（パワーレベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2015）に基づいた音響パワーレベルの数値です。

　(4) 運転音（音圧レベル）は日本工業規格（JIS B 8616：2006）に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け，

　　　表示値より大きくなるのが普通です。なお，室外ユニットは本体前方1m，高さ1mにて測定した値です。

　(5) BEST計算用　室内送風機消費電力：0.06kW × 2台

　(6) 外形寸法・製品質量・送風装置・運転音・補助電熱器の項目はユニット1台分の仕様を示し，その他の項目は記載の室内ユニット2台と室外ユニットの組合せの仕様を示します。

　(7) 本組合せでは主管配管長30m相当分までは冷媒追加チャージ不要です。

　(8) ツイン機の分岐配管は，必ず分岐管セットDIS-WA1G（別売品）を使用して接続してください。（詳細は68ページをご覧ください。）

　(9) 室内ユニットは共用タイプ（P50，P63用）および共用タイプ（P80用）で，室外ユニットを接続すると機種容量が自動設定されます。この組合せではそれぞれP63形，P80形，

　　　P80形に設定され，上記の仕様で運転します。

(10) 外気温度が-5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタおよび防雪フード（別売）を取付けてください。

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ

冷  房  能  力

暖  房  能  力

定               格

中               間

最　小　中　温
定   格   標   準

中               間

最　大   低   温

(1)

(1)

 

消 費 電 力

冷房

暖房

定      格

中      間

最小中温

定格標準

中      間

最大低温

エ   ネ   ル   ギ   ー

消     費     効     率

冷      房

暖      房

（2015）

（2006）

加                 湿                器

電動機 定    格    出    力

高さ×幅×奥行

空    気    熱    交    換    器

冷      媒      制      御      器

冷     媒     封     入     量（7）

冷   凍   機   油   封   入   量

形           式 ・ 台           数

風                                  量

圧 縮 機
形     式 ・ 台     数

電   動   機   出   力

電 動 機 定    格    出    力

冷 媒 配 管(8)

（外　　　径）

液               管

ガ      ス      管

送 

風 

装 

置

送
風
装
置

配
管
寸
法

電 

気 

配 

線

冷 

却 
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置

運
転
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能
　  

力
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性
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冷暖房兼用機（ヒータレス形）ツイン形（室内ユニット：２台，室外ユニット：１台）〔FDFV-HPA〕

冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護
室内：IPXO ，室外：IPX4

1.55（届出不要） 1.77（届出不要）1.22（届出不要）

高圧部：4.15，低圧部：2.26

〔室内〕VP20の排水管の接続可能〔室外〕内径φ20mmの排水穴×6個

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

室外送風用電動機制御および圧縮機制御により外気温度－15℃～50℃で冷房運転可能(10)

軸流式（モータ直結）×1

3.3（R32）

47

電子膨張弁

アルミフィン＆銅チューブ式

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付
－（気化式加湿器取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CnT：6P，CnTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，オートスイング），室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

P急：18，急：15 ，強：13，弱：12 P急：18，急：16 ，強：14，弱：12

0

157

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

アルミフィン＆銅チューブ式

1850 × 600 × 329

三相　200V　50/60Hz

RC-DX3B（標準装備）

定格：3.95，中間：5.56

4.5（中温：4.7）

室内：FDFZP805S × 2台
室外：FDCVP1405HA     

室内：FDFZP805S × 2台
室外：FDCVP1605HA     

室内：FDFZP635S × 2台
室外：FDCVP1125HA     

冷：97，暖：96

11.2 [ 2.8 ～ 14.3 ]（最小：2.8）

0.810（中温：0.670）

2.64  （最小：0.540）

定格：4.24，中間：5.54

冷：70，暖：72
冷：58，暖：59

10.0 [ 3.3 ～ 11.2 ]

P急：54，急：51，強：48，弱：46

P急：42，急：37，強：34，弱：32
P急：54，急：52，強：49，弱：47

P急：42，急：39，強：35，弱：33

定格：3.45，中間：5.43

5.7（中温：5.9）

冷：98，暖：97

14.0 [ 3.6 ～ 18.3 ]（最小：3.6）

1.05（中温：0.905）

3.82  （最小：0.710）

定格：3.66，中間：5.43

12.5 [ 3.4 ～ 14.0 ]

定格：3.09，中間：5.25

6.3（中温：6.4）

冷：98，暖：97

16.0 [ 4.0 ～ 20.3 ]（最小：4.0）

1.20（中温：1.06）

4.72  （最小：0.780）

定格：3.39，中間：5.29

14.0 [ 3.7 ～ 16.0 ]

高さ×幅×奥行

不可能

プラスチックネット（洗浄可能）

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口 不可能

冷：70，暖：71

46

冷：58，暖：59
冷：72，暖：73
冷：58，暖：59

kW

冷：86，暖：86

φmmまたはmm2 φ1.6 × 3本（～70m），3.5 × 3本（～105m）

FDFV1125HPA5S FDFV1405HPA5S FDFV1605HPA5S

3.3 3.4 3.7

5.1 6.3 7.2

12.5 13.8 13.8

0.78 0.70 0.70

7.5 10.7 13.3

7.9 11.4 14.0

5（23）

2.53 3.62 4.53

0.450 0.450 0.510

0.920 1.16 1.36

5.54 6.13 6.13

5.7 5.4 5.1

5.3 5.0 4.8

0.9（M-MB75）

144

20

1050 × 970 × 370

86

RMT5134SWE3 × 1

2.0 3.0 3.7

5.5 × 3本

2.0

30

30（30）

室内接続：φ6.35（P140，P160：φ9.52）（フレア），分岐管：φ9.52，主管：φ9.52，室外接続：φ9.52（フレア）
室内接続：φ12.7（P140，P160：φ15.88）（フレア），分岐管：φ12.7（P140，P160：φ15.88），主管：φ15.88，室外接続：φ15.88（フレア）
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2. 使用範囲
シングル機室外ユニット形式

項　目

P1125
P1405
P1605

P1125
P1405
P1605

P1605

室 内 吸 込 空 気 温 度

室 外 吸 込 空 気 温 度

冷 房 時
暖 房 時
冷 房 時
暖 房 時

適 用 地 域

設 置 場 所

室 内 ユ ニ ッ ト 雰 囲 気 温・湿 度 ⑵

ツイン機 トリプル機

30m 以下
（室外ユニットが下の場合：15m 以下）

— 10m 以下
— 0.5m 以下

7 分以上（停止〜停止／始動〜始動）
3 分以上

定格電圧 200V ± 10％以内
定格電圧 200V の 15％

3％以内
電源電圧

圧縮機の
発停頻度

1 サ イ ク ル 時 間
停 止 時 間
電 圧 変 動
始 動 時 の 電 圧 降 下
相 間 ア ン バ ラ ン ス

80m 以下

詳細は使用温度範囲（次ページ）をご覧ください。

ヒートポンプ機（暖房運転を考慮して）日最低気温が 12 〜 3 月の冬期 4 か月間の
平均値で 0℃ DB 以上であって降雪の多くない地域。降雪地域では，防雪フード

（オプション）を組付け使用してください。
外形図に据付スペースに関する制限を記載しております。
室内ユニットの据付は，床面から 2.5m 以上としてください。（除く FDK）

露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下（除く FDE）
露点温度 23℃以下，相対湿度 80％以下（FDE の場合）

送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDU のみ）
必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDU のみ）
相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm 以上の断熱が必要になります。
相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm 以上の断熱が必要になります。

風 量 ・ 静 圧
エ ア フ ィ ル タ
冷 媒 配 管 の 断 熱
ド レ ン 配 管 の 断 熱
冷 媒 配 管 の 片 道 配 管 長（ 実 長 ）⑶ ⑷

室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ の 差

第 1 分岐後の室内ユニット間の配管長さの差
室 内 ユ ニ ッ ト の 高 さ の 差

注⑴　次のような場所への設置は行わないでください。
　　　・調理場や機械工場など，油の飛沫や油煙，蒸気・湿気の立ち込める場所。
　　　・可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
　　　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留するところ。
　　　・海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
　　　・化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用するところ。
　　　・電磁波・高周波の発生する機器の近く。
　　　・カーボン繊維や金属分・粉およびパウダー等が浮遊する場所。
　　　・煙突の煙がかかる場所。
　　　・標高 1000m 以上の場所。
　　　・洗たく室等 水が掛かる場所。
　　　　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
　　　・�ツイン，トリプル仕様の場合，同じ室外ユニットに接続されている室内ユニットは，間仕切りのない同一の部屋に設置し，空調負荷が同一

となる条件で使用してください。
　　　・車両・船舶等移動するものへの設置。
　　　・積雪の多い所。
　　　・ワイヤレス仕様で使れわる場合，受信部に影響のある光線が飛び交うところ。
　　　・お掃除ラクリーナパネル仕様で使われる場合，温度制御が重要なところ。
　　　　エアコン運転中に清掃運転を開始すると，風量 Lo・風向制御停止となります。
　　　　24 時間運転等のところでは，自動清掃（約 1 時間）運転状態（能力低下）が変わります。
　⑵　雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10 以上）を追加してください。
　⑶　 ツイン，トリプルの片道長さの詳細については 53 ページをご覧ください。
　⑷　 片道配管長の下限は，3m 以上としてください。
　⑸　冷媒 R32 には，わずかながら燃焼性があります。そのため，半地下や狭小部など換気の悪い場所で室外ユニットを設置・修理・移設する際の

作業時は，冷媒漏えいセンサを携行してください。冷媒が漏えいした場合は，窒息や着火の原因となる恐れがあります。
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PCA001Z834

■使用温度範囲

・冷房運転

・暖房運転

■ ユニットの風量を妨げる様な場所，室外ユニットに強風・他のユニット吹出風が当たる場所に設置された場合，冷房・暖房能力の

    減少，制御により連続運転をしない範囲が発生します。

冷房使用範囲

暖房使用範囲

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

（℃DB）

10 12 14 16 18 20 22 24 26

室内湿球温度（℃WB）

5

10

15

20

25

30

35

（℃DB）

-25 -20 -5 0 5 2520

室外湿球温度（℃WB）

■配管長と最小床面積の関係

0

5

10

15

20

25

30

35

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

最
小

床
面

積
[m

2
]

配管長 [m]

配管長 冷媒量 最小床面積

m kg m2

7.5 3.30 12.0

30 3.30 12.0

35 3.57 13.8

40 3.84 15.6

45 4.11 17.4

50 4.38 19.2

55 4.65 21.0

60 4.92 22.8

65 5.19 24.6

70 5.46 26.4

75 5.73 28.2

80 6.00 30.0

配管長ごとに規定している室内の最小床面積を下回るスペースへの設置はできません。
※ 下表の冷媒量は 1m あたりの追加チャージ量 0.054［kg］で封入した場合を示します。
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●
記

号
説

明

3. 外 形 図
⑴　室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

⑵　室外ユニット

PCA001Z833
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4. 塗 装 色
⑴　室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

⑵　室外ユニット

FDCVP1125HA, 1405HA, 1605HA

外板一式

スタッコホワイト

（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）
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消
費
電
力
補
正
係
数

　　　(1) 冷房
　　　　　　(a)   室内・外温度条件による能力補正

　　　　　　(b)  室内・外温度条件による消費電力補正

0.0

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

0.0

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

室内湿球温度24℃WB

室内湿球温度19℃WB

室内湿球温度17℃WB

室内湿球温度15℃WB

室内湿球温度12℃WB

室内湿球温度24℃WB

室内湿球温度19℃WB

室内湿球温度17℃WB

室内湿球温度15℃WB

室内湿球温度12℃WB

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

室外乾球温度 (℃DB)

5. 能力特性
 仕様の能力値はJIS B 8616条件による値です。実際の能力は下式により求めてください。
（なお，暖房能力は，補助ヒータを含まないヒートポンプのみの値です。）

実際の
ユニット能力

＝ 定格能力 × × ×
配管相当長による
補正係数

室内･外高低差による
補正係数

風量変更時の
補正係数

ご注意：外気温度が－5℃以下で冷房運転する場合は，できるだけ室外ユニットは自然風の影響を受けない設置状態とし
            てください。風が当たると，低圧圧力の低下により圧縮機の停止頻度が多くなり，能力が更に低下しユニットの
            故障原因となります。
            

能 力 特 性

温度条件による
補正係数

×

2)  室内・外温度条件による消費電力補正 

消
費
電
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

(a)  P405〜P635

(1)  エクシードハイパーシリーズ

       ( i )  冷房

           1)   室内・外温度条件による能力補正 

能
力
補
正
係
数

室外乾球温度 (℃DB)

0.5

0

0

1.0

1.5

-20 -10 0 10 20 30 40 50

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 24℃WB
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室内乾球温度 (℃DB)

室内乾球温度 (℃DB)

　　　(2) 暖房

　　　　　　(a) 定格暖房標準条件の定格暖房能力を基準
( i ) 室内・外温度条件による能力補正

( ii ) 室内・外温度条件による消費電力補正

(P1125～P1605）

0.0

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

5 10 15 20 25 30 35

室外湿球温度18℃WB室外湿球温度10℃WB

室外湿球温度6℃WB

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度18℃WB

室外湿球温度10℃WB

室外湿球温度6℃WB

(P1125～P1605）
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能
力
補
正
係
数

室内乾球温度 (℃DB)

室内乾球温度 (℃DB)

能
力
補
正
係
数

5 10 15 20 25 30 35

5 10 15 20 25 30 35

　　　　　　(b) 最大暖房低温条件の最大暖房低温能力を基準

( i ) 室内・外温度条件による能力補正

（P1125）

（P1405）

0.0

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

0.0

0.5

1.0

1.5

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -18℃WB
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消
費
電
力
補
正
係
数

（P1605）

( ii ) 室内・外温度条件による消費電力補正

（P1125～P1605）

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

室外湿球温度1℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 -18℃WB

室内乾球温度 (℃DB)

能
力
補
正
係
数

5 10 15 20 25 30 35
0.0

0.5

1.0

1.5

室内乾球温度 (℃DB)

5 10 15 20 25 30 35
0.0

0.5

1.0

1.5
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60.11

44.01

58.9

26.01

20.01

97.01

91.01

59.01

43.01

21.11

94.01

℃DB ℃WB

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB ℃DB 16℃DB 18℃DB 20℃DB 22℃DB 24℃DB

℃DB TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC -19.8 -20 8.18 8.04 7.91 7.77 7.63

71.823.874.806.847.881-7.71-02.602.629.529.546.546.505.505.553.553.511
17.878.820.961.903.961-7.51-98.860.2120.934.1145.808.0195.894.0156.812.0131
52.914.985.927.968.941-5.31-51.928.2192.951.2197.874.1148.831.1198.828.0151

21-5.11-01.927.2132.940.2167.873.1118.840.1168.837.0171
01-5.9-70.916.2102.949.1127.872.1177.849.0128.836.0191

52.1144.1116.1187.118-5.7-40.915.2171.948.1196.881.1147.848.0197.845.0112
86.1188.1180.2162.2144.216-5.5-10.904.2141.947.1156.880.1107.857.0147.854.0132
80.2182.2194.2176.2168.214-0.3-57.846.1168.889.0194.856.0145.853.0195.850.0191.867.952
74.2186.2198.2190.3192.312-0.1-40.905.1165.858.0106.825.0166.822.0141.846.972
78.2180.3103.3105.3117.3100.100.953.1115.817.0165.893.0116.801.0190.825.992
70.3182.3105.3117.3129.3110.259.812.1174.885.0115.862.0145.879.930.804.913
72.3194.3107.3129.3141.4120.398.870.1104.844.0154.831.0105.848.989.782.990.848.833
28.1179.1121.2132.2143.2140.558.839.0163.813.0104.800.0154.827.939.751.979.795.853
12.2163.2105.2195.2176.2160.787.896.0182.870.0123.867.943.874.918.709.838.743.873
16.2147.2188.2149.2110.3180.9

00.3131.3172.3103.3143.31015.1175.822.0190.895.931.872.961.889.885.704.826.758.714
35.3146.3157.3118.3178.31215.3105.899.999.753.920.820.950.837.884.751.815.706.734

15.5 14 14.41 14.32 14.23 14.14 14.06

16.5 16 14.94 14.85 14.72 14.65 14.58

室内吸込温度

℃DB

最
大

暖
房

低
温

条
件

を
基

準
定
格
暖
房
標
準

条
件
を
基
準

外気温度

室内吸込温度
外気温度

冷房 (kW) 暖房 (kW)

46.864.0171.838.912.815.952.822.986.756.827.790.893

参考　能力特性表

Bypass Factor 0.152
室内風量 36 (m3/min)
冷房定格能力　　10.0(kW) 暖房定格能力　　12.5(kW) 最大暖房低温能力　　13.5(kW)
冷房定格顕熱比 0.84

記事(1) 冷房および暖房能力は，定格能力時の圧縮機回転数で固定した条件での計算値です。
　         ただし，制御により圧縮機回転数が変化する場合は，その能力変化を考慮しています。
　　(2) 運転条件
　　　   配管長：7.5m      室内外ユニット高低差：0m
　　(3) 記号説明
            TC  ：冷房能力 (kW)
　　　　SHC：顕熱能力 (kW)

形式  FDTV1125HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1125HA ）

形式  FDTV1405HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1405HA ）
Bypass Factor                      0.155

室内風量 36 (m3/min)

冷房定格能力　　12.5(kW) 暖房定格能力　　14.0(kW) 最大暖房低温能力　　14.5(kW)

冷房定格顕熱比 0.75

TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC

冷房 (kW) 暖房 (kW)

16℃DB 18℃DB ℃DB 22℃DB 24℃DB

℃DB

11

31

51

71

91

12

52

72

86.8

12.9

57.9

43.01

49.01

85.11

12.21

37.21

52.31

77.31

30.41

92.41

32.31

86.31

21.41

65.41

51.51

38.8

83.9

29.9

25.01

21.11

28.11

25.21

20.31

25.31

20.41

72.41

25.41

04.31

48.31

72.41

17.41

82.51

89.8

45.9

90.01

96.01

03.11

60.21

28.21

03.31

87.31

62.41

05.41

47.41

75.31

00.41

34.41

68.41

04.51

21.9

86.9

42.01

58.01

64.11

91.21

19.21

34.31

59.31

74.41

27.41

89.41

07.31

01.41

05.41

09.41

74.51

62.9

28.9

83.01

10.11

36.11

13.21

00.31

65.31

11.41

76.41

59.41

32.51

28.31

91.41

75.41

49.41

45.51

室内吸込温度

℃DB

最
大
暖
房
低
温

条
件
を
基
準

定
格

暖
房

標
準

条
件

を
基

準

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB

外気温度

室内吸込温度
外気温度

13

33

53

73

93

14

31.9

99.8

38.8

86.8

35.8

83.8

40.11

47.01

34.01

21.01

18.9

05.934

92.9

12.9

70.9

00.9

29.8

97.8

56.8

05.8

63.8

51.9

02.21

50.21

57.11

06.11

44.11

31.11

28.01

05.01

91.01

09.1192

45.7

88.9

02.01

61.01

21.01

80.01

07.9

20.01

1

57.7

70.5

30.6

09.5

77.5

36.5

55.4

05.5

1

1

1

1

1

1

04.7

30.01

63.01

23.01

82.01

42.01

38.9

80.01

59.9

78.9

18.9

07.9

95.9

05.9

83.9

00.01

81.01

04.7

92.41

81.51

60.51

39.41

08.41

27.31

73.41

20.41

48.31

66.31

73.31

70.31

87.21

84.21

91.41

86.41

50.7

95.9

39.9

88.9

28.9

87.9

15.9

16.9

84.9

63.9

03.9

02.9

90.9

99.8

78.8

45.9

37.9

50.7

05.31

43.41

22.41

90.41

79.31

13.31

65.31

22.31

50.31

98.21

95.21

82.21

89.11

86.11

93.31

58.31

88.6

36.9

89.9

29.9

88.9

38.9

75.9

56.9

35.9

24.9

63.9

52.9

41.9

10.9

09.8

95.9

77.9

88.6

11.31

29.31

97.31

76.31

55.31

49.21

51.31

38.21

66.21

05.21

02.21

98.11

95.11

82.11

99.21

34.31

96.6

07.9

50.01

99.9

49.9

88.9

36.9

17.9

75.9

84.9

24.9

03.9

81.9

50.9

19.8

56.9

38.9

96.6

67.21

35.31

14.31

92.31

81.31

75.21

87.21

64.21

03.21

41.21

48.11

35.11

22.11

19.01

26.21

60.3132

20

8.70 8.57 8.43 8.29 8.15

16.14 16.04 15.94 15.84 15.74

7.71-

7.51-

5.31-

5.11-

5.9-

5.7-

5.5-

0.3-

0.1-

0.1

0.2

0.3

0.5

0.7

0.9

5.11

5.31

-19.8

15.5

16.5

-20

81-

61-

41-

21-

01-

8-

6-

4-

2-

0

1

2

4

6

8

01

21

14

16 16.74 16.64 16.48 16.41 16.33

℃WB
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14.9(kW)16.0(kW)

形式  FDTV1605HA5S （室内ユニット：FDTZP1605S, 室外ユニット：FDCVP1605HA ）

記事(1) 冷房および暖房能力は，定格能力時の圧縮機回転数で固定した条件での計算値です。
　         ただし，制御により圧縮機回転数が変化する場合は，その能力変化を考慮しています。
　　(2) 運転条件
　　　   配管長：7.5m      室内外ユニット高低差：0m
　　(3) 記号説明
            TC  ：冷房能力 (kW)
　　　　SHC：顕熱能力 (kW)

Bypass Factor                       0.17
室内風量

冷房定格能力　　 暖房定格能力　　 最大暖房低温能力　　
冷房定格顕熱比

36 (m3/min)

14.0(kW)
0.71

冷房 (kW) 暖房 (kW)

℃DB
℃DB

78.87.71-11

54.97.51-31

30.015.31-51

76.015.11-71

13.115.9-91

50.215.7-12

87.215.5-32

23.310.3-

57.7

93.01

38.01

87.01

27.01

76.01

16.01

22.01

86.8

88.61

59.71

08.71

66.71

15.71

63.71

92.6152

68.310.1-72
93.410.192

66.410.213
39.410.333

23.510.553

28.510.773

13.610.993

18.615.1114

64.715.31

68.7

26.01

30.11

69.01

98.01

58.01

87.01

63.01

56.01

35.01

74.01

04.01

43.01

22.01

90.01

79.9

48.9

92.8

00.61

10.71

68.61

27.61

85.61

44.61

73.51

90.61

09.51

07.51

05.51

03.51

79.41

46.41

13.41

89.31

73.7

81.01

95.01

25.01

34.01

83.01

43.01

90.01

02.01

31.01

50.01

79.9

09.9

67.9

16.9

74.9

03.9

09.7

21.51

60.61

29.51

87.51

56.51

15.51

19.41

81.51

00.51

18.41

26.41

34.41

01.41

67.31

24.31

80.31

24.7

42.01

56.01

55.01

05.01

54.01

04.01

61.01

62.01

81.01

11.01

30.01

49.9

08.9

66.9

15.9

43.9

07.7

86.41

85.51

54.51

23.51

81.51

50.51

94.41

37.41

55.41

63.41

81.41

00.41

66.31

23.31

89.21

36.21

64.7

23.01

17.01

26.01

75.01

25.01

74.01

22.01

33.01

42.01

61.01

90.01

00.01

58.9

07.9

65.9

73.9

94.7

92.41

51.51

20.51

98.41

67.41

26.41

70.41

13.41

41.41

69.31

87.31

06.31

62.31

19.21

75.21

22.21

29.9

48.9

57.9

76.9

95.9

15.9

33.9

81.9

20.9

48.8

76.31

05.31

33.31

61.31

99.21

28.21

64.21

11.21

67.11

14.11

37.9

45.9

93.9

22.9

30.9

68.8

73.21

20.21

86.11

33.11

99.01

46.0134
定
格
暖
房
標
準

条
件
を
基
準

室内吸込温度室内吸込温度

外気温度 ℃DB
外気温度

最
大

暖
房

低
温

条
件

を
基

準

21℃DB 23℃DB 26℃DB 27℃DB 28℃DB 31℃DB 33℃DB

24℃DB22℃DB20℃DB19℃DB18℃DB16℃DB14℃DB

TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC TC SHC

16℃DB 18℃DB 20℃DB 22℃DB 24℃DB℃WB
-19.8 8.29

15.5 18.11

16.5

81-

61-

41-

21-

01-

8-

6-

4-

2-

0

1

2

4

6

8

01

21

-20

14

16

03.9

09.9

05.01

61.11

28.11

45.21

72.31

78.31

64.41

60.51

63.51

66.51

08.51

22.61

56.61

70.71

67.71

8.70

18.44

19.13

61.9

67.9

53.01

00.11

56.11

24.21

81.31

47.31

92.41

58.41

31.51

14.51

56.51

11.61

75.61

30.71

86.71

8.57

18.33

19.01

20.9

16.9

02.01

58.01

94.11

92.21

90.31

06.31

21.41

46.41

09.41

61.51

15.51

00.61

94.61

89.61

06.71

8.43

18.22

18.84 18.75

27.8

92.9

68.9

94.01

31.11

08.11

84.21

40.31

95.31

41.41

24.41

07.41

21.51

36.51

41.61

46.61

23.71

8.15

17.99

18.67
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(3) 配管距離･室内･外ユニット高低差による能力補正
     冷媒配管長（室内･室外ユニット間の片道長）および室内･室外ユニット高低差により，冷房・暖房能力の補正が必要です。
    ( a ) 配管相当長による能力補正係数
          室内･外ユニット間の高低差0mの場合の配管相当長対応の補正係数は下表のとおりです。
    

項目

冷    房

7.5

1

P1605

10

1

0.994

15

1

0.981

20

1

0.970

25

1

0.959

30

0.998

0.947

35

0.998

0.926

40

0.993

0.916

45

0.993

0.907

50

0.988

0.897

55

0.988

0.888

項目

冷    房

60

0.983

P1405

P1405

P1605 0.879

65

0.983

0.871

70

0.978

0.861

75

0.978

0.852

80

0.973

0.843

85

0.973

0.000

0.869 0.000

注(1)   相当長は下記の式により計算してください。
           ただし相当長としてそれぞれの形式の配管距離制限長さ（実長）＋5m以内となるよう設置してください。 

相当長(m)(1)

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

相当長(m)(1)

暖    房    (    全    形    式    共    通    )

0.995 0.985 0.975 0.965 0.956 0.938 0.929 0.921 0.913 0.905

P1125 0.996 0.989 0.983 0.976 0.969

0.937

0.947

0.963 0.958 0.951 0.945 0.939 0.934

0.898 0.890 0.883 0.876

P1125 0.906 0.0000.928 0.922 0.917 0.912

φ15.88

0.25

●相当長＝実長＋（ベンドの相当長×途中配管のベンド数）
   ベンド1個当りの相当長
ガス配管径(ｍｍ)

ベンドの相当長 

   ( b ) 室内･外ユニット高低差による能力補正係数
      冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上，の場合のみ補正してください。

室 内 ・ 室 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ 方 向 の 差 （ ｍ ）
補           正           係           数  

5
0.99

30(15)

P1125～P1605

80

10
0.98

15
0.97

20
0.96

25
0.95

30
0.94

■配管距離の制限値

最大片道長さ(実長)(１) (ｍ)

高  さ  方  向 (２)  (ｍ)

注(1)　表中の数値は室内，室外ユニット間の配管片道長さを示します。
注(2)　(　)は室外ユニットが室内ユニットよりも下にある場合を示します。

項目

形式

 (4) 風量変更時の能力補正係数

風            量

能力補正係数

P急

1.00

弱

0.95

冷暖房能力算出方法

●例１…暖房
      形式：FDTV1405HA5S，風量：P急，
      室外湿球温度：1℃ＷＢ，室内乾球温度：23℃ＤＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：10ｍ
                                                  (室外ユニットが上)

●例2…冷房
      形式：FDTV1405HA5S，風量：P急，
      室外乾球温度：32℃DＢ，室内湿球温度：19℃WＢ
      配管距離相当長：30ｍ
      室内，室外ユニットの高さ方向の差：5ｍ
                                                  (室外ユニットが下)

この場合の暖房能力：

14.5 × 0.97 ×  0.998 × 0.98 × 1.0 ≒ 13.7kW

FDTV1405HA5S
最大暖房低温能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
10m

この場合の冷房能力：

12.5 × 1.02 ×  0.947 × 0.99 × 1.0 ≒ 11.9kW

FDTV1405HA5S
定格冷房能力

風量
P急

温度条件に
よる補正

相当長
30m

高低差
5m
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（ 　　　　　　　　　　　　　　 ）

運転音は，JIS規格に準拠し，反響の少ない無響室にて測定した値です。実際に据付けた場合は，

周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくなるのが普通です。

測定条件：JIS B 8616
マイク位置：本体前方1m・高さ1m

6. 運 転 音

⑴　室内ユニット
技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

⑵　室外ユニット

FDCVP1125HA
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ベ
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7. 電 気 配 線 図
⑴　室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。
⑵　室外ユニット

PCA001Z835

名
  称

記
 号

圧
縮
用
電
動
機

補
助
継
電
器（

CH
用
）

送
風
用
電
動
機

高
圧
圧
力
開
閉
器（
保
護
）

Th
o-

A

20
S

63
H1

52
X1

CH CM FM
o

吸
込
温
度
セン
サ（
外
温
）

四
方
切
換
電
磁
弁

クラ
ンク
ケ
ース
ヒー
タ

LE
D2

LE
D1

表
示
灯（
赤
ー
点
検
表
示
）

表
示
灯（
緑
ー
マイ
コン
正
常
表
示
）

Cn
A～

Z

F1
,2

コ
ネク
タ

ヒュ
ーズ

Th
o-

R1
,2

Th
o-

D

Th
o-

S

TBPS
L

CT

吸
入
管
温
度
セン
サ

低
圧
セン
サ

電
流
セン
サ

端
子
台

吐
出
管
温
度
セン
サ

熱
交
温
度
セン
サ

DM
ダイ
オ
ード
モ
ジュ
ー
ル

電
子
膨
張
弁（
冷
房
用
）

EE
VC

電
子
膨
張
弁（
暖
房
用
）

EE
VH

SV
2

電
磁
弁（
配
管
洗
浄
用
）

補
助
継
電
器（

20
S用
）

52
X3

L
直
流リ
アク
トル

C
電
解
コン
デン
サ

IP
M

イン
テリ
ジェ
ント
パ
ワー
モ
ジュ
ー
ル

SW
3-

1
デフ
ロス
ト開
始
温
度（
寒
冷
地
／
通
常
）

SW
1

ポン
プダ
ウン
（

ON
／

OF
F）

SW
3-

4
SW

5-
1

SW
5-

2

試
運
転
冷
暖
切
換

既
設
配
管
対
応

既
設
配
管
洗
浄
運
転

SW
3-

2
防
雪フ
ァン
制
御

SW
3-

3
試
運
転（

ON
／

OF
F）

SW
7-

3
サ
イレ
ント
モ
ード

OF
F
防
雪フ
ァン
制
御
　
無

試
運
転
　
試
運
転

試
運
転
　
冷
／
暖
　
暖
房

既
設
配
管
制
御
　
有
効

試
運
転
　
通
常
運
転

試
運
転
　
冷
／
暖
　
冷
房

既
設
配
管
制
御
　
無
効

SW
3-

3

SW
3-

4

SW
5-

1
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F

OF
F

ONON OF
F

ONポン
プダ
ウン
制
御
　

ON
／

OF
F

降雪
地域
デフ
ロス
ト条
件　
強化

防
雪フ
ァン
制
御
　
有

降雪
地域
デフ
ロス
ト条
件　
通常

SW
1

SW
3-

1

SW
3-

2

記
 号

ON ONOF
F

名
 称

30
A,

30
mA

,0.
1s

ec
以
下

漏電
しゃ
断器
定格
電流

VP
16

0

機
  種

配線
用し
ゃ断
器

開閉
器容
量

手
 元

 開
 閉

 器

30
A

30
A

B種
ヒュ
ーズ

5.5
mm

2 X3

太さ
 X 
本数
電

 源
 配

 線

30
A

定
格
電
流

こう
長

φ
1.6アー
ス
線

内
外
接
続
線

太さ
 X

 本
数

太さ

M5ねじ

VP
14

0
VP

11
2

30
m

室内
ユニ
ット
がF

DU
,FD

Rの
場合

※V
P1

60
のF

DR
組合
せの
場合
、25

m

2.0
mm

2
X3

（7
0m
まで
）

3.5
mm

2
X3

（1
05

mま
で）

40
A,

10
0m

A,
0.1

se
c以
下

VP
16

0

機
  種

配線
用し
ゃ断
器

開閉
器容
量

手
 元

 開
 閉

 器

60
A

40
A

B種
ヒュ
ーズ

5.5
mm

2 X3

太さ
 X 
本数電
 源

 配
 線
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A

定
格
電
流
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長

φ
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ス
線

内
外
接
続
線

太さ
 X

 本
数

太さ

M5ねじ
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14

0
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2
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m

漏電
しゃ
断器
定格
電流

配
管
洗
浄
運
転
　
有
効

配
管
洗
浄
運
転
　
無
効

SW
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2
OF

F
ON

2.0
mm

2
X3
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0m
まで
）

3.5
mm

2
X3
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mま
で）

※

サ
イ
レ
ント
モ
ー
ド
　
有
効

サ
イ
レ
ント
モ
ー
ド
　
無
効
　

SW
7-

3
OF

F
ON

注（
1）配

線仕
様は
、金
属管
また
は合

成樹
脂管

配線
で、
管内

に3
本以
下で
電圧

降下
2％
とし
た場

合を
示し
ます
。

　（
2）室

内外
接続

線は
、3心

ケー
ブル
を使
用し
てく
ださ
い。

　　
 　
太さ
は2

.0m
m

2 以
上で
す。

●
記
号
説
明

PC
B1

PC
B2

PC
B3

U（
アカ

）

V（
シロ

）

W（
アオ

）

●
圧
縮
機
端
子
配
置
図

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

, 1
4

0
5

H
A

, 1
6

0
5

H
A
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室外:FDCVP1125HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1125HA5S

3.0

3.5

3.5

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

40A, 100mA,
0.1sec以下

30

60

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

26m40 40

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTWZP1405S

FDTWV1125HA5S

室外:FDCVP1125HA

室内:FDRZP1125S

FDRV1125HA5S

3.5

室外:FDCVP1125HA

室内:FDUZP1125S

FDUV1125HA5S

3.5

5.5mm2×3

室外:FDCVP1125HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1125HA5S

4.4
30A, 30mA,
0.1sec以下

30m30 30

30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30 30

30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30 30

60
40A, 100mA,
0.1sec以下

40 40

室外:FDCVP1125HA

室内:FDKZP1125S

FDKV1125HA5S

3.5

室外:FDCVP1125HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1125HA5S

4.2

30m
室外:FDCVP1405HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1405HA5S

5.0

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTWZP1405S

FDTWV1405HA5S

4.7

26m
室外:FDCVP1405HA

室内:FDRZP1605S

FDRV1405HA5S

4.7 5.5mm2×3

室外:FDCVP1405HA

室内:FDUZP1605S

FDUV1405HA5S

4.6

室外:FDCVP1405HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1405HA5S

5.2 30m

室外:FDCVP1405HA

室内:FDESZVP1404B

FDESV1405HA4B

5.0

室外:FDCVP1405HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1405HA5S

8. 電源・配線仕様

（電気特性についてはそれぞれの形式の仕様をご覧ください。）

ヒータレス冷暖房機 

《標準仕様》 

■三相200V機 

シ
リ
ー
ズ

112

シ
リ
ー
ズ

140

8. 電 源・配 線 仕 様
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室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP1605S

FDTV1605HA5S

5.2

6.7

6.1

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

M5

φ1.6mm

30m φ1.6mm

φ2.0mm

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

40A, 100mA,
0.1sec以下

30

30 3030

40 4060

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

25m

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP1605S

FDTWV1605HA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP1605S

FDRV1605HA5S

5.9 26m

5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDUZP1605S

FDUV1605HA5S

5.9

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP1605S

FDEV1605HA5S

6.9

30A, 30mA,
0.1sec以下

室外:FDCVP1605HA

室内:FDFZP1605S

FDFV1605HA5S

《標準仕様》 

■三相200V機 

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTZP635S x 2

FDTV1125HPA5S

3.1

3.6

3.5

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

30m φ1.6mm30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTWZP565S x 2

FDTWV1125HPA5S

室外:FDCVP1125HA

室内:FDTSZP635S x 2

FDTSV1125HPA5S

3.3 26m

5.5mm2×3
室外:FDCVP1125HA

室内:FDRZP635S x 2

FDRV1125HPA5S

3.5 25m

室外:FDCVP1125HA

室内:FDUZP635S x 2

FDUV1125HPA5S

3.8

室外:FDCVP1125HA

室内:FDEZP565S x 2

FDEV1125HPA5S

《ツイン仕様》 

■三相200V機 

4.0

室外:FDCVP1125HA

室内:FDKZP565S x 2

FDKV1125HPA5S

3.3

室外:FDCVP1125HA

室内:FDFZP635S x 2

FDFV1125HPA5S

シ
リ
ー
ズ

160

シ
リ
ー
ズ

112
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室外:FDCVP1405HA

室内:FDTZP715S x 2

FDTV1405HPA5S

4.2

4.8

4.7

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTWZP805S x 2

FDTWV1405HPA5S

室外:FDCVP1405HA

室内:FDTSZP805S x 2

FDTSV1405HPA5S

4.5

25m5.5mm2×3
室外:FDCVP1405HA

室内:FDRZP805S x 2

FDRV1405HPA5S

4.5

室外:FDCVP1405HA

室内:FDUZP805S x 2

FDUV1405HPA5S

4.2

室外:FDCVP1405HA

室内:FDEZP805S x 2

FDEV1405HPA5S

4.2 30m

室外:FDCVP1405HA

室内:FDKZP1125S x 2

FDKV1405HPA5S

4.8

室外:FDCVP1405HA

室内:FDFZP805S x 2

FDFV1405HPA5S

《ツイン仕様》 

■三相200V機 

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP805S x 2

FDTV1605HPA5S

4.7

6.3

6.2

30m φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ2.0mm40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

φ1.6mm30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP805S x 2

FDTWV1605HPA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTSZP805S x 2

FDTSV1605HPA5S

5.7

25m
室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP805S x 2

FDRV1605HPA5S

5.7 5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDUZP805S x 2

FDUV1605HPA5S

5.4

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP805S x 2

FDEV1605HPA5S

5.2

室外:FDCVP1605HA

室内:FDESZVP804B x 2

FDESV1605HPA4B

5.5

30m

室外:FDCVP1605HA

室内:FDKZP1125S x 2

FDKV1605HPA5S

5.9

室外:FDCVP1605HA

室内:FDFZP805S x 2

FDFV1605HPA5S

シ
リ
ー
ズ

140

シ
リ
ー
ズ

160
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室外:FDCVP1605HA

室内:FDTZP635S x 3

FDTV1605HTA5S

4.7

5.4

5.7

（単位） 
項   目 

形  式  (KVA)
電源容量 漏電しゃ断器

   定格容量

配線用しゃ断器
    定格電流

内外接続線
太さ×本数

30m

電源配線用 アース線

こう長太さ×本数 ねじ太さ開閉器容量(A)

開閉器

B種ヒューズ(A)

φ1.6mm

φ2.0mm

φ1.6mm

M5

30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

25m40 40
40A, 100mA,
0.1sec以下

60

30m30 30
30A, 30mA,
0.1sec以下

30

φ1.6mm×3
（70mまで）
3.5mm2×3

（105mまで）

〔備考〕共通
（1） 配線こう長は電圧降下2％とした場合を示します。表示の配線こう長を超える場合は，内線規程により配線太さを見直してください。
（2） シングル機を複数台制御する時は，電源容量は形式毎の容量の加算値としてください。

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTWZP565S x 3

FDTWV1605HTA5S

室外:FDCVP1605HA

室内:FDTSZP505S x 3

FDTSV1605HTA5S

6.2

5.5mm2×3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDRZP565S x 3

FDRV1605HTA5S

5.4

室外:FDCVP1605HA

室内:FDEZP565S x 3

FDEV1605HTA5S

5.3

室外:FDCVP1605HA

室内:FDKZP565S x 3

FDKV1605HTA5S

《トリプル仕様》 

■三相200V機 

シ
リ
ー
ズ

160
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●　ハイパーインバータシリーズ
　⒜ 耐震データ
　　⒤ 室内ユニット

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。

技術資料4-525-1-D,  4-528-1-Dをご覧ください。

9. 防振設計用参考資料

FDCVP1125HA
FDCVP1405HA
FDCVP1605HA

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

ⅱ 室外ユニット

970×370×1050 86 387 196 415410210200180580384

注（１）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

・P1125～P1605HA形

重
心

重
心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

1070×690×210 530 506 516 1022 302 185 105 290 9228

1600×893×379 675 692 1634 382 357 474 831 18389

603 621 783

942

1404 343 315 215 530 12054

1320×690×210 638 614 658 1272 302 185 105 290 9333

1620×690×250 814 790 782 1572 334 153 137 290 11043

430 448 538 986 275 247 225 472 12534950×635×280

300 318 468 786 275 247 225 472 11529750×635×280

製品外形寸法
幅×奥行×高さ
（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

Ｆ
Ｄ
U
シ
リ
ー
ズ

Ｆ
Ｄ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ

1370×738×280

2000×830×350

1540×695×295

1000 995 995 1990 380 180 220 400 175110

770 788 788 1576 300 205 295 500 15066
69

Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

シ
リ
ー
ズ

FDUZVP504B
FDUZVP564B
FDUZVP634B
FDUZVP714B
FDUZVP804B
FDUZVP1124B
FDUZVP1404B
FDUZVP1604B
FDUVXP2244
FDUVXP2804
FDEZVP404B
FDEZVP454B
FDEZVP504B
FDEZVP564B
FDEZVP634B
FDEZVP714B
FDEZVP804B
FDEZVP1124B
FDEZVP1404B
FDEZVP1604B
FDEVP2243AG
FDEVXP2803AＧ
FDESZVP804B
FDESZVP1404B

注（１）L1（X1, X2）, L2（Y1, Y2）寸法は据付ボルトの位置を示します。

FDE形FDU形

重心

重心

L1

X1X2

Z

Y
X

L2

Y2 Y1

FDCVP405HK
FDCVP455HK
FDCVP505HK
FDCVP565HK
FDCVP635HK
FDCVP405H
FDCVP455H
FDCVP505H
FDCVP565H
FDCVP635H
FDCVP805HK, 805H
FDCVP1125H
FDCVP1405H
FDCVP1605H
FDCVP2244H
FDCVP2804H

製品外形寸法
幅×奥行×高さ
（mm）

製品質量
（kg）

重心位置（mm）（1）
幅方向 奥行方向 高さ

ZL2Y2Y1YL1X2X1X形　　式

項　　目

800（＋71）×290×640

47

46

510292 91 419 152 158 154.5 292312.5

・P405～P635形

重心重心

Ｙ

Ｙ２ Ｙ１

Z

L２

Ｘ

Ｘ２ Ｘ１

L１

Ｌ１

Ｘ2

Ｘ

Y2

Y

Z重心 重心

Ｘ１

Ｌ2

Y１

ⅱ 室外ユニット

970×370×845 70 382 181 399 580 187 207 203 410 382

970×370×1300 98 390 190 560410197213193580390

970×370×1505 165 387 187 659410208202181580410

・P805形 ・P1125 ～ P1605, P2244,P2804形

FDRZP565S（P40, P45, P50設定）
FDRZP565S（P56設定）
FDRZP635S
FDRZP805S
FDRZP1125S
FDRZP1605S（P140設定）
FDRZP1605S（P160設定）
FDUZP565S
FDUZP635S
FDUZP805S
FDUZP1125S
FDUZP1605S（P140設定）
FDUZP1605S（P160設定）
FDUVP2245
FDUVP2805
FDKZP565S（P40, P45設定）
FDKZP565S（P50, P56設定）
FDKZP635S
FDKZP1125S

形　　式

項　　目
送風機回転数（1）（2）（min-1）

1040
1046
1080
1230
1260
1350
1570
1070
980
1120
980
1020
1200

1370

1065
1200
850
1400

⒝ 防振データ
ⅰ 室内ユニット

注（１）P急運転時の数値を示します。ただし，FDE224，280形および
　　　　FDU224，280形は急運転時の数値です。
   （２）FDR，FDUシリーズは機外静圧10Paでの数値を示します。

FDTZP635S, 715S
FDTZP805S
FDTZP1605S
FDTWZP565S
FDTWZP635S, 805S（P71設定）
FDTWZP805S（P80設定）
FDTWZP1405S
FDTWZP1605S
FDTSZP505S（P40, P45設定）
FDTSZP505S（P50設定）
FDTSZP635S（P56設定）
FDTSZP635S（P63設定）
FDTSZP805S（P71設定）
FDTSZP805S（P80設定）
FDEZP565S
FDEZP635S
FDEZP805S
FDEZP1605S（P112設定）
FDEZP1605S（P140設定）
FDEZP1605S（P160設定）
FDEVP2243AG
FDEVXP2803AG

630

770
950
995
1120
1050
1080
995
1140
1170
1278
1345
1412
1170
1230
1330
1075
1200
1250

840/880

形　　式

項　　目

（50/60Hz）

送風機回転数（1）（min-1）

6600

7200

970

970

（冷房/暖房）

FDCVP1125HA
FDCVP1405HA
FDCVP1605HA

形　　式

項　　目
圧縮機回転数
（min-1）

送風機回転数
（min-1）

注（１）急運転時の数値を示します。

ⅱ 室外ユニット
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⑴　シングル形

10. 冷媒配管系統図

P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1125～P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)
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P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1125～P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

P1125～P1605形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

ガス分岐管

分岐管（別売品）
ろう付

分岐管（別売品）
ろう付

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

1604形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

63H1
高圧圧力開閉器

(LPT)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(SM2)

   電子膨張弁
(冷房用)(SM1)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

(ThI-A)

(ThI-R2)

(ThI-R1)

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(THI-R)

室外熱交温度センサ(THo-R)
吐出管温度センサ(THo-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
804～1604形

1.0 ON/10 OFF (℃)…冷房時フロスト防止
63 ON/56 OFF (℃)…暖房時過負荷保護

65 ON/51 OFF (℃)…暖房時過負荷保護
63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護 115 ON/85 OFF (℃)…暖房時過負荷保護

4.15開/3.15閉(℃)…高圧保護
0.079 ON/0.227 OFF (℃)…低圧保護

設　定　値

異径継手

異径継手

（P80，P112のみ）

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

液分岐管

P80,P112:φ12.7
P140,P160:φ15.88）（

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

⑵　ツイン形



－ 50－

804～1604形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

63H1
高圧圧力開閉器

(LPT)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(SM2)

   電子膨張弁
(冷房用)(SM1)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(ThI-A)

(ThI-R2)

(ThI-R1)

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

P1605形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ

ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ12.7)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

ガス分岐管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

異径継手

異径継手

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

分岐管（別売品）
ろう付

分岐管（別売品）
ろう付

(φ9.52)
液分岐管

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)

⑶　トリプル形P1125～P1605形

P405～P635形

レシーバ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナストレーナ
ストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ15.88)

(φ9.52)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R2)

吐出管温度センサ
(Tho-S)

吸入管温度センサ

(PSL)
低圧圧力センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

63H1
高圧圧力開閉器

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

電子膨張弁
(暖房用)(EEVH)

   電子膨張弁
(冷房用)(EEVC)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

マフラ

マフラ

過
冷
却
コ
イ
ル

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ドライヤ

電磁弁(SV2)逆止弁

ストレーナストレーナ

逆止弁

(Tho-D)

(φ12.7)

(φ6.35)

(Tho-A)

(Thi-A)

(Thi-R2)

(Thi-R1)

(Tho-R)

吐出管温度センサ

（吸入）

圧縮機

（吐出）

外気温度センサ

室外熱交
温度センサ

四方切換弁
ガス管

操作弁

操作弁

(フレア接続)

液管

吸込温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

(Thi-R3)
室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

室内熱交温度センサ

   電子膨張弁
(EEV)(フレア接続)

冷房 暖房

チャージポート

(

フ
レ
ア
接
続)

(

フ
レ
ア
接
続)

空
気
熱
交
換
器

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

マフラ

マフラ

空
気
熱
交
換
器

チェック
ジョイント

室
内
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

暖房用レシーバ 冷房用レシーバ

名　　称

設定値一覧表 (運転停止に至る代表的な設定値を示します。詳細は室内，室外コントローラによる運転制御機能をご覧ください。)

室内熱交温度センサ(Thi-R1,2)

室外熱交温度センサ(Tho-R,R1,2)
吐出管温度センサ(Tho-D)
高圧圧力開閉器(63H1)
低圧圧力センサ(PSL)

形　　式
P1605形

1.0 OFF/10 ON (℃)…冷房時フロスト防止
63 OFF/56 ON (℃)…暖房時過負荷保護

63 OFF/51 ON (℃)…冷房時高圧保護
115 OFF/85 ON (℃)…吐出管温度異常上昇保護

4.15開/3.15閉(MPa)…高圧保護
0.079 OFF/0.227 ON (MPa)…低圧保護

設　定　値

圧縮機
アキュムレータ

圧縮機
アキュムレータ

空
気
熱
交
換
器

室外熱交
温度センサ
(Tho-R1)
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11. 据 付 関 連 事 項
⑴　室内ユニット ,  ワイヤードリモコンの据付

技術資料 4-525-1-D,  4-528-1-D をご覧ください。
⑵　室外ユニットの据付

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P
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2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

16
0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
媒

配
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主
管
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V
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0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］
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5
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管
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0
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.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。
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0
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φ
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φ
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φ
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2
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φ
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5
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銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)

φ
6

.3
5

 （
1

/4
"）

 
1

4
～

1
8

 
4

5
～

6
0

 
1

5
0

φ
9

.5
2

 （
3

/8
"）

 
3

4
～

4
2

 
3

0
～

4
5

 
2

0
0

φ
1

2
.7

 （
1

/2
"）

 
4

9
～

6
1

 
3

0
～

4
5

 
2

5
0

φ
1

5
.8

8（
5

/8
"）

 
6

8
～

8
2

 
1

5
～

2
0

 
3

0
0

引
っ

掛
部（

右
）

引
っ

掛
部（

左
）

パ
テ

ま
た

は
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い

後
方

向
接

続

下
方

向
接

続

右
横

方
向

接
続

前
方

向
接

続



－ 52－

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P
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0

V
P
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2

，V
P

1
4

0

V
P
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P

1
4

0

V
P
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0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
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分
岐

管
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ッ
ト

冷
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配
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分
岐

管
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,L
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,L
3
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室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配

管（
分

岐
管

La
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冷
媒

配
管（

分
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管
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）
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配
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分

岐
管
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,L
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室
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ユ
ニ

ッ
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室
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ユ
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容
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ト
リ

プ
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プ
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V
P

1
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0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6

.3
5

 
9

.5
2

 
1

2
.7

 
1

5
.8

8
最

小
配

管
肉

厚
［

m
m

］
 

0
.8

 
0

.8
 

0
.8

 
1

.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。
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2
0

Ｔ
、

JI
S

 Ｈ
3

3
0

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

0
ー

0
.4

Ａ

9
.1

1
3

.2
1

6
.6

1
9

.7

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)

φ
6

.3
5

 （
1

/4
"）

 
1

4
～

1
8

 
4

5
～

6
0

 
1

5
0

φ
9

.5
2

 （
3

/8
"）

 
3

4
～

4
2

 
3

0
～

4
5

 
2

0
0

φ
1

2
.7

 （
1

/2
"）

 
4

9
～

6
1

 
3

0
～

4
5

 
2

5
0

φ
1

5
.8

8（
5

/8
"）

 
6

8
～

8
2

 
1

5
～

2
0

 
3

0
0

引
っ

掛
部（

右
）

引
っ

掛
部（

左
）

パ
テ

ま
た

は
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い

後
方

向
接

続

下
方

向
接

続

右
横

方
向

接
続

前
方

向
接

続



－ 53－

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r 

us
e 

on
ly

 in
 J

ap
an

 a
nd

 c
an

no
t 

be
 u

s

FD
C

V
P

1
1

2
5

H
A

,  
1

4
0

5
H

A
,  

1
6

0
5

H
A

 　

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

rie
s.

 N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目
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ト

容
量

第
1

分
岐

管
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各
室

内
ユ

ニ
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ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
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グ
ル

機
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イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機
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Ａ
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ル
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8
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以
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主
管
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V

P
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P
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4
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V
P
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第
1

分
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第

2
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岐
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の
片
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長

さ
5

m
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－

－

－
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La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
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3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
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－ －

L1
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2，
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－L
1

3
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未
満
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2
，

L2
-L

3
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1
〈
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3
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0
m
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＋
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 L1
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＋
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第
2分

岐
～

室
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ユ
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0
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－

－
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3
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2

室
内
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ユ
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室
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ユ
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場
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3
0
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H

H
H

－ － － － － H
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ユ

ニ
ッ
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の
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1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ
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間
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の

差
0
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，
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V
P
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V
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込
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h
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上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
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ユ
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室
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ユ
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h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必
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指
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う
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0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6

.3
5

 
9

.5
2

 
1

2
.7

 
1

5
.8

8
最

小
配

管
肉

厚
［

m
m

］
 

0
.8

 
0

.8
 

0
.8

 
1

.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

　
C

1
2

2
0

Ｔ
、

JI
S

 Ｈ
3

3
0

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

0
ー

0
.4

Ａ

9
.1

1
3

.2
1

6
.6

1
9

.7

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
）の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m
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締

付
角

度
 (

°
  )

締
付
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ル
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N
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m
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奨
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長
さ
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m
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達
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P
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C
01

2D
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3

当
て

板

架
台
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方

向
接
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接
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－ 54－

ユ
ニ

ッ
ト

ユ
ニ

ッ
ト

風
向

風
向

●
上

表
の

使
用

制
限

は
下

表
に

示
す

標
準

配
管

サ
イ

ズ
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

配
管

サ
イ

ズ
に

よ
り

配
管

総
長

の
制

限
が

変
わ

り
ま

す
。

詳
し

く
は

「
６

．
既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
●

ト
リ

プ
ル

機
は

、
第

１
分

岐
後

の
片

道
配

管
長

差
に

よ
り

使
用

方
法

が
異

な
り

ま
す

。
上

表
な

ら
び

に
右

図
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
１

　
L1

に
は

、
片

道
長

さ
が

最
大

と
な

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
  (

La
 +

 L
2

)と
(L

a 
+

 L
3

)は
、

L1
に

対
し

片
道

長
さ

の
差

が
3

m
以

上
1

0
m

以
下

の
制

限
長

さ
内

に
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
 本

説
明

書
は

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

す
。

に
つ

い
て

は
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
に

付
属

の
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
◎

 据
付

時
に

は
据

付
場

所
の

選
定

、
電

源
仕

様
、

使
用

可
能

範
囲（

配
管

距
離

・
室

内
外

高
低

差
・

電
源

電
圧

等
）・

据
付

ス
ペ

ー
ス

等
な

ど
が

適
正

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
◎

 こ
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

る
た

め
海

外
で

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

海
外

に
お

い
て

は
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

Th
is

 p
ro

du
ct

 is
 d

es
ig

ne
d 
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 in
 J
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 c
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no
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 u
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V
P

1
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2
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H
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,  
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4
0

5
H

A
,  

1
6

0
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H
A
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 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
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s.

 N
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ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
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2
．
冷
媒
配
管
工
事

１
）

 ユ
ニ

ッ
ト

据
付

使
用

制
限

　
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
仕

様
と

据
付

場
所

に
あ

わ
せ

て
以

下
の

内
容

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●

以
下

の
据

付
使

用
制

限
は

必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
圧

縮
機

の
故

障
や

能
力

低
下

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

２
）

 冷
媒

配
管

サ
イ

ズ
選

定
　

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

仕
様

に
合

わ
せ

て
以

下
の

内
容

で
冷

媒
配

管
サ

イ
ズ

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

1
．
ユ
ニ
ッ
ト
の
搬
入
・
据
付

（
ユ

ニ
ッ

ト
の

搬
入

・
移

動
に

は
十

分
に

注
意

し
、

必
ず

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
）

注
意

注
意

注
意

●
接

続
す

る
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

P
5

0
,P

5
6

形
の

場
合

、
分

岐
配

管
部

(分
岐

管
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

)の
液

配
管

サ
イ

ズ
は

必
ず

φ
9

.5
2

と
し

、
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
(液

配
管

側
φ

6
.3

5
)へ

の
接

続
は

分
岐

管
セ

ッ
ト

に
付

属
の

異
径

継
手

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

φ
6

.3
5

の
ま

ま
接

続
さ

れ
ま

す
と

、
分

配
不

良
の

原
因

と
な

り
、

片
方

の
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
が

能
力

不
足

と
な

り
ま

す
。

●
立

ち
上

が
り

配
管

は
主

管
と

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

管
セ

ッ
ト

は
で

き
る

だ
け

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

に
近

い
と

こ
ろ

に
水

平
に

分
岐

す
る

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

分
岐

部
に

は
付

属
の

断
熱

材
を

取
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
分

岐
部

の
施

工
詳

細
は

、
分

岐
管

セ
ッ

ト
に

付
属

の
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

本
表

に
示

す
分

岐
管

セ
ッ

ト
は

第
１

分
岐

後
の

片
道

配
管

長
差

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。
上

表
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

冷
媒

Ｒ
3

2
対

応
機

と
し

て
の

注
意

点
●

Ｒ
3

2
以

外
の

冷
媒

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。Ｒ

3
2

は
従

来
の

冷
媒

（
R

2
2

な
ど

）に
比

べ
圧

力
が

1.
6

倍
高

く
な

り
ま

す
。

●
Ｒ

3
2

機
は

、他
冷

媒
の

誤
封

入
防

止
の

た
め

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト
径

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

径
を

変
更

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、耐
圧

強
度

を
上

げ
る

た
め

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

お
よ

び
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

対
辺

寸
法

を
変

更
し

て
い

ま
す

。従
っ

て
、

施
工・

サ
ー

ビ
ス

時
に

は
、右

表
に

示
す

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
ツ

ー
ル

を
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

●
チ

ャ
ー

ジ
シ

リ
ン

ダ
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

封
入

は
必

ず
ボ

ン
ベ

か
ら

液
相

で
取

り
出

し
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
は

R
3

2
ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
専

用
機

と
な

り
ま

す
。接

続
可

能
な

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

は
カ

タ
ロ

グ
等

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。（

他
の

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
と

正
常

運
転

で
き

ま
せ

ん
。）

●
異

種
油

の
混

入
を

さ
け

る
た

め
に

、冷
媒

の
種

類
に

よ
り

工
具

を
使

い
分

け
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
、チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2、
R

4
0

7
C）

と
共

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
R

3
2

に
は

わ
ず

か
な

が
ら

燃
焼

性
が

あ
り

ま
す

。そ
の

た
め

、半
地

下
や

狭
小

部
な

ど
換

気
の

悪
い

場
所

で
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

設
置

・
修

理
・

移
設

す
る

際
の

作
業

時
は

冷
媒

漏
え

い
セ

ン
サ

を
携

行
し

て
く

だ
さ

い
。

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

場
合

、窒
息

や
着

火
の

原
因

と
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、こ
の

製
品

の
移

設・
修

理・
廃

棄
等

に
あ

た
っ

て
は

フ
ロ

ン
類

の
回

収
が

必
要

で
す

。本
機

に
は

地
球

温
暖

化
係

数（
G

W
P

）が
6

7
5

の
フ

ロ
ン

類
を

使
用

し
て

い
ま

す
。（

冷
媒

R
3

2
）

a） b） c） d） e） f） g
）

h）

ゲ
ー

ジ
マ

ニ
ホ

ー
ル

ド
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

冷
媒

充
填

用
電

子
は

か
り

ト
ル

ク
レ

ン
チ

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

出
し

代
調

整
用

銅
管

ゲ
ー

ジ
真

空
ポ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

ー
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
専

用
ツ

ー
ル

３
）

据
付

場
所

の
選

定
下

記
条

件
に

注
意

し
、

据
付

場
所

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
○

 室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
重

量
・

振
動

に
耐

え
、

水
平

に
据

付
け

ら
れ

る
安

全
な

所
○

 運
転

音
や

温
風

で
隣

家
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

所
　

○
 油

煙
が

発
生

し
な

い
所

○
 可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

恐
れ

の
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 ド
レ

ン
水

が
流

れ
て

も
よ

い
所

○
 他

の
熱

源
か

ら
熱

輻
射

を
受

け
な

い
所

　
　

　
　

　
○

 積
雪

で
埋

ま
ら

な
い

所
○

 テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
の

周
囲

か
ら

５
ｍ

以
上

離
れ

た
所

（
電

波
障

害
を

受
け

る
場

合
は

さ
ら

に
離

し
て

く
だ

さ
い

。）
○

 通
風

が
充

分
に

確
保

で
き

、
保

守
点

検
を

安
全

に
行

え
る

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

所
○

 電
磁

波
、

高
調

波
を

発
生

す
る

機
械

が
な

い
所

○
 硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ（
ア

ン
モ

ニ
ア

を
含

む
）な

ど
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
・

滞
留

し
な

い
所

○
 吹

出
口

に
強

風
が

当
た

ら
な

い
所

１
）

搬
入

●
据

付
場

所
付

近
ま

で
で

き
る

だ
け

梱
包

の
ま

ま
で

搬
入

し
て

く
だ

さ
い

｡
●

や
む

を
得

ず
解

梱
し

て
搬

入
す

る
場

合
は

、
ユ

ニ
ッ

ト
を

傷
付

け
な

い
よ

う
に

ナ
イ

ロ
ン

ス
リ

ン
グ

で
吊

り
下

げ
る

か
、

ま
た

は
当

て
板

を
し

て
ロ

ー
プ

で
吊

り
下

げ
て

く
だ

さ
い

。

２
）

移
動

●
ユ

ニ
ッ

ト
正

面
（

吹
出

側
）

か
ら

見
て

右
側

が
重

く
な

っ
て

い
ま

す
。

右
側

を
持

つ
作

業
者

は
十

分
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ユ

ニ
ッ

ト
に

ロ
ー

プ
掛

け
を

行
い

搬
入

す
る

場
合

は
、

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

重
心

の
ず

れ
を

考
慮

し
て

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
が

安
定

を
失

っ
て

落
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

①
吹

出
側

を
建

物
の

壁
、

塀
お

よ
び

　
防

風
用

つ
い

立
な

ど
に

む
け

る
。

②
吹

出
方

向
を

風
向

き
に

対
し

て
　

直
角

に
設

置
す

る
。

③
強

風
等

の
影

響
が

あ
る

場
合

は
安

定
し

た
　

場
所

に
据

付
け

、
針

金
な

ど
で

固
定

す
る

。

据
付

例
寸

法
L1 L2 L3 L4

Ⅰ 開
放

3
0

0
1

5
0

2
5

0

Ⅱ 開
放 5

3
0

0
2

5
0

Ⅲ 5
0

0
開

放
1

5
0

2
5

0（
m

m
）

②
据

付
時

の
注

意
①

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
固

定
位

置
６

）
据

付

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

据
え

付
け

る
場

合
、

上
記

ボ
ル

ト
で

ユ
ニ

ッ
ト

の
足

を
必

ず
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
前

面
側

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
飛

び
出

し
長

さ
は

1
5

ｍ
ｍ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

●
地

震
や

突
風

な
ど

で
倒

れ
な

い
よ

う
に

強
固

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
は

上
図

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
は

水
平

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ベ

ー
ス

面
で

左
右

の
差

は
５

ｍ
ｍ

以
下

）
コ

ン
プ

の
故

障
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
配

管
の

破
損

、
異

常
音

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

４
）

 現
地

配
管

施
工

施
工

す
る

配
管

は
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
部

品
に

接
触

し
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
内

部
部

品
に

接
触

す
る

と
、

異
常

音
・

振
動

が
発

生
し

ま
す

。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

は
固

定
し

て
い

る
ね

じ
２

本
（

　
印

）
を

外
し

、
パ

ネ
ル

を
矢

印
方

向
へ

引
き

下
げ

て
か

ら
手

前
に

外
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
の

取
出

し
は

前
・

右
・

下
・

後
が

可
能

で
す

。
●

配
管

貫
通

部
の

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

の
板

を
必

要
最

小
限

の
寸

法
で

取
り

外
し

、
配

管
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
※

配
管

接
続

後
に

配
管

接
続

部
の

す
き

間
を

パ
テ

や
断

熱
材

（
現

地
調

達
）

で
ふ

さ
い

で
く

だ
さ

い
。

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

昆
虫

な
ど

の
小

動
物

が
侵

入
し

た
場

合
、

シ
ョ

ー
ト

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

現
地

配
管

施
工

は
、

操
作

弁
を

全
閉

に
し

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

内
部

に
水

分
、

異
物

が
入

ら
な

い
よ

う
に

、
管

端
の

養
生

潰
し

て
ろ

う
付

ま
た

は
粘

着
テ

ー
プ

に
よ

る
を

十
分

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

配
管

の
曲

げ
は

で
き

る
だ

け
大

き
な

半
径

（
Ｒ

1
0

0
～

Ｒ
1

5
0

）
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

曲
げ

な
お

し
を

何
回

も
行

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

と
冷

媒
配

管
と

の
接

続
は

フ
レ

ア
方

式
で

す
。

配
管

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

取
付

け
後

、
フ

レ
ア

加
工

を
施

し
て

く
だ

さ
い

。
R

3
2

の
フ

レ
ア

加
工

寸
法

は
、

従
来

の
R

4
0

7
C

と
は

異
な

り
ま

す
。

R
3

2
ま

た
は

R
4

1
0

A
用

フ
レ

ア
ツ

ー
ル

を
推

奨
し

ま
す

が
、

出
し

代
調

整
用

ゲ
ー

ジ
に

て
出

し
代

Ｂ
寸

法
を

調
節

す
れ

ば
、

従
来

ツ
ー

ル
を

使
用

で
き

ま
す

。
取

付
方

法
の

詳
細

は
付

属
配

管
の

取
付

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

フ
レ

ア
接

続
は

ダ
ブ

ル
ス

パ
ナ

で
締

付
け

て
く

だ
さ

い
。

５
）

据
付

ス
ペ

ー
ス

●
四

方
障

壁
は

不
可

で
す

。
●

ユ
ニ

ッ
ト

上
方

の
ス

ペ
ー

ス
は

1
m

以
上

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
●

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
の

恐
れ

の
あ

る
場

所
は

フ
レ

ッ
ク

ス
フ

ロ
ー

ア
ダ

プ
タ

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
複

数
台

設
置

す
る

場
合

は
、

特
に

シ
ョ

ー
ト

サ
ー

キ
ッ

ト
が

生
じ

な
い

よ
う

に
吸

い
込

み
ス

ペ
ー

ス
を

十
分

に
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

●
吹

出
口

前
面

の
障

壁
は

ユ
ニ

ッ
ト

高
さ

以
下

と
し

て
く

だ
さ

い
。

ろ
う

付
に

つ
い

て

４
）

据
付

場
所

に
関

す
る

注
意

（
１

）
積

雪
が

予
想

さ
れ

る
地

域
で

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
吸

込
口

・
吹

出
口

や
底

板
下

部
が

雪
で

閉
塞

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

②
吹

出
口

に
防

雪
フ

ー
ド（

別
売

品
）

　
を

取
り

付
け

る
。

③
軒

下
に

設
置

す
る

か
、

雪
除

け
屋

根（
現

地
　

手
配

）を
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
除

霜
連

転
時

の
ド

レ
ン

水
が

凍
結

す
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
の

で
、

次
の

よ
う

な
対

策
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
ド

レ
ン

プ
ラ

グ
や

ド
レ

ン
管

が
凍

結
し

な
い

よ
う

、
ド

レ
ン

集
中

排
水

キ
ッ

ト（
別

売
品

）を
使

っ
た

集
中

排
水

工
事

を
　

行
わ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

[⇒
３

．
ド

レ
ン

配
管

工
事

 参
照

]
・

デ
フ

ロ
ス

ト
制

御
の

切
換

え
と

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
の

設
定

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
[⇒

５
．

現
地

ス
イ

ッ
チ

の
設

定
参

照
]

（
２

）
強

風
の

影
響

を
受

け
や

す
い

場
所

で
は

、
下

記
の

内
容

に
従

っ
て

防
風

対
策

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
能

力
の

低
下

、
高

圧
上

昇
に

よ
る

異
常

停
止

、
フ

ァ
ン

の
破

損
な

ど
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

７
）

外
気

温
－

5
℃

以
下

で
冷

房
運

転
を

行
う

場
合

●
フ

レ
ッ

ク
ス

フ
ロ

ー
ア

ダ
プ

タ
お

よ
び

防
雪

フ
ー

ド
（

別
売

品
）

を
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

①
積

雪
面

よ
り

底
板

が
高

く
な

る
よ

う
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

の
上

に
設

置
し

て
く

だ
さ

い
。

（
３

）
維

持
管

理
に

関
す

る
注

意
（

耐
重

塩
害

仕
様

の
場

合
）

耐
重

塩
害

仕
様

機
は

耐
食

性
に

優
れ

た
部

品
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
適

切
な

据
付

場
所

選
定

お
よ

び
維

持
管

理
を

行
わ

な
い

と
破

損
・

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
以

下
の

内
容

を
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

海
水

飛
沫

お
よ

び
潮

風
に

直
接

さ
ら

さ
れ

る
こ

と
を

極
力

回
避

す
る

よ
う

な
場

所
へ

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

波
し

ぶ
き

等
が

直
接

か
か

る
場

所
へ

の
設

置
は

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

●
外

装
パ

ネ
ル

に
付

着
し

た
海

塩
粒

子
が

雨
水

に
よ

っ
て

十
分

洗
浄

さ
れ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
日

除
け

等
を

取
付

け
な

い
な

ど
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
底

板
内

へ
の

水
の

滞
留

は
、

著
し

く
腐

食
状

態
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

底
板

内
の

水
抜

け
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
、

傾
き

等
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

海
岸

地
帯

へ
の

据
付

品
に

つ
い

て
は

付
着

し
た

塩
分

等
を

除
去

す
る

た
め

に
定

期
的

に
水

洗
い

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

で
付

い
た

傷
は

、
補

修
し

て
く

だ
さ

い
。

●
機

器
の

状
態

を
定

期
的

に
点

検
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

に
応

じ
て

再
防

錆
処

置
や

部
品

交
換

等
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
●

基
礎

部
分

の
排

水
性

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

＜
ツ

イ
ン

機
＞

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

A

＜ト
リ

プ
ル

機
＞

　
図

B

●
据

付
は

、お
買

い
上

げ
の

販
売

店
又

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

工
事

は
、

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
破

裂
、ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
、ま

た
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

設
置

工
事

部
品

は
必

ず
付

属
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、

ユ
ニ

ッ
ト

落
下

、
水

漏
れ

や
、

火
災

、
感

電
、

冷
媒

漏
れ

、
能

力
不

足
、

制
御

不
良

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

小
部

屋
に

据
付

け
る

場
合

は
日

本
冷

凍
工

業
会

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
JR

A
 G

L-
13

に
従

い
、

万
一

冷
媒

が
漏

れ
て

も
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

が
必

要
で

す
。

　
限

界
濃

度
を

超
え

な
い

対
策

に
つ

い
て

は
、

販
売

店
と

相
談

し
て

据
付

け
る

。
万

一
、

冷
媒

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

作
業

中
に

冷
媒

が
漏

れ
た

場
合

は
換

気
す

る
。

　
冷

媒
が

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
完

了
後

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

　
冷

媒
が

室
内

に
漏

れ
、フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

、
ス

ト
ー

ブ
、コ

ン
ロ

等
の

火
気

に
触

れ
る

と
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ユ

ニ
ッ

ト
を

搬
入

す
る

際
、

重
量

に
適

合
し

た
ロ

ー
プ

を
ユ

ニ
ッ

ト
の

所
定

位
置

に
掛

け
て

行
う

。
ま

た
横

ズ
レ

し
な

い
よ

う
固

定
し

、
確

実
に

４
点

支
持

で
実

施
す

る
。

　
３

点
支

持
な

ど
搬

入
方

法
に

不
備

が
あ

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
落

下
し

、
死

亡
や

重
傷

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

り
、ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
台

風
な

ど
の

強
風

、
地

震
に

備
え

、
所

定
の

据
付

工
事

を
行

う
。

　
据

付
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、
転

倒
な

ど
に

よ
る

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

気
工

事
は

、電
気

工
事

士
の

資
格

の
あ

る
方

が
、「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」「
内

線
規

程
」

お
よ

び
据

付
説

明
書

に
従

っ
て

施
工

し
、

必
ず

専
用

回
路

を
使

用
す

る
。

　
電

源
回

路
容

量
不

足
や

施
工

不
備

が
あ

る
と

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
元

電
源

を
切

っ
た

後
に

電
気

工
事

を
行

う
　

感
電

、
故

障
や

動
作

不
良

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
電

源
配

線
は

、
電

流
容

量
、

規
格

に
適

合
し

た
配

線
に

よ
り

工
事

を
す

る
。

　
適

合
品

以
外

の
配

線
を

使
用

し
た

場
合

は
、

漏
電

、
発

熱
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
配

線
は

、
所

定
の

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
確

実
に

接
続

し
、

端
子

接
続

部
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

。
　

接
続

や
固

定
が

不
完

全
な

場
合

は
、

発
熱

、
火

災
等

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

室
内

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
は

、
端

子
カ

バ
ー

が
浮

き
上

が
ら

な
い

よ
う

に
整

形
し

、サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
カ

バ
ー

の
取

付
け

が
不

完
全

な
場

合
は

、
端

子
接

続
部

の
発

熱
、

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
密

閉
さ

れ
た

部
屋

で
配

管
ろ

う
付

作
業

を
し

な
い

。
　

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

配
管

、フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

、
工

具
は

R
3

2
ま

た
は

R
41

0
A

専
用

の
も

の
を

使
用

す
る

。
　

既
存

（
R

2
2

)の
部

材
を

使
用

す
る

と
、機

器
の

故
障

と
同

時
に

冷
媒

サ
イ

ク
ル

の
破

裂
な

ど
の

重
大

な
事

故
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
の

締
付

は
ダ

ブ
ル

ス
パ

ナ
で

行
い

、ト
ル

ク
レ

ン
チ

で
指

定
の

方
法

で
締

付
け

る
。

締
付

け
過

ぎ
に

よ
る

フ
レ

ア
部

の
破

損
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
レ

ア
部

の
ゆ

る
み

、
締

付
け

過
ぎ

に
よ

る
破

損
が

発
生

し
た

場
合

に
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
酸

欠
事

故
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

冷
媒

配
管

工
事

、
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

が
完

了
す

る
ま

で
は

、サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
（

液
、

ガ
ス

共
）

を
開

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。
　

冷
媒

配
管

が
確

実
に

取
付

け
て

お
ら

ず
、サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
圧

縮
機

を
運

転
す

る
と

、
急

激
な

冷
媒

漏
れ

に
よ

る
凍

傷
、

け
が

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
ま

た
空

気
な

ど
を

吸
引

し
、

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

と
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

オ
プ

シ
ョ

ン
部

品
は

、
必

ず
当

社
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

ま
た

取
付

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

。
　

ご
自

分
で

取
付

け
を

さ
れ

、不
備

が
あ

る
と

、
水

漏
れ

や
感

電
、

火
災

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
保

護
装

置
の

改
造

や
設

定
変

更
を

し
な

い
。

　
圧

力
開

閉
器

や
温

度
調

節
器

な
ど

の
保

護
装

置
を

短
絡

し
て

強
制

運
転

を
行

っ
た

り
、

当
社

指
定

の
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
火

災
や

爆
発

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

据
付

時
や

点
検

・
サ

ー
ビ

ス
時

な
ど

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
作

業
を

行
う

場
合

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
据

付
・

点
検

・
修

理
に

あ
た

っ
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
ブ

レ
ー

カ
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
、

感
電

や
故

障
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ァ

ン
回

転
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

エ
ア

コ
ン

を
移

動
、再

設
置

す
る

場
合

は
、

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
相

談
す

る
。

　
据

付
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
作

業
で

は
、

操
作

弁
を

閉
じ

た
後

、
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
前

に
圧

縮
機

を
停

止
す

る
。

　
圧

縮
機

を
運

転
し

た
ま

ま
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

開
放

状
態

で
冷

媒
配

管
を

は
ず

す
と

急
激

な
冷

媒
漏

れ
に

よ
る

凍
傷

、
け

が
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

ま
た

空
気

な
ど

を
吸

引
し

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

が
異

常
高

圧
に

な
り

、
破

裂
、ケ

ガ
な

ど
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
エ

ア
コ

ン
の

設
置

や
移

設
の

場
合

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

に
指

定
冷

媒
（

R
3

2
)以

外
の

空
気

等
を

入
れ

な
い

。
　

空
気

が
混

入
す

る
と

冷
媒

サ
イ

ク
ル

内
が

異
常

高
圧

に
な

り
、

破
裂

、ケ
ガ

等
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
パ

ネ
ル

や
ガ

ー
ド

を
外

し
た

状
態

で
運

転
し

な
い

。
　

機
器

の
回

転
物

、
高

温
部

、
高

電
圧

部
に

触
れ

る
と

、巻
き

込
ま

れ
た

り
、や

け
ど

や
感

電
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
は

確
実

に
取

付
け

る
。

　
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
取

付
に

不
備

が
あ

る
と

、
ホ

コ
リ

、
水

な
ど

に
よ

り
、

火
災

、
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
改

修
は

絶
対

に
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、修
理

は
お

買
い

上
げ

の
販

売
店

に
相

談
す

る
。

　
修

理
に

不
備

が
あ

る
と

水
漏

れ
や

感
電

、
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
ア

ー
ス（

接
地

）
を

確
実

に
行

う
。

　
ア

ー
ス

線
は

、
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
避

雷
針

、電
話

の
ア

ー
ス

線
に

接
続

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ア

ー
ス（

接
地

）
が

不
完

全
な

場
合

は
、

故
障

や
漏

電
の

と
き

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

ガ
ス

管
に

ア
ー

ス
す

る
と

、
ガ

ス
漏

れ
の

時
に

爆
発

、引
火

の
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
全

極
し

ゃ
断

す
る

ブ
レ

ー
カ

（
漏

電
し

ゃ
断

器
・

手
元

開
閉

器
（

開
閉

器
＋

B
種

ヒ
ュ

ー
ズ

）・
配

線
し

ゃ
断

器
）

を
使

用
す

る
。

　
不

適
切

な
ブ

レ
ー

カ
を

使
用

す
る

と
故

障
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
●

製
品

の
運

搬
は

十
分

注
意

し
て

行
う

。
　

2
0

kg
以

上
の

製
品

は
原

則
と

し
て

2
人

以
上

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
P

P
バ

ン
ド

な
ど

所
定

の
位

置
以

外
を

持
っ

て
製

品
を

動
か

さ
な

い
で

く
だ

さ
い

。
ま

た
素

手
で

フ
ィ

ン
な

ど
に

触
れ

る
と

ケ
ガ

を
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

保
護

具
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

●
梱

包
材

の
処

理
は

確
実

に
行

う
。

　
梱

包
材

に
ク

ギ
等

の
金

属
あ

る
い

は
、

木
片

等
を

使
用

し
て

い
ま

す
の

で
放

置
状

態
に

し
ま

す
と

ケ
ガ

を
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
梱

包
用

の
ポ

リ
ブ

ク
ロ

で
子

供
が

遊
ぶ

と
窒

息
事

故
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

必
ず

破
い

て
か

ら
廃

棄
し

て
く

だ
さ

い
。

●
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

近
く

で
溶

接
作

業
を

行
う

場
合

は
十

分
注

意
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

ス
パ

ッ
タ

の
浸

入
を

防
止

す
る

。
　

溶
接

作
業

時
な

ど
に

発
生

す
る

ス
パ

ッ
タ

が
ユ

ニ
ッ

ト
内

に
浸

入
し

た
場

合
、ド

レ
ン

パ
ン

等
に

損
傷

（
ピ

ン
ホ

ー
ル

）
を

あ
た

え
、

水
漏

れ
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
ス

パ
ッ

タ
の

浸
入

を
防

ぐ
た

め
梱

包
状

態
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

か
、覆

い
な

ど
に

よ
り

必
ず

カ
バ

ー
を

し
て

く
だ

さ
い

。
●

冷
媒

配
管

の
断

熱
は

結
露

し
な

い
よ

う
に

確
実

に
行

う
。

　
不

完
全

な
断

熱
施

工
を

行
う

と
配

管
等

の
表

面
が

結
露

し
て

、
露

た
れ

等
を

発
生

し
、

天
井

、
床

そ
の

他
、

大
切

な
も

の
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
冷

媒
配

管
工

事
終

了
後

は
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

気
密

試
験

を
行

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
　

万
一

、
狭

い
部

屋
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

洩
し

て
限

界
濃

度
を

超
え

る
と

酸
欠

事
故

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
据

付
工

事
は

、こ
の

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

据
付

に
不

備
が

あ
る

と
、

以
上

振
動

・
騒

音
増

大
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
は

必
ず

取
付

け
る

。
　

漏
電

し
ゃ

断
器

が
取

付
け

ら
れ

て
い

な
い

と
火

災
や

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
正

し
い

容
量

の
ヒ

ュ
ー

ズ
以

外
は

使
用

し
な

い
。

　
針

金
や

銅
線

を
使

用
す

る
と

故
障

や
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

可
燃

性
ガ

ス
の

漏
れ

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

設
置

は
行

わ
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

ユ
ニ

ッ
ト

の
周

囲
に

滞
る

と
、

発
火

の
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
腐

食
性

ガ
ス（

亜
硫

酸
ガ

ス
等

）、
可

燃
性

ガ
ス（

シ
ン

ナ
ー

、ガ
ソ

リ
ン

等
）、

の
発

生
、滞

留
の

可
能

性
の

あ
る

場
所

、揮
発

性
引

火
物

を
取

扱
う

所
で

の
据

付
け

、使
用

は
行

わ
な

い
。

　
熱

交
の

腐
食

、プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
品

の
破

損
等

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

可
燃

性
ガ

ス
は

火
災

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
工

事
、

点
検

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

た
め

の
規

定
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

す
る

場
合

は
、

設
置

場
所

か
ら

の
転

落
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
機

を
屋

上
あ

る
い

は
高

所
に

設
置

す
る

場
合

は
、転

落
防

止
の

た
め

、通
路

に
は

恒
久

ハ
シ

ゴ
、手

す
り

等
を

、ま
た

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

周
辺

に
は

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

を
設

け
て

く
だ

さ
い

。
　

フ
ェ

ン
ス

、手
す

り
等

が
な

い
場

合
は

、
設

置
場

所
か

ら
の

転
落

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

病
院

、
通

信
事

業
所

な
ど

の
電

磁
波

を
発

生
す

る
機

器
の

近
く

、
高

周
波

の
発

生
す

る
機

器
の

近
く

で
は

据
付

け
、使

用
し

な
い

。
　

イ
ン

バ
ー

タ
機

器
、

自
家

発
電

機
、

高
周

波
医

療
機

器
、

無
線

通
信

機
器

の
影

響
に

よ
る

エ
ア

コ
ン

の
誤

動
作

や
故

障
の

原
因

に
な

っ
た

り
、

エ
ア

コ
ン

側
か

ら
医

療
機

器
あ

る
い

は
通

信
機

器
へ

影
響

を
与

え
、

人
体

の
医

療
行

為
を

妨
げ

た
り

、
映

像
放

送
の

乱
れ

や
雑

音
等

弊
害

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

、小
動

物
の

す
み

か
と

な
る

よ
う

な
場

所
に

設
置

し
な

い
。

　
小

動
物

が
侵

入
し

て
、内

部
の

電
気

配
線

に
触

れ
る

と
、故

障
や

発
煙

、発
火

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。ま

た
お

客
様

に
周

辺
を

き
れ

い
に

保
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
●

長
期

使
用

で
傷

ん
だ

ま
ま

の
据

付
台

を
使

用
し

な
い

。
　

傷
ん

だ
ま

ま
放

置
す

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

の
落

下
に

つ
な

が
り

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
避

け
る

。
　

・
カ

ー
ボ

ン
繊

維
や

金
属

粉
、

パ
ウ

ダ
ー

等
が

浮
遊

す
る

所
 

・
硫

黄
系

ガ
ス

、
塩

素
系

ガ
ス

、
酸

、
ア

ル
カ

リ
等

の
機

器
に

影
響

す
る

物
質

の
発

生
す

る
所

　
・

車
両

、
船

舶
等

移
動

す
る

も
の

へ
の

設
置

 
・

化
粧

品
、特

殊
な

ス
プ

レ
ー

を
頻

繁
に

使
用

す
る

所
　

・
油

の
飛

沫
や

蒸
気

が
多

い
所

（
調

理
場

、機
械

工
場

等
）

 
・

高
周

波
を

発
生

す
る

機
械

を
使

用
す

る
所

　
・

海
浜

地
区

等
塩

分
の

多
い

所
 

・
積

雪
の

多
い

所
（

設
置

す
る

場
合

、所
定

の
架

台
、防

雪
フ

ー
ド

を
取

付
け

る
こ

と
が

必
要

で
す

）
　

・
煙

突
の

煙
が

か
か

る
所

 
・

標
高

10
0

0
ｍ

以
上

の
所

　
・ア

ン
モ

ニ
ア

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

所
 

・
他

の
熱

源
か

ら
熱

放
射

を
受

け
る

所
　

・
通

風
の

悪
い

所
 

・
吸

込
口

、
吹

出
口

に
風

の
障

害
物

が
あ

る
所

　
・

複
数

台
設

置
の

場
合

に
、シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

が
お

き
る

よ
う

な
所

 
・

強
風

の
影

響
を

う
け

や
す

い
所

（
室

外
機

に
直

接
強

風
が

吹
込

む
所

）
　

性
能

を
著

し
く

低
下

さ
せ

た
り

、
部

品
が

腐
食

、
破

損
し

た
り

火
災

発
生

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
次

の
場

所
へ

の
室

外
機

の
据

付
は

避
け

る
。

　
・

騒
音

や
熱

風
が

隣
家

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

所
 

・
強

度
が

不
十

分
で

振
動

が
増

幅
、伝

達
し

や
す

い
所

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

吹
出

し
の

風
が

動
植

物
に

直
接

植
木

に
あ

た
る

場
所

 
・

機
器

か
ら

発
生

す
る

騒
音

、
振

動
の

影
響

を
受

け
や

す
い

所
（

寝
室

の
壁

や
そ

の
近

傍
）

　
　

吹
出

し
風

に
よ

る
植

木
な

ど
へ

の
被

害
の

原
因

に
な

り
ま

す
 

・
高

周
波

に
影

響
さ

れ
る

機
器

の
あ

る
所

（
T

V
お

よ
び

ラ
ジ

オ
等

の
近

傍
）

　
・

ド
レ

ン
の

排
水

が
と

れ
な

い
所

　
周

辺
の

環
境

に
影

響
を

お
よ

ぼ
し

ク
レ

ー
ム

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
食

品
、

動
植

物
、

精
密

機
器

、
美

術
品

の
保

存
な

ど
特

殊
用

途
に

は
使

用
し

な
い

。
　

保
存

物
の

品
質

低
下

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
濡

れ
た

手
で

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

な
い

。
　

感
電

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
運

転
中

の
冷

媒
配

管
を

素
手

で
触

れ
な

い
。

　
運

転
中

の
冷

媒
配

管
は

流
れ

る
冷

媒
の

状
況

に
よ

り
低

温
と

高
温

に
な

り
ま

す
。

　
素

手
で

触
れ

る
と

凍
傷

や
、や

け
ど

に
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

を
水

洗
い

し
な

い
。

　
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
物

を
置

い
て

運
転

を
行

わ
な

い
。

　
落

下
物

に
よ

り
物

が
破

損
し

た
り

、ケ
ガ

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
●

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
上

に
乗

ら
な

い
。

　
落

下
、

転
倒

な
ど

に
よ

り
ケ

ガ
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

制
限

項
目

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

第
1

分
岐

管
～

各
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
ま

で
の

配
管

長
差

制
限

長
さ

右
図

で
の

記
号

シ
ン

グ
ル

機
ツ

イ
ン

機
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ａ
ト

リ
プ

ル
機

　
図

Ｂ
３

ｍ
未

満
３

ｍ
以

上
１

０
ｍ

以
下

配
管

総
長

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0
Ｌ

L+
L1

+
L2

－ －

8
0

m
以

下

8
0

m
以

下

L+
L1

+
L2

+
L3

L+
La

+
L1

+
L2

+
L3

主
管

長
V

P
11

2
，V

P
1

4
0

V
P

16
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ
L

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
間

の
片

道
長

さ
5

m
以

下
－

－

－
－

－
－

La

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

3
0

m
以

下
－

L1
，

L2
－ －

L1
，

L2
，

L3
L1

　
　

※
1

第
1

分
岐

～
第

2
分

岐
以

降
に

接
続

す
る

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

3
0

m
以

下
La

＋
L2

，
La

＋
L3

第
1分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－ －

L1
－L

2，
L2

－L
1

3
m

未
満

L1
-L

2
，

L2
-L

3
，

L3
-L

1
〈

使
用

不
可

〉
3

m
以

上
1

0
m

以
下

L1
－（

La
＋

L2
）,

 L1
－（

La
＋

L3
）

第
2分

岐
～

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

片
道

長
さ

の
差

1
0

m
以

下
－

－

－

L2
-L

3
，

L3
-L

2

室
内

・
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

上
の

場
合

3
0

m
以

下
H

H
H

－ － － － － H
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
の

場
合

1
5

m
以

下
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
高

さ
の

差
0

.5
m

以
下

h
h1

，
h2

，
h3

h1
，

h2
，

h3

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0
V

P
16

0

V
P

16
0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

11
2

，V
P

1
4

0

V
P

16
0

警
　

　
告

吸
込

吸
込

吹
出

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

L 3
L2

L4 L1

2
0

0
1

9
0

5
8

0

20410
20

ボ
ル

ト
で

固
定

（
M

1
0

～
1

2
）

巾
を

ひ
ろ

く
す

る
吹

出

吸
込

根
入

り
を

深
く

す
る

50
0以

上

室
内

ユ
ニ

ット L1
L2

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h

L

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
室

内
ユ

ニ
ット L1

L2

L3

L（
立

上
り

）

H

室
外

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

室
内

ユ
ニ

ット

L1

L2
L3

La

H

室
内

ユ
ニ

ット

室
内

ユ
ニ

ット
h3

h1 h2

L（
立

上
り

）
室

外
ユ

ニ
ット

V
P

シ
リ

ー
ズ

V
P

1
1

2・
V

P
1

4
0・

V
P

1
6

0

冷
媒

R
3

2
対

応
機

据
付

工
事

前
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

機
種

・
電

源
仕

様
　

　
　

  ●
冷

媒
配

管
長

●
配

管
・

配
線

・
小

物
部

品
　

●
室

内
ユ

ニ
ット

据
付

説
明

書

安
全

上
の

ご
注

意
●

 据
付

工
事

は
、

こ
の

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
を

よ
く

お
読

み
の

う
え

確
実

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、

「
　

　
　

 」
「

　
　

　
 」

に
区

分
し

て
い

ま
す

が
、

誤
っ

た
据

付
を

し
た

と
き

に
、

死
亡

や
重

傷
等

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
大

き
い

も
の

を
特

に
「

　
　

　
 」

の
欄

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
「

　
　

　
 」

の
欄

に
記

載
し

た
事

項
で

も
、

状
況

に
よ

っ
て

は
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

　
い

ず
れ

も
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

 こ
こ

で
使

わ
れ

る
"図

記
号

"の
意

味
は

右
の

と
お

り
で

す
。

●
 据

付
工

事
完

了
後

、
試

運
転

を
行

い
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
取

扱
説

明
書

に
そ

っ
て

「
安

全
上

の
ご

注
意

」
や

正
し

い
使

用
方

法
、

お
手

入
れ

の
仕

方
を

ご
指

導
く

だ
さ

い
。

●
 据

付
説

明
書

は
取

扱
説

明
書

と
共

に
、

お
客

様
で

保
管

戴
く

よ
う

に
依

頼
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

お
使

い
に

な
る

方
が

代
わ

ら
れ

る
場

合
は

、
新

し
く

お
使

い
に

な
る

方
に

、
取

扱
説

明
書

を
お

渡
し

く
だ

さ
る

よ
う

依
頼

し
て

く
だ

さ
い

。

注
　

　
意

絶
対

に
行

わ
な

い
必

ず
指

示
に

従
い

行
う

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

ツ
イ

ン
機

の
場

合

冷
媒

配
管（

主
管

Ｌ
）
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分
岐

管
セ

ッ
ト

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

,L
2

,L
3

）
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
容

量
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配

管（
分

岐
管

La
）

冷
媒

配
管（

分
岐

管
L1

）
分

岐
管

セ
ッ

ト
冷

媒
配

管（
分

岐
管

L2
,L

3
）

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

容
量

ト
リ

プ
ル

機
　

図
A

ト
リ

プ
ル

機
　

図
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P
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V
P
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0

管
端

は
テ

ー
プ

等
に

て
抵

抗
を

つ
け

て
管

内
に

窒
素

を
充

満
さ

せ
て

く
だ

さ
い

窒
素

 ガ
ス（

N
２
)以

外
の

使
用

は
不

可

テ
ー

ピ
ン

グ
＜

N
２
＞

〕素窒〔

ろ
う

付

元
バ

ル
ブ

１
次

側
　

２
次

側 0
.5

M
P

a 手

減
圧

弁
窒

素
ガ

ス

ろ
う

付
は

必
ず

窒
素

ガ
ス

を
流

し
な

が
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

窒
素

ガ
ス

を
流

さ
な

い
と

多
量

の
異

物
（

酸
化

皮
膜

）
が

生
成

さ
れ

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
や

膨
張

弁
詰

り
に

よ
る

致
命

的
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

重
要

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

外
し

方

３
）

 冷
媒

配
管

の
肉

厚
お

よ
び

材
質

●
冷

媒
配

管
の

サ
イ

ズ
に

対
し

て
以

下
の

肉
厚

お
よ

び
材

質
の

も
の

を
選

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
本

機
は

R
3

2
を

使
用

し
ま

す
。

外
径

1
9

.0
5［

m
m

］以
上

の
配

管
に

つ
い

て
は

O
材

で
は

耐
圧

が
不

足
し

ま
す

の
で

、
必

ず
1

／
2

Ｈ
材

、
肉

厚
1

.0［
m

m
］

以
上

の
配

管
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

配
管

外
径

［
m

m
］

 
6

.3
5

 
9

.5
2

 
1

2
.7

 
1

5
.8

8
最

小
配

管
肉

厚
［

m
m

］
 

0
.8

 
0

.8
 

0
.8

 
1

.0
配

管
材

質
※

 
O

材
 

O
材

 
O

材
 

O
材

お
願

い
●

配
管

の
選

定・
施

工
に

つ
い

て
は

、必
ず「

冷
凍

保
安

規
則

関
係

例
示

基
準

」を
厳

守
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

管
肉

厚
は

、最
小

配
管

肉
厚

以
上

の
も

の
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

※
リ

ン
脱

酸
銅

継
目

無
管

　
C

1
2

2
0

Ｔ
、

JI
S

 Ｈ
3

3
0

0

フ
レ

ア
管

端
部

：
Ａ

（
ｍ

ｍ
）

フ
レ

ア
加

工
の

銅
管

出
し

代
：

Ｂ
（

ｍ
ｍ

）

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

0
ー

0
.4

Ａ

9
.1

1
3

.2
1

6
.6

1
9

.7

φ
6

.3
5

φ
9

.5
2

φ
1

2
.7

φ
1

5
.8

8

銅
管

外
径

リ
ジ

ッ
ド

（
ク

ラ
ッ

チ
式

）
の

場
合

R3
2ま

た
は

Ｒ
41

0Ａ
用

ツ
ー

ル
使

用
時

従
来

ツ
ー

ル
使

用
時

0
～

0
.5

0
.7

～
1

.3

ト
ル

ク
レ

ン
チ

の
使

用
を

お
願

い
し

ま
す

。
ト

ル
ク

レ
ン

チ
が

な
い

場
合

は
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

手
締

め
し

た
後

、
左

表
を

目
安

に
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
を

締
付

け
て

く
だ

さ
い

。

弁
キ

ャ
ッ

プ
部

に
ス

パ
ナ

掛
け

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

Ａ

Ｂ

ガ
ス

側
操

作
弁

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト

加
圧

閉

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

５
）

 気
密

試
験

①
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

の
気

密
試

験
は

弊
社

に
て

実
施

済
で

す
が

、
配

管
接

続
後

、
接

続
配

管
の

気
密

試
験

を
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

の
操

作
弁

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

尚
､操

作
弁

は
必

ず
閉

の
ま

ま
に

し
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
(ア

) 
0

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

た
と

こ
ろ

で
、

加
圧

を
止

め
て

５
分

間
以

上
放

置
し

、
圧

力
の

低
下

の
な

い
こ

と
を

確
認

く
だ

さ
い

。
(イ

) 
次

に
1

.5
M

P
aま

で
加

圧
し

、
再

び
５

分
間

以
上

そ
の

ま
ま

放
置

し
、

圧
力

の
低

下
の

な
い

こ
と

を
確

認
く

だ
さ

い
。

(ウ
) 

そ
の

後
、

規
定

圧
力

（
4

.1
5

M
P

a）
ま

で
昇

圧
し

、
周

囲
温

度
と

圧
力

を
メ

モ
し

て
く

だ
さ

い
。

(エ
) 

約
１

日
放

置
し

、
圧

力
が

低
下

し
て

い
な

け
れ

ば
合

格
で

す
。

こ
の

際
周

囲
温

度
が

１
℃

低
下

す
る

と
圧

力
が

約
0

.0
1

M
P

a
低

下
し

ま
す

の
で

補
正

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
(オ

)（
ア

）～
（

エ
） の

確
認

で
圧

力
低

下
の

認
め

ら
れ

た
も

の
に

は
漏

れ
が

あ
り

ま
す

。
溶

接
箇

所
、

フ
レ

ア
部

等
に

発
砲

試
験

液
等

を
用

い
て

漏
れ

箇
所

を
発

見
し

補
修

し
て

く
だ

さ
い

。
補

修
後

は
再

度
気

密
試

験
を

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
②

気
密

試
験

に
は

窒
素

ガ
ス

を
使

用
し

、
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

加
圧

は
ガ

ス
側

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

窒
素

以
外

の
ガ

ス
は

絶
対

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

を
適

正
ト

ル
ク

を
超

え
て

締
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

液
側

、
ガ

ス
側

操
作

弁
と

も
に

右
の

絵
の

よ
う

に
操

作
弁

本
体

を
固

定
し

、
適

正
な

締
付

ト
ル

ク
に

て
締

付
け

を
お

願
い

し
ま

す
。

注
意

操
作

弁
サ

イ
ズ

(m
m

)
締

付
角

度
 (

°
  )

締
付

ト
ル

ク
 (

N
・

m
)

工
具

の
推

奨
腕

長
さ

(m
m

)
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テ
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現

地
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達
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P
S

C
01

2D
11

3

当
て

板

架
台

重
い
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方

向
接

続

下
方

向
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続

右
横

方
向

接
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前
方

向
接
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1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 56－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
FD

C
J＊

＊
＊

H
、

H
A

、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 57－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ

い
。

③
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

を
取

付
し

S
W

5
－

1
を

O
N

に
よ

り
ご

使
用

可
能

で
す

。
　

●
「

配
管

洗
浄

」
を

行
う

場
合

は
、

最
寄

の
代

理
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

可
能

な
場

合
>

注
意

△ 1
7

1
0 △ △1
7

1
0

1
7

1
0

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

φ
1

.6
×

3
（

7
0

m
ま

で
）

3
.5

m
m

2
×

3
（

8
5

m
ま

で
）

 

●
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C
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＊
＊

H
、

H
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、
H

D
、

H
D

1
、

H
D

2
、

H
D

3
A

）
　

●
FD

C
P

＊
＊

＊
H

D
3

●
FD

C
V

J＊
＊

＊
H

D
3

　
●
FD

C
V

P
＊

＊
＊

H
D

3
以

降
の

機
種

※
1

 S
W

1
、S

W
3

-1
、S

W
3

-2
、S

W
3

-3
、

S
W

3
-4

、S
W

5
-1

、S
W

5
-2

、S
W

7
-3

以
外

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
は

操
作

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
※

2
 S

W
1（

ポ
ン

プ
ダ

ウ
ン

ス
イ

ッ
チ

）に
つ

い
て

は
8

1
お

よ
び

8
8

ペ
ー

ジ
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

う
際

に
は

、
電

源
プ

ラ
グ

を
抜

い
た

状
態

で
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

V
P

1
1

2
～

V
P

1
6

0
は

、
既

設
配

管
の

洗
浄

運
転

が
可

能
で

す
。

詳
細

は
ハ

イ
パ

ー
イ

ン
バ

ー
タ

既
設

配
管

洗
浄

運
転

手
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

配
管

洗
浄

機
能

を
ご

使
用

に
な

れ
な

い
場

合
は

以
下

の
　

 　
　

　
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

P
S

C
01

2D
11

3

S
W

7

S
W

5

S
W

3

１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
）
試
運
転
終
了
後
は
、
必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）

運
転

状
態

の
チ

ェ
ッ

ク
吐

出
圧

力
、

吸
込

圧
力

の
検

圧
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

四
方

弁
前

後
に

取
付

け
ら

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
お

よ
び

、
ガ

ス
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

冷
房

運
転

・
暖

房
運

転
に

よ
っ

て
右

表
の

よ
う

に
検

出
圧

力
は

異
な

り
ま

す
。

電
源

投
入

1
回

目
の

起
動

時
は

、
圧

縮
機

保
護

の
た

め
圧

縮
機

回
転

数
を

ゆ
る

や
か

に
上

昇
さ

せ
ま

す
。

試
運
転
時
は
1
時
間
ほ
ど
連
続
運
転
さ
せ
て
か
ら
運
転
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３
）

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
-1

、
Ｓ

Ｗ
3

-2
、

Ｓ
Ｗ

7
-3

の
設

定
1

）
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

切
換

え
（

S
W

3
-1

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
デ

フ
ロ

ス
ト

制
御

に
入

り
易

く
な

り
ま

す
。

・
暖

房
シ

ー
ズ

ン
時

、
外

気
温

が
氷

点
下

以
下

と
な

る
地

域
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

防
雪

フ
ァ

ン
制

御
（

S
W

3
-2

）
・

Ｏ
Ｎ

す
る

こ
と

で
、

外
気

温
度

が
３

℃
以

下
で

圧
縮

機
停

止
中

、
室

外
フ

ァ
ン

が
1

0
分

毎
に

3
0

秒
間

運
転

し
ま

す
。

・
豪

雪
地

帯
で

使
用

さ
れ

る
場

合
は

、
設

定
を

Ｏ
Ｎ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

（
S

W
7

-3
）

・
Ｏ

Ｎ
状

態
で

リ
モ

コ
ン

か
ら

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
選

択
す

る
こ

と
で

運
転

音
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
運

転
音

を
抑

え
る

必
要

が
あ

る
場

所
に

据
付

け
る

場
合

は
設

定
を

O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

サ
イ

レ
ン

ト
モ

ー
ド

を
O

N
す

る
と

外
気

温
条

件
等

に
よ

っ
て

は
、

能
力

が
不

足
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

４
）

試
運

転
時

の
故

障
診

断

●
上

記
以

外
の

異
常

が
表

示
さ

れ
る

場
合

は
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

と
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

配
線

銘
板

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

５
）

停
止

時
の

電
子

膨
張

弁
の

状
態

電
源

投
入

時
の

通
常

停
止

時
、

お
よ

び
異

常
停

止
時

の
電

子
膨

張
弁

の
状

態
は

右
表

の
通

り
で

す
。

６
）

電
源

ブ
レ

ー
カ

投
入

後
1

回
目

の
運

転
に

つ
い

て
電

源
ブ

レ
ー

カ
投

入
後

1
回

目
の

起
動

に
お

い
て

、
圧

縮
機

の
油

上
が

り
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

モ
コ

ン
に

「
運

転
準

備
中

」
が

最
大

で
3

0
分

間
表

示
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、「

運
転

準
備

中
」

の
表

示
が

消
え

る
ま

で
お

待
ち

く
だ

さ
い

。

ド
レ

ン
エ

ル
ボ（

2
個

）

市
販

の
硬

質
塩

ビ
パ

イ
プ

一
般

管
 V

P
1

6

ド
レ

ン
グ

ロ
メ

ット
（

4
個

）

お
よ
び



－ 58－

1234

123

７
）

冷
媒

追
加

封
入

（
１

）
下

表
に

従
い

、
冷

媒
封

入
量

を
計

算
し

て
く

だ
さ

い
。

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）＝
｛

主
管

長
（

ｍ
）－

チ
ャ

ー
ジ

レ
ス

分
3

0（
ｍ

）
｝×

0
.0

5
4（

kg
/m

）＋
分

岐
管

総
長

（
ｍ

）×
0

.0
5

4（
kg

/m
）

＜
シ

ン
グ

ル
機

＞

追
加

冷
媒

量
計

算
式

※
追

加
冷

媒
量

の
計

算
結

果
が

負
の

値
に

な
る

場
合

は
、

　
追

加
チ

ャ
ー

ジ
不

要
で

す

＜
ツ

イ
ン

機
、

ト
リ

プ
ル

機
＞

（
２

）
冷

媒
封

入
●

操
作

弁
を

閉
じ

た
ま

ま
、

必
ず

液
側

の
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

液
冷

媒
で

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
規

定
量

が
封

入
で

き
な

い
場

合
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

バ
ル

ブ
を

液
側

、
ガ

ス
側

と
も

に
全

開
に

し
た

後
、

冷
房

運
転

を
行

い
ガ

ス
側

（
吸

入
側

）
サ

ー
ビ

ス
ポ

ー
ト

か
ら

封
入

し
ま

す
。

圧
縮

機
保

護
の

た
め

、
ボ

ン
ベ

の
バ

ル
ブ

を
絞

り
気

味
に

す
る

か
、

液
冷

媒
を

霧
状

に
変

換
す

る
専

用
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
、

ユ
ニ

ッ
ト

に
吸

引
さ

れ
た

時
に

は
ガ

ス
化

し
て

い
る

よ
う

に
調

整
し

て
く

だ
さ

い
。

●
冷

媒
の

封
入

は
必

ず
は

か
り

を
使

用
し

て
計

算
封

入
し

て
く

だ
さ

い
。

●
運

転
し

な
が

ら
冷

媒
封

入
す

る
場

合
は

必
ず

3
0

分
以

内
に

完
了

し
て

く
だ

さ
い

。
冷

媒
不

足
の

状
態

で
長

時
間

運
転

さ
れ

ま
す

と
圧

縮
機

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

配
管

長
か

ら
算

出
し

た
冷

媒
量

を
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

の
注

意
ラ

ベ
ル

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い

5
．
試
運
転

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

が
FD

U
、

FD
R

の
場

合

●
試

運
転

の
前

に
操

作
弁

が
全

開
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

必
ず

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
●

試
運

転
の

6
時

間
前

に
電

源
を

入
れ

、
ク

ラ
ン

ク
ケ

ー
ス

ヒ
ー

タ
に

通
電

し
て

く
だ

さ
い

。
●

停
止

か
ら

運
転

ま
で

は
、

必
ず

３
分

以
上

待
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

を
外

す
と

、
高

圧
充

電
部

・
高

温
部

が
露

出
し

て
危

険
で

す
。

感
電

や
火

傷
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
を

開
け

た
ま

ま
放

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
現

地
設

定
ス

イ
ッ

チ（
Ｓ

Ｗ
3

、Ｓ
Ｗ

5
、Ｓ

Ｗ
7

）を
操

作
す

る
場

合
は

、
充

電
部

に
触

れ
ぬ

よ
う

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
●

液
操

作
弁

の
チ

ャ
ー

ジ
ポ

ー
ト

か
ら

吐
出

圧
力

の
検

圧
は

で
き

ま
せ

ん
。

●
四

方
弁（

2
0

Ｓ
）は

暖
房

運
転

時
に

通
電

さ
れ

ま
す

。
●

電
源

し
ゃ

断
に

よ
り

リ
セ

ッ
ト

す
る

場
合

は
、

電
源

し
ゃ

断
よ

り
３

分
経

過
後

に
電

源
を

再
投

入
し

て
く

だ
さ

い
。

3
分

経
過

後
で

な
け

れ
ば

「
室

内
外

通
信

異
常

」
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

冷
房

用
冷

房
時

電
源

投
入

時
通

常
停

止
時

異
常

停
止

時

暖
房

用

暖
房

時
冷

房
時

暖
房

時
全

閉
全

開
全

開
全

開
全

閉 開
開 全
閉

全
開

全
開

左
記

の
項

目
に

不
備

が
あ

り
ま

す
と

、
圧

縮
機

が
故

障
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
｝

E3
4

E4
0

E4
9

赤
LE

D

1
回

点
滅

1
回

点
滅

1
回

点
滅

緑
LE

D

連
続

点
滅

連
続

点
滅

連
続

点
滅

室
外

基
板

LE
D

表
示（

周
期

５
秒

）

冷
房

運
転

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

ガ
ス

操
作

弁
の

チ
ャ

ー
ジ

ポ
ー

ト

吸
込

圧
力

（
低

圧
）

吐
出

圧
力

（
高

圧
）

暖
房

運
転

S
W

-3
-3

O
N

O
FF

S
W

-3
-4

O
FF O
N －

冷
房

試
運

転
暖

房
試

運
転

通
常

、お
よ

び
試

運
転

終
了

対
　

　
　

策
故

障
内

容

欠
相

6
3

H
1

作
動

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
暖

房
時

に
発

生
）

低
圧

異
常

、ま
た

は
操

作
弁

閉
運

転（
主

に
冷

房
時

に
発

生
）

1
. 操

作
弁

が
開

い
て

い
る

か
確

認
2

. 圧
縮

機
停

止
か

ら
3

分
経

過
後

、
異

常
が

解
消

さ
れ

て
い

れ
ば

リ
モ

コ
ン

か
ら

の
点

検
リ

セ
ッ

ト
に

よ
り

再
起

動
可

能

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
の

ド
レ

ン
が

問
題

に
な

る
場

所
で

は
、

別
売

品
の

ド
レ

ン
エ

ル
ボ

、
ド

レ
ン

グ
ロ

メ
ッ

ト
を

利
用

し
て

ド
レ

ン
配

管
を

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。
○

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
底

板
に

は
凝

縮
水

を
排

出
す

る
穴

が
6

か
所

有
り

ま
す

。
○

凝
縮

水
を

排
水

口
な

ど
に

導
く

と
き

は
平

置
き

台
（

別
売

品
）

や
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

載
せ

て
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

○
図

の
様

に
ド

レ
ン

エ
ル

ボ
を

接
続

し
、

他
の

穴
は

グ
ロ

メ
ッ

ト
で

ふ
さ

い
で

く
だ

さ
い

。

電
源

線
の

ゆ
る

み
、外

れ
の

な
い

こ
と

を
確

認

リ
モ

コ
ン

表
示

（ 品応対波調高 ）
器断し ゃ

し ゃ

電漏

器閉開元手

はたま

器断用線配
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
リ

モ
コ

ン

4
．
電
気
配
線

　
電

気
工

事
の

詳
細

は
、

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

電
源

・
内

外
接

続
線

※
V

P
1

6
0

の
FD

R
組

合
せ

の
場

合
、

2
5

m
●

上
表

は
ヒ

ー
タ

レ
ス

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

ヒ
ー

タ
付

の
場

合
は

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

●
上

表
は

シ
ン

グ
ル

機
の

場
合

を
示

し
ま

す
。

プ
ル

ー
ラ

ル
接

続
の

場
合

は
カ

タ
ロ

グ
・

技
術

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
●

配
線

仕
様

は
金

属
管

ま
た

は
合

成
樹

脂
管

配
線

で
、

管
内

に
３

本
以

下
で

電
圧

降
下

２
％

と
し

た
場

合
を

示
し

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

条
件

は
内

線
規

程
に

よ
り

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

●
漏

電
し

ゃ
断

器
の

取
付

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
漏

電
し

ゃ
断

器
が

取
付

け
ら

れ
て

い
な

い
と

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

室
内

外
配

線
は

同
一

端
子

番
号

を
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

●
配

線
は

端
子

接
続

部
に

外
力

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

●
制

御
箱

に
ア

ー
ス

端
子

が
あ

り
ま

す
。

Ｄ
種

接
地

工
事

を
必

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

内
外

渡
り

線
は

必
ず

3
心

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

シ
ー

ル
ド

線
は

使
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
V

C
T

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

V
V

F
平

形
ケ

ー
ブ

ル
4

心
ケ

ー
ブ

ル
シ

ー
ル

ド
線

○
×

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

太
さ

×
本

数
こ

う
長

内
外

接
続

線
太

さ
×

本
数

電
源

配
線

機
  種

ア
ー

ス
線

太
 さ

ね
じ

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

V
P

1
6

0

配
線

用
し

ゃ
断

器
定

格
電

流
開

閉
器

容
量

Ｂ
種

ヒュ
ー

ズ
手

元
開

閉
器

漏
電

し
ゃ

断
器

定
格

電
流

6
．
既
設
配
管
対
応

5
.5

m
m

2
×

3
M

5
φ

1
.6

3
0

m
3

0
A

3
0

A
3

0
A

5
.5

m
m

2
×

3

3
0

A
,3

0
m

A
,0

.1
se

c以
下

M
5

φ
2

.0
2

6
m

※
6

0
A

4
0

A
4

0
A

4
0

A
,1

0
0

m
A

,0
.1

se
c以

下

3
．
ド
レ
ン
配
管
工
事

８
）

断
熱

・
防

露
（

１
）

冷
媒

配
管

（
ガ

ス
管

、
液

管
共

）
の

防
露

断
熱

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
（

２
）

断
熱

材
は

1
2

0
℃

以
上

の
耐

熱
性

が
あ

る
も

の
を

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

耐
熱

性
が

低
い

と
断

熱
不

良
や

電
線

劣
化

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
・

防
露

断
熱

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
漏

れ
ま

た
は

露
た

れ
が

発
生

し
、

家
財

等
を

濡
ら

す
原

因
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

・
ガ

ス
管

は
冷

房
運

転
時

、
配

管
に

結
露

し
た

も
の

が
ド

レ
ン

水
と

な
り

水
漏

れ
事

故
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
暖

房
時

に
は

吐
出

ガ
ス

が
流

れ
、

管
表

面
温

度
が

高
温

と
な

る
た

め
、

人
に

接
触

す
る

と
火

傷
な

ど
の

危
険

が
あ

り
ま

す
。

・
室

内
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
レ

ア
接

続
部

分
は

断
熱

材
（

パ
イ

プ
カ

バ
ー

）
で

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

管
・

液
管

共
に

断
熱

し
て

く
だ

さ
い

。
）

・
断

熱
は

ガ
ス

側
、

液
側

配
管

共
両

方
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

際
断

熱
材

と
配

管
を

密
着

さ
せ

て
隙

間
が

で
き

な
い

よ
う

に
接

続
線

と
共

に
外

装
テ

ー
プ

で
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
・

本
エ

ア
コ

ン
は

Ｊ
Ｉ

Ｓ
露

付
条

件
で

試
験

を
行

い
不

具
合

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

が
、
相
対
湿
度
7
0
％
※
を
超
え
る
天
井
内
等
で
は
、
ガ
ス
側
、
液
側
配
管
共
厚
さ

2
0
m
m
以
上
の
断
熱
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

配
管

長
3

0
ｍ

相
当

分
の

冷
媒

量
が

工
場

出
荷

時
に

封
入

さ
れ

て
お

り
、

3
0

m
ま

で
は

現
地

で
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

が
不

要
で

す
。

そ
れ

を
超

え
た

分
に

つ
い

て
は

、
配

管
長

と
上

表
よ

り
追

加
封

入
量

を
計

算
し

追
加

封
入

し
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
く

は
5

. 試
運

転
の

項
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
●

既
設

配
管

を
使

用
す

る
場

合
は

、
液

管
サ

イ
ズ

に
よ

り
必

要
封

入
量

が
変

わ
り

ま
す

。
詳

し
く

は
「

6
. 既

設
配

管
対

応
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

3
.3

0
.0

5
4

3
0

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

項
目

容
量

冷
媒

配
管

（
液

管
）1

m
あ

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量

（
kg

）
工

場
出

荷
時

チ
ャ

ー
ジ

量
（

kg
）

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

の
現

地
配

管
長

さ
（

ｍ
）

0
.0

5
4

3
0

主
管

分
岐

管

3
.3

VP
11

2,
 V

P1
40

, V
P1

60

了完験試密気

始開き引空真

了完き引空真

入封媒冷
１

時
間

以
上

放
置

し
真

空
ゲ

ー
ジ

の
針

の
上

昇
な

き
こ

と

－
1

0
1

kP
a以

下
（

－
7

5
5

m
m

H
g以

下
）

に
な

っ
て

か
ら

1
時

間
以

上
真

空
ポ

ン
プ

の
運

転
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

＜
作

業
フ

ロ
ー

＞
６

）
 真

空
引

き

真
空

ゲ
ー

ジ
の

針
が

上
昇

し
た

場
合

は
系

統
内

に
水

分
が

残
っ

て
い

る
か

、
漏

れ
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
漏

れ
箇

所
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

修
正

後
再

度
真

空
引

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 異

種
油

の
混

入
を

避
け

る
た

め
に

、
冷

媒
の

種
類

に
よ

り
工

具
等

を
使

い
分

け
て

く
だ

さ
い

。
特

に
ゲ

ー
ジ

マ
ニ

ホ
ー

ル
ド

、
チ

ャ
ー

ジ
ホ

ー
ス

は
絶

対
に

他
冷

媒
（

R
2

2
、

R
4

0
7

C
等

）
と

共
用

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
○

 真
空

ポ
ン

プ
油

が
冷

凍
シ

ス
テ

ム
内

に
混

入
し

な
い

よ
う

に
、

逆
流

防
止

ア
ダ

プ
タ

を
使

用
く

だ
さ

い
。

本
機

は
R

3
2

の
た

め
下

記
の

点
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

内
外

接
続

電
線

外
装

テ
ー

プ

ガ
ス

管

断
熱

材

液
管

バ
ン

ド（
付

属
品

）
パ

イ
プ

カ
バ

ー（
付

属
品

）

現
地

配
管

断
熱

材
厚

さ
2

0
m

m
以

上
（

中
温

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

場
合

）

ア
ー

ス
ア

ー
ス

電
源

端
子

台

配
線

取
出

し
方

向

配
線

銘
板

○
Ｄ

種
接

地
工

事
を

必
ず

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

○
他

の
機

種
の

ア
ー

ス
線

に
接

続
せ

ず
、

配
線

盤
の

　
ア

ー
ス

線
ま

で
単

独
の

線
で

工
事

し
て

く
だ

さ
い

。

○
冷

媒
配

管
と

同
様

に
右

横
、

前
、後

、下
の

４
方

向
可

能
で

す
。

○
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

裏
面

に
貼

付
け

て
あ

り
ま

す
。

注
意

ア
ー

ス
端

子

配
線

ガ
イ

ド

漏
電

し
ゃ

断
器

の
誤

動
作

を
防

ぐ
た

め
、

必
ず

イ
ン

バ
ー

タ
回

路
用

し
ゃ

断
器

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

警
告

ＴＳＲ
1 2 3

1 2 3

X Y
X Y

注
意

 絶
縁

抵
抗

に
つ

い
て

●
据

付
け

直
後

、
も

し
く

は
元

電
源

を
切

っ
た

状
態

で
長

時
間

放
置

し
た

場
合

、
圧

縮
機

に
冷

媒
が

溜
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
絶

縁
抵

抗
が

数
M

Ω
ま

で
低

下
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
絶

縁
抵

抗
が

小
さ

く
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

作
動

す
る

場
合

は
、

以
下

の
事

項
を

確
認

く
だ

さ
い

。
①

電
源

を
投

入
し

、
6

時
間

程
度

経
過

後
、

絶
縁

抵
抗

が
復

帰
す

る
か

確
認

す
る

。
　

電
源

を
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
圧

縮
機

に
通

電
加

熱
を

行
い

、
圧

縮
機

に
溜

ま
っ

た
冷

媒
を

蒸
発

さ
せ

ま
す

。
②

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
が

高
調

波
対

応
品

で
あ

る
か

確
認

す
る

。
　

本
機

は
イ

ン
バ

ー
タ

を
装

備
し

て
お

り
、

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
の

誤
動

作
を

防
止

す
る

た
め

、
高

調
波

対
応

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

試
運

転
前

の
確

認
事

項

試
運

転
手

順

●
電

源
を

入
れ

た
状

態
で

室
外

ユ
ニ

ット
か

ら
離

れ
る

場
合

は
、パ

ネ
ル

を
必

ず
閉

め
て

く
だ

さ
い

。

●
必

ず
試

運
転

を
行

い
、

下
記

の
順

に
従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

ろ
う

付
し

た
場

合
は

、配
管

に
窒

素
ガ

ス
を

流
し

て
ろ

う
付

し
ま

し
た

か
。

気
密

試
験

、真
空

引
き

は
確

実
に

行
い

ま
し

た
か

。
配

管
の

断
熱

材
は

液
管

と
ガ

ス
管

の
両

方
に

取
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
操

作
弁

は
液

管
側・

ガ
ス

管
側

の
両

方
と

も
確

実
に

開
い

て
い

ま
す

か
。

冷
媒

追
加

充
填

量
、冷

媒
配

管
長

さ
を

パ
ネ

ル
の

ラ
ベ

ル
に

記
入

し
ま

し
た

か
。

配
線

の
接

続
忘

れ
、欠

相
、逆

相
は

な
い

で
す

か
。

し
ゃ

断
器

、配
線

な
ど

電
気

機
器

は
適

正
容

量
の

機
器

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
。

複
数

設
置

の
場

合
は

、ユ
ニ

ット
間

の
配

線
が

入
れ

替
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

リ
モ

コ
ン

線
に

室
内

外
通

信
線

を
接

続
し

て
い

ま
せ

ん
か

。
室

内
外

配
線

は
同

一
端

子
番

号
間

で
接

続
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

外
配

線
は

V
C

Tキ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

ま
た

は
V

V
F平

形
ケ

ー
ブ

ル
で

す
か

。
ア

ー
ス

工
事

は
D

種
接

地（
第

3
種

接
地

）工
事

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

他
の

機
器

の
ア

ー
ス

線
と

接
続

せ
ず

、単
独

で
ア

ー
ス

を
取

っ
て

い
ま

す
か

。
配

線
の

取
り

付
け

部
の

ね
じ

が
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
。

配
線

は
配

線
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

し
、端

子
接

続
部

に
外

力
が

伝
わ

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
の

据
付

作
業

は
完

了
し

て
い

ま
す

か
。

室
内

ユ
ニ

ット
に

化
粧

パ
ネ

ル
を

取
付

け
る

場
合

は
、化

粧
パ

ネ
ル

の
取

付
が

完
了

し
て

い
ま

す
か

。

①
 

ガ
ス

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
②

 
液

側
操

作
弁

を
全

開
に

し
て

く
だ

さ
い

。
③

 
パ

ネ
ル

を
閉

め
て

く
だ

さ
い

。
④

 
リ

モ
コ

ン
に

よ
る

現
地

設
定

を
行

う
場

合
は

、リ
モ

コ
ン

に
よ

る
現

地
設

定
の

説
明

に
従

っ
て

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

⑤
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

FF
：冷

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
 

S
W

3
-3

 O
N

 ／
 S

W
3

-4
 O

N：
暖

房
試

運
転

を
開

始
し

ま
す

。
⑥

 
運

転
が

開
始

し
た

ら
、リ

モ
コ

ン
の

風
向

き
調

節
ボ

タ
ン

を
押

し
て

作
動

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑦
 

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

の
吹

出
口

に
手

を
当

て
、冷

房
は

冷
風

、暖
房

は
暖

風
が

出
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

⑧
 

赤
LE

D
が

点
滅

し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
⑨

 
試

運
転

終
了

後
、必

ず
S

W
3

-3
を

O
FF

に
し

て
く

だ
さ

い
。

⑩
 

オ
プ

シ
ョ

ン
品

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

、各
々

の
取

扱
説

明
書

に
従

っ
て

機
能

の
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

据
説

の
項

目
№

項
　

目
確

　
認

　
項

　
目

冷
媒

配
管

工
事

2 4 ー

電
気

配
線

室
内

ユ
ニ

ット

チ
ェ

ッ
ク

順
番

操
　

作
　

内
　

容
チ

ェ
ッ

ク

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

3
，Ｓ

Ｗ
5

O
N

出
荷

時
全

て
O

FF

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

Ｓ
Ｗ

7

O
N

既
設

配
管

が
再

利
用

出
来

る
か

ど
う

か
を

下
記

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

利
用

し
て

判
断

し
て

く
だ

さ
い

。
〈

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

〉
◎：

標
準

配
管

サ
イ

ズ
　

○：
使

用
可

能
　

△：
配

管
長

制
限

短
縮

　
×：

使
用

不
可

 
φ9

.5
2 

φ9
.5

2 
φ1

2.
7 

φ1
2.

7

 φ
15

.8
8 

φ1
9.

05
 

φ1
5.

88
 

φ1
9.

05

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

 
◎

 
○

※
1

 
△

 
△

※
1

 
8

0
 

8
0

 
4

0
 

4
0

 
3

0
 

3
0

 
1

5
 

1
5

V
P

1
1

2

V
P

1
4

0

V
P

1
6

0

配
管

サ
イ

ズ

配
管

1m
当

たり
の

追
加

チャ
ー

ジ
量

0
.0

5
4

kg
/m

0
.0

2
kg

/m
0

.1
1

kg
/m

液
管

ガ
ス

管

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

適
用

可
否

最
大

配
管

総
長

チャ
ー

ジレ
ス

長

φ
6

.3
5

φ
1

5
.8

8

〈
分

岐
管

後
配

管
〉

◎：
標

準
配

管
サ

イ
ズ

 ○
：使

用
可

能
 ×

：使
用

不
可

 ー
：対

象
外

組
合

せ
ツ

イ
ン

ツ
イ

ン
ツ

イ
ン

ト
リ

プ
ル

A
ト

リ
プ

ル
B

組
合

せ
能

力
5

6
+

5
6

7
1

+
7

1
8

0
+

8
0

5
0

+
5

0
+

5
0

5
0

+
5

0
+

5
0

φ
12

.7

◎ × × ◎ ×

φ
19

.0
5※

1

× ○ ○ ×
　

　
○

※
3

φ
19

.0
5※

1

－ － － － ×

φ
12

.7

－ － － － ◎

φ
15

.8
8

－ － － － ×

φ
15

.8
8

○ ◎ ◎ ○
　

　
◎

※
3

配
管

1
m

当
た

り
の

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量

配
管

サ
イ

ズ
液

管
ガ

ス
管

形
式

V
P

1
6

0

V
P

1
1

2
V

P
1

4
0

第
一

分
岐

※
2

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

第
二

分
岐

0
.0

5
4

kg
/m

φ
9

.5
2

 

い
い

え

い
い

え

修
正

交
換

気
密

合
格

旧
ユ

ニ
ット

の
冷

凍
機

油
は

下
記

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
ま

す
か

？
ス

ニ
ソ・

M
S・

バ
ー

レ
ル

フ
リ

ー
ズ・

H
A

B・
フ

レ
オ

ー
ル・

エ
ー

テ
ル

油・
エ

ス
テ

ル
油

※
技

術
資

料
の

ツ
イ

ン・
ト

リ
プ

ル・
ダ

ブ
ル

ツ
イ

ン
機

で
既

設
配

管
を

利
用

す
る

場
合

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

分
岐

管
を

当
社

指
定

品
に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

現
地

で
既

設
配

管
の

気
密

確
認

を
し

て
く

だ
さ

い
。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

使
用

可
否

を
照

会
願

い
ま

す
。

交
換

不
能

使
用

不
可

使
用

可 修
正

不
能

撤
去

不
能

気
密

不
良

※
1

：
φ

1
9

.0
5

×
t1

.0
は

耐
圧

強
度

不
足

の
た

め
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

基
板

上
の
デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
S
W
5
-1
を
O
N

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ツ

イ
ン

・
ト

リ
プ

ル
機

の
場

合
、

第
1

分
岐

以
降

の
配

管
に

φ
1

9
.0

5
×

t1
.0

が
存

在
す

る
場

合
を

含
む

）
た

だ
し

、
1/

2H
材

ま
た

は
肉

厚
1.

2以
上

の
配

管
を

使
用

す
る

場
合

は
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
SW

5-
1を

O
N

に
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

※
2

：
分

岐
後

の
配

管
サ

イ
ズ

は
、

主
管

と
同

じ
径

も
し

く
は

小
さ

い
径

で
あ

る
こ

と
。

※
3

：
第

1
分

岐
～

第
2

分
岐

間
の

配
管

サ
イ

ズ
の

制
限

を
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

分
岐

か
ら

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
サ

イ
ズ

は
φ

9
.5

2
（

液
管

）
／

φ
1

2
.7

（
ガ

ス
管

）
と

す
る

こ
と

。
●

表
に

記
載

の
な

い
配

管
サ

イ
ズ

の
組

合
せ

及
び

表
の

×
の

配
管

サ
イ

ズ
の

組
合

せ
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

ス
タ
ー
ト

旧
ユ

ニ
ット

は
当

社
品

で
す

か
？

い
い

え

い
い

え

い
い

え

は
い

は
い

は
い

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

は
い

は
い

な
い

な
い

な
い

な
い

緩
み

な
し

緩
み

あ
り

修
正

修
正

撤
去

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

は
室

外
ユ

ニ
ット

と
室

内
ユ

ニ
ット

が
接

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

、腐
食・

傷・
へ

こ
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
の

断
熱

材
に

、剥
が

れ
、劣

化
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？（
ガ

ス
管

、液
管

と
も

に
断

熱
が

必
要

で
す

）
断

熱
材

厚
さ

が
足

り
な

い
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

配
管

支
持

金
具

は
緩

ん
で

い
ま

せ
ん

か
？

再
利

用
す

る
既

設
配

管
に

ガ
ス

漏
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

（
頻

繁
に

冷
媒

を
追

加
す

る
よ

う
な

こ
と

が
な

か
っ

た
か

確
認

）

室
内

ユ
ニ

ット
が

接
続

さ
れ

て
い

な
い

枝
配

管
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

既
設

配
管

を
利

用
し

施
工

す
る

機
体

は
ツ

イ
ン・

ト
リ

プ
ル・

ダ
ブ

ル
ツ

イ
ン

機
で

す
か

？

既
設

配
管

を
再

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

新
規

配
管

を
ご

使
用

く
だ

さ
い

。

そ
の

枝
配

管
を

撤
去

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

不
具

合
部

分
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。

再
利

用
す

る
既

設
配

管
は

下
記

の
全

て
を

満
足

し
ま

す
か

？
①

配
管

長
は

5
0

m
以

下
で

あ
る

。
②

配
管

サ
イ

ズ
は

配
管

サ
イ

ズ
制

限
表

を
満

た
す

。
③

室
内

外
ユ

ニ
ット

間
の

高
低

差
は

下
記

を
満

た
す

。
　

　
室

外
ユ

ニ
ット

が
上

の
場

合：
3

0
m

以
下

　
　

室
外

ユ
ニ

ット
が

下
の

場
合：

1
5

m
以

下

修
正

不
能

既
設

配
管

を
ご

使
用

に
な

れ
ま

す
。

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量
計

算
式

追
加

チ
ャ

ー
ジ

量（
kg

）=｛
主

配
管

長（
m

）ー
表

の
チ

ャ
ー

ジ
レ

ス
長（

m
）｝

×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）
+

分
岐

管
総

長（
m

）×
表

の
配

管
1

m
当

た
り

の
追

加
チ

ャ
ー

ジ
量（

kg
/m

）

※
計

算
の

結
果

が
負

の
値

に
な

る
場

合
は

追
加

チ
ャ

ー
ジ

不
要

で
す

。
例

）既
設

配
管

2
0

m（
液

管
φ

1
2

.7
、ガ

ス
管

φ
1

9
.0

5
）を

使
用

し
て

、V
P

1
6

0（
シ

ン
グ

ル
機

）を
設

置
す

る
場

合
。

（
2

0
m

ー
1

5
m

）×
0

.1
1

kg
/m

=
0

.5
5

kg
を

追
加

チ
ャ

ー
ジ

す
る

。
〈

分
岐

管
を

流
用

可
能

な
既

存
ユ

ニ
ッ

ト
機

種
〉

● 　
既
存
ユ
ニ
ッ
ト
の
分
岐
管
は
耐
圧
強
度
不
足
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
製
R
3
2
用
の
分
岐
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
＊

＊
＊

に
は

能
力

を
示

す
数

字
が

入
り

ま
す

。

注
意

既
設
ユ
ニ
ッ
ト
で
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
①

→
②

→
③

→
④

の
順

番
）

①
3

0
分

間
冷

房
運

転
②

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
な

ど
で

室
内

ユ
ニ

ッ
ト

吸
込

口
を

完
全

に
閉

塞
し

3分
間

冷
房

運
転

（
液

バ
ッ

ク
運

転
）

③
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

液
操

作
弁

を
締

め
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
（

冷
媒

回
収

）
④

窒
索

ガ
ス

に
よ

る
ブ

ロ
ー

　
※

ブ
ロ

ー
に

よ
り

変
色

し
た

冷
凍

機
油

や
油

以
外

の
残

留
物

が
排

　
出

さ
れ

た
場

合
は

「
配

管
洗

浄
」

ま
た

は
「

新
規

配
管

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

　
●

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

は
流

用
せ

ず
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
付

属
の

も
の

を
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

  ま
た

フ
レ

ア
は

R
3

2
用

に
再

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
●

現
地

設
定

ス
イ

ッ
チ

SW
5－

1を
O

N
に

し
て

く
だ

さ
い

。
（

ガ
ス

配
管

サ
イ

ズ
が

φ
19

.0
5の

場
合

）

<
既

設
ユ

ニ
ッ

ト
が

冷
房

運
転

で
き

な
い

場
合

>
本

機
種

は
内

蔵
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
キ

ッ
ト

に
よ

る
洗

浄
運

転
に

よ
り

、
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
詳

細
は

ハ
イ

パ
ー

イ
ン

バ
ー

タ
既

設
配

管
洗

浄
運

転
手

順
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

し
て

も
既

設
配

管
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
別

売
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

キ
ッ

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
下
記
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
冷

媒
回

収
機

で
冷

媒
を

回
収

く
だ

さ
い

。
②

既
設

配
管

内
の

冷
凍

機
油

の
汚

れ
を

確
認

く
だ

さ
い

。
　

色
標

5
.0

以
上

の
黒

色
、

褐
色

（
＊

）
、

多
量

の
残

渣
、

異
臭

が
あ

る
場

合
「

配
管

洗
浄

」
ま

た
は

「
新

規
配

管
」

を
ご

使
用

お
ね

が
い

し
ま

す
。

　
　

＊
冷

凍
機

油
の

色
標

は
カ

タ
ロ

グ
の

末
頁

を
参

考
く

だ
さ
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１
）

試
運

転
方

法
1

）
現

地
接

定
ス

イ
ッ

チ
S

W
3

-3
，4

に
よ

り
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
側

か
ら

試
運

転
が

可
能

で
す

。
2

）
S

W
3

-3
を

O
N

す
る

こ
と

で
圧

縮
機

が
運

転
し

ま
す

。
3

）
S

W
3

-4
が

O
FF

状
態

で
冷

房
試

運
転

を
行

い
、

O
N

状
態

で
は

暖
房

運
転

を
行

い
ま

す
。

4
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試
運
転
終
了
後
は
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必
ず
Ｓ
Ｗ
3
-3
を
O
FF
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。
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運
転

状
態
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ェ
ッ

ク
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力
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込
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力
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室
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ユ

ニ
ッ

ト
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し
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サ
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冷媒配管工事説明書冷媒配管工事説明書 PSC012D007B

本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

警告
●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付過ぎによるフレア部の破損に注意してく
ださい。
フレア部のゆるみ、締付過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32 または R410A）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32またはR410A対応機としての注意点
●R32またはR410A以外の冷媒は使用しないでください。R32およびR410Aは従来の冷媒（R22など）に

比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32またはR410A機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内

のチェックジョイント径を変更しています。また、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法および
フレアナットの対辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A
専用ツールを準備してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプタ

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業
すること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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フレア加工の不具合例 （図D)

■接続部（A） ■接続部（B）

注記

同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方
向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍機
油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点

④ろう付接続に関する注意点

1

3 4裏面へつづく

2

③冷媒配管施工上の注意点の続き

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ

く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

本製品の据付後、「（冷媒漏えい）点検・整備記録簿：裏面に添付」を作成していただき、フロン排出抑制法に基づいて

「（冷媒漏えい）点検・整備記録簿」を保管いただくようお客様にご説明ください。

（圧縮機の電動機定格出力が 7.5kW 未満のユニットの場合）⑶　フロン排出抑制法に基づく管理のお願い

PSA012B794 A
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冷媒配管工事説明書冷媒配管工事説明書 PSC012D007B

本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

警告
●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付過ぎによるフレア部の破損に注意してく
ださい。
フレア部のゆるみ、締付過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32 または R410A）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32またはR410A対応機としての注意点
●R32またはR410A以外の冷媒は使用しないでください。R32およびR410Aは従来の冷媒（R22など）に

比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32またはR410A機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内

のチェックジョイント径を変更しています。また、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法および
フレアナットの対辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A
専用ツールを準備してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプタ

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業
すること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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フレア加工の不具合例 （図D)
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注記

同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸方
向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍機
油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点の続き

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ

く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

⑷　冷媒配管工事 PSC012D007B F
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本説明書は冷媒配管工事に関する一般事項について示したものです。
室外ユニット据付説明書・室内ユニット据付説明書・他の説明書を合わせてご覧ください。

安全上のご注意

①現地配管と配管継ぎ手の準備

②既設配管再利用時の確認・点検事項

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は、「　警告」「　注意」に区分していますが、誤った据付けをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び

つく可能性が大きいものを特に「　警告」の欄にまとめて記載しています。しかし、「　注意」の欄に記載した事項でも、状況によっ
ては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

●ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。
●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって「安全上のご注意」や正しい使用方法、お手入

れの方法をご指導ください。
●据付説明書は、取扱説明書と共に、お客様で保管頂くように依頼してください。またお使いになる方が代わられる場合は、新しくお使

いになる方に、取扱説明書をお渡しくださるよう依頼してください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う

警告
●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン JRA GL-13 に従い、万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が
必要です。
限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●据付工事完了後冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

●配管、フレアナット、工具は R32 または R410A 専用のものを使用する。
既存（R22）部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破損などの重大な事故の原因になります。

●フレアナットの締付はダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付け過ぎによるフレア部の破損に注意して
ください。
フレア部のゆるみ、締付け過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、機密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けないでください。
冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空
気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破損、ケガ等の原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32）以外の空気等を入れない。
空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破損、ケガ等の原因になります。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に侵入した場合、ドレンパン等に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。
ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態にしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32対応機としての注意点
●R32以外の冷媒は使用しないでください。R32は従来の冷媒（R22など）に比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ

イント径を変更しています。又、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対
辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A専用ツールを準備
してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプター

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32またはR410A冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、またはH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、またはJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32またはR410A用のフレア加工（図Ａ、図
Ｂ、表３）をしてください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士又は、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること。

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

⒝低温ろう（溶融温度が450℃未満のもの、いわゆる“はんだ”）は、強度が弱く冷媒漏えいを起こすおそれがあるた
め、使用しない。

⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな
い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する。
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不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる機密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

冷媒R32対応機としての注意点
●R32以外の冷媒は使用しないでください。R32は従来の冷媒（R22など）に比べ圧力が1.6倍高くなります。
●R32機は、他冷媒誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ

イント径を変更しています。又、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対
辺寸法を変更しています。従って、施工、サービス時には、右表に示すR32またはR410A専用ツールを準備
してください。

●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チ
ャージホースは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不
足等の原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●室内ユニットはR32またはR410A専用機となります。接続可能な室外ユニットはカタログ等で確認してく

ださい。（他の室内ユニットを接続すると正常に運転できません。）

R32またはR410A専用ツール

a)

b)

c)

d)

e)

f)

g)

h)

ゲージマニホールド

チャージホース

冷媒充填用電子はかり

トルクレンチ

フレアツール

出し代調整用配管ゲージ

真空ポンプアダプター

ガス漏れ検知器

⑴配管および配管継手は、その配管に傷がないこと、および経時硬化していないものを用い、フレアおよびろう付管継手にあっては、
　JIS B 8607に規定したものを使用すること。
⑵フレア加工する銅管はO材、OL材を使用する。また、R32冷媒で外径19.05mmはO材では肉厚1.2mmを使用しなければならない。
⑶ろう付接続する銅管は、外径19.05 mm 以上は1/2H、又はH 材の使用を推奨する。
⑷フレアナットは製品付属のもの、又はJIS B 8607適合品を使用すること。

⑴フレアナットは流用せずユニットに付属のものを使用し、部分的に交換した新しい配管に、R32用のフレア加工（図Ａ、図Ｂ、表３）をして
ください。

⑵配管肉厚、設置年数、過去に配管腐食による漏えいの有無確認を行ってください。
　⇒再利用する既設配管に､ガス漏れはありませんか？
⑶既設配管の気密確認をしてください。
　気密不良の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑷配管に腐食、亀裂、傷、変形、劣化などが無いかを可能な限り点検してください。
　⇒再利用する既設配管に､腐食・傷・へこみはありませんか？
⑸不具合部分を修正してください。
　⇒修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。
⑹再利用する既設配管の断熱材に､剥がれ､劣化はありませんか？
　配管支持金具は緩んでいませんか？
⑺不具合部分を修正してください。
　修正不能の場合。既設配管を再利用できません。新規配管をご使用ください。

既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの説明書またはカタログ・技術資料で確認すること。

⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士又は、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

⒝低温ろう（溶融温度が450℃未満のもの、いわゆる“はんだ”）は、強度が弱く冷媒漏えいを起こすおそれがあるた
め、使用しない。

⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな
い場合がある。

⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。 ⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する
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配管径
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d
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フレア外径
D
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R32

0.7～1.3

従来ツール

フレア加工 頭出し寸法　mm

リジッド（クラッチ式）

0.8

0.8

0.8

1.0

1.2

1.0

1.0

1.0

1.0

1.1

1.35

14 ～ 18

34 ～ 42

49 ～ 61

68 ～ 82

100 ～ 120

配管径　mm  最少肉厚　mm  質　　別 フレアーナット
締付トルク　N･m

O材　OL材

1/2H材 H材

JIS H 3300 C1220T　リン脱酸銅継目無管
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×

フレア加工の不具合例 （図D)

■接続部（A） ■接続部（B）

注記

同一締付けトルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、又はフレア外面への冷凍
機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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③冷媒配管施工上の注意点

④ろう付接続に関する注意点
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③冷媒配管施工上の注意点の続き
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⑴配管は、接続の直前まで密栓・キャップ等でカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入らないようにすること。

⑵冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように配管する。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径を配管外径の4倍以上にする
こと。

⑶冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが2/3D以下につぶれないようにすること。
⑷作業手順

①パ イ プ 切 断：パイプの長さに余裕（30～50mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にする。
②バ　リ　取　り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用する。
③バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去する。
④フ レ ア 加 工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（図Ａ,表３）、フレア内

面はキズがないように真円で均一に加工する。
⑤フレア部の確認：（図Ｂ、表３）にて寸法を確認し、図Ｄのような形状となっていないか確認する。
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フレア加工の不具合例 （図D)

③冷媒配管施工上の注意点
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類およびろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まりおよび圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、または減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷および変質を防ぐため、金属板による
しゃ蔽保護並びにウエスを水に浸して保護する、または熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒および冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注
意を要する。

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）
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④ろう付接続に関する注意点の続き
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⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること。

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

φ5 以上 φ8 未満

φ8 以上φ12 未満

φ12 以上φ16 未満

φ16 以上φ25 未満

φ25 以上φ35 未満

φ35 以上φ45 未満

6
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10
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14

0.05～0.35

0.05～0.45

0.05～0.55

配管径
DB

最小はまり込み深さ
B

すき間
A－D

（表4）

（図E）

■接続部（A） ■接続部（B）

注記

同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、またはフレア外面への冷
凍機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類およびろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まりおよび圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、または減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷および変質を防ぐため、金属板による
しゃ蔽保護並びにウエスを水に浸して保護する、または熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒および冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注
意を要する。

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）
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⑴ろう付作業は高度な技術と経験を要するため、労働安全衛生法で定めた溶接技能士または、ガス溶接技術講習を終了した者が作業す
ること。

⑵ろう付接合面を重ね、そのすき間にろう材を溶着させるため、接合面積を十分に取り、適切なすき間を取る。
⑶銅管継手の最少はまり込み深さと、管外径と継手内径のすき間は、表４のとおり。
⑷銀ろうの場合のすき間は0.05mm～0.1mm 程度が、接続強度を最も高くすることができる。

⑸ろう材については、次の注意事項を遵守する。
⒜亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では、りん銅ろうBCuP はイオウと反応しやすく、水溶性のもろい化合物

を作り、冷媒漏えいの原因となるので、他のろう材（例えば銀ろう）にする。また、ろう付部を塗装するなどの対策
が必要。

め、使用しない。
⒞修理などで再ろう付する場合は、同一ろう材を使用する。ろう材の名称が同じでも号数が異なれば、再ろう付できな

い場合がある。

⑸フレアーナットは、トルクレンチを使用して、表２のトルクで締付けること。
　図の様にユニオン側又は操作弁側を固定して適性なトルクで締付ける。

φ5 以上 φ8 未満

φ8 以上φ12 未満

φ12 以上φ16 未満

φ16 以上φ25 未満

φ25 以上φ35 未満

φ35 以上φ45 未満
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配管径
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B

すき間
A－D

（表4）

（図E）

■接続部（A） ■接続部（B）

注記

同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食割れの原因となることがあるため、ユニオンねじ部、またはフレア外面への冷
凍機油塗布は推奨しない。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内面へのみとすること。
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⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、または窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側およびガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付トルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付トルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

（図J）

真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引きまたは修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。始
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素及び可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類
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真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。
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④ろう付接続に関する注意点の続き ⑤気密試験

⑥真空引き

⑦冷媒の封入と記録　操作弁を開く

⑧配管の断熱工事

（図G）

5

7 8

6

PSC012D007B

冷
媒
封
入

１時間以上
放置し真空ゲージ計の

上昇がないこと。

⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素および可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ
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ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの
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真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。
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以上真空引きを行い、配管内の真空
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素及び可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）
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真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。

真
空
引
き
開
始

真
空
引
き
完
了

気
密
試
験
合
格

修
理

気
密
試
験

Yes

No

④ろう付接続に関する注意点の続き ⑤気密試験

⑥真空引き

⑦冷媒の封入と記録　操作弁を開く

⑧配管の断熱工事

（図G）
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⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、または窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側およびガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付トルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付トルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

（図J）

真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引きまたは修理後 気密試験を行ってください。
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⑹フラックスを使用する場合は、母材の種類、形状及びろう材の種類及びろう付の方法などによって、適切なフラックスの選定が必要となる。表5にフ
ラックスの分類を示す。注意事項を次に示す。
⒜ろう付後、フラックスを除去する。
⒝フラックスに含まれる塩素が配管内に残量すると冷凍機油が劣化する原因になるので、塩素含有率の低いフラックスを選定する。
⒞フラックスに水を追加する場合は、塩素を含まない蒸留水を使用する。その他、JIS Z 3621参照。

⑺ろう付作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素ガスを流しながら（窒素ガスブロー）施工する。
⑻酸化皮膜が発生すると、はがれてキャピラリチューブ・膨張弁の詰まり及び圧縮機の故障の原因になる。
⑼作業手順は、次による。

①窒素容器に減圧弁と流量計を付ける。
②配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付ける。
③配管材と挿入する窒素用導管のすき間は、図Ｆのように外から空気が混入するのを防ぐためにシールする。
④窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放する。
⑤窒素ガスの流量は0.05㎥/h、又は減圧弁で0.02MPa（0.2 kgf/㎠）以下が適当。
⑥ろう材に適した温度でろう付する。
⑦操作弁と配管とのろう付は、弁本体を濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
⑧作業後、配管がある程度冷えるまで（手でさわれる程度、やけど注意）窒素ガスを流したままにする。
⑨ろう付作業後フラックスは完全に除去する。

⑽ろう付時の注意事項は、次による。
⒜過 　 熱 　 防 　 止 ろう付加熱により母材の内外面は酸化するが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷媒系統

のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付適正温度でしかも必要最小限の加熱面積でろう付す
る。

⒝過 　 熱 　 保 　 護 バーナーの火炎によるろう付部に近い部品の火災による過熱損傷及び変質を防ぐため、金属板による遮蔽
保護並びにウエスを水に浸して保護する、又は熱吸収材を使い過熱保護する。

⒞ろ う 付 後 の 冷 却 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨する。
⒟ろ う 付 時 の 固 定 溶融したろう材が凝固する時、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付部に割れが入り漏えいの原因と

なる。
⒠酸化防止剤について ろう付作業の効率化のため、各種酸化防止剤が出回っている。しかし、その成分は多種多様であり、中に

は配管を腐食し、HFC 冷媒及び冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあるので、注意
を要する。

注a）文字板の大きさは、75mm以上のものを使用する。最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上2倍以下のものを使用する。
 精度1.6級以上のものを使用する。
注b）店舗用：室内ユニット側に仕切りがない場合は、ガス管/液管どちらか片方からの加圧のみでも可。
 マルチ：室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、ガス管/液管両方に加圧すること。
 　　（新品出荷時点は膨張弁は開で出荷。通電後に停止した場合は膨張弁は閉となっています。）
⑴気密試験方法

①気密試験は、窒素ガスで機器の気密試験圧力まで、冷媒配管内を加圧して行うため、図Gを参考に器具類を接続する。
注記1 気密試験時に機器を運転してはならない。
注記2 加圧ガスにはフロン類、酸素および可燃性ガスなどは絶対に使用しない。
注記3 機器側の操作弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意する。
注記4 室内ユニット側に膨張弁等による仕切りがある場合は、必ず液管、ガス管の両方に加圧し気密試験を実施する。
注記5 ろう付後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意する。

②加圧は一度に試験圧力値まで昇圧せず、徐々に加圧する。
注記1 0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記2 1.5MPaまで加圧し、再び5分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認する。
注記3 その後に試験圧力値まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。

③規定値で約一昼夜放置し、圧力が低下していなければ合格とする。
　容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意する。
　例 （測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273十測定時温度（℃））/（273十加圧時温度（℃））｝
④上記②,③の確認で、圧力低下が認められた場合は漏えいがあるので、必ず補修し再度漏えいのないことを確認する。

配管施工が終了した後、漏えいの有無を検査するため、配管に窒素ガスを加圧封入し圧力計の針の動きによって漏えいがないことを
確認する。
図Gに示す装置を用いて窒素ガスにより加圧し、漏えいが予想される箇所に発泡液を塗布して泡の発生がないことを確認する。

⑴気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、又は窒素ガスを排除するため、真空ポンプで真空引きを行ってください。
⑵冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、禁止されています。
⑶真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプタを使用ください。

⑴冷媒の封入は必ずはかりを使用して計量しながら行ってください。チャージシリンダは絶対使用しないでください。
⑵操作弁を閉じたまま、必ず液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液

側、ガス側ともに全開にした後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバ
ルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引された時にはガス化しているように調
整してください。

⑶運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分以内に完了してください。冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原
因となります。

⑷室外ユニット説明書に従って配管長から算出した冷媒量を決定し、その追加した冷媒量を室外ユニットサービスパネル裏面の冷媒
量記入欄に記入してください。

⑸冷媒封入作業完了後、冷媒液側及びガス側の操作弁を全開にしてください。
⑹バルブはキャップを被せ、所定のトルクで締付けてください。
　チャージポート・チェックジョイントのキャップの締付けトルク：11～13N･m
　操作弁のキャップの締付けトルク：30～33N･m

⑴断熱工事は、気密試験の時に漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行う。
⑵埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
⑶配管接続部が天井内にある場合にも必ず点検口を設けてください。
⑷断熱材は120℃以上の耐熱性のあるものをご使用ください。耐熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。
⑸防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財等を濡らす原因となることがあります。
⑹ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります。また、暖房時には吐出ガスが流

れ、管表面温度が高温となるため、人に接触すると火傷などの危険があります。
⑺室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。（ガス管・液管共に断熱してください。）
⑻断熱はガス側、液側配管共両方に行ってください。その際断熱材と配管を密着させて隙間ができないように接続線と共に外装テー

プで巻いてください。
⑼本エアコンはＪＩＳ露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度70％※を超える天井内等では、ガス

側、液側配管共厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
　※中温パッケージの場合は相対湿度60％

表５　フラックスの分類

AW5
No. 使用形状 ろうのタイプ

FB3-A

FB3-C

FB3-D

FB3-K

FB4-A

ペースト

ペースト

ペースト

液　　状

ペースト

565～870

565～925

760～1205

760～1205

595～870

BAg，BCuP

BAg，BCuP

BAg，BCuP，
BNi
BAu，BCuZn，
BAg，BCuP
BCuZn，BAg，
BCuP

ほう酸塩
フッ化物
ほう酸塩，ボロン，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
ほう酸塩，
フッ化物
塩化物，ほう酸塩，
フッ化物

すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
すべてのろう付できる
鉄，非鉄金属合金
Al 青銅，Al 黄銅，Ti 及び他の
金属が少量添加されたもの

活性温度範囲
単位 ℃ フラックスの組成 母材の種類

（図Ｆ）

流量計M
操作弁

φ6.35パイプ

テーピング

管端はテープ等にて抵抗をつけて
管内に窒素を充填させてください

ろう付

潰す

粘着テープ

〈N2〉
ス
ガ
素
窒

窒素ガス（N2）以外の使用は不可

圧力計a)圧力計a)

圧力計a)

室内ユニット側に仕切りがある場合b)

点線部も接続する

液管側サービスポート

ガス管側サービスポート

液管

ガス管

操作弁

操作弁室内ユニットへ

室外ユニット

ス
ガ
素
窒

操作弁閉

1.5MPa
5分間放置

試験圧力
約一昼夜放置

修理 大気圧まで減圧

漏えい箇所調査

合格

スタート

圧力
低下
なし

圧力
低下
なし

圧力
低下
なし

Yes

No No

Yes

No

Yes0.5Mpa
5分間放置

液管・ガス管の
両方に加圧

（図H）

（図J）

真空ゲージ計が上昇した場合は、配管内に水分が残っているか、
漏れ箇所があります。
再度真空引き又は修理後 気密試験を行ってください。

－101kPa（5Torr）に達してから１時間
以上真空引きを行い、配管内の真空
乾燥を行ってください。始

開
き
引
空
真

了
完
き
引
空
真

格
合
験
試
密
気

理
修

験
試
密
気

Yes

No

④ろう付接続に関する注意点の続き ⑤気密試験

⑥真空引き

⑦冷媒の封入と記録　操作弁を開く

⑧配管の断熱工事

（図G）
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入
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媒
冷

１時間以上
放置し真空ゲージ計の

上昇がないこと。
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ガ ス 側 分 岐 管

渡り配管（φ9.52）

140 71＋71 ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID15.88
①

②
ID15.88

ID15.88
③

PSB012D865

●分岐管セットは、接続される室内ユニットの合計容量に応じて正しく選定し、本書に従って配管を接続してください。
　誤まって接続した場合は、能力の低下やユニットの異常停止の原因になります。
●配管部の断熱は、本書に従って確実に実施してください。
　不確実な場合は、能力の低下や配管への結露水により、水漏れの原因になります。
●冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故につながる恐れがありますので、設置工事部品は、必ず付属部品および
　指定の部品をご使用ください。

警　告・注　意

本書は、ツイン・トリプル・Ｗツイン（システム）の配管接続に必要な分岐管セットの使い方について説明するものです。配管工事の
詳細、ユニットの据付および電気配線工事については、室外・室内ユニットの据付説明書、工事説明書をご覧ください。

接続する室外・室内ユニットの容量に応じ、以下の内容に従って各分岐管セット内の異径継手をろう付してください。

1. 分岐管セット仕様

2. 配管接続要領

分岐以降の配管長差が3m以上10m以下の場合
2-3　同機種同容量、異機種同容量のトリプルの接続

（１）下表にて、分岐管セットが正しく選定されていることと、セット内の部品仕様を確認してください。
（２）配管の接続は下表に従って行い、室外ユニットからの配管は必ず①の接続部に、室内ユニットからの配管は必ず②、③、④の接続
　　  部にろう付してください。

（３）分岐管は、必ず下図に示す姿勢になる様に接続してください。

＜取付姿勢＞ ２分岐

３分岐

IDは内径寸法、ODは外径寸法を示します。

床面　　　　　部を床面と平行
に取付けてください。

　　　　　部を床面と垂直
に取付けてください。

床面

床面

床面

床面

床面

室外ユニット
室内ユニット

a

b

G

分岐管室内容量室外容量 分岐管セット形式 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管

50＋50＋50

a

DIS-WA1160

b

分岐管セット形式

DIS-WA1G
（2分岐用セット）

DIS-TA1G
（3分岐用セット）

対応可能室外・室内組合せ
室外容量 室内容量

160 50＋50＋50

部　　　品　　　一　　　覧
液配管用分岐管 ガス配管用分岐管 異　径　継　手 断　熱　材

ID9.52

ID9.52
ID9.52

ID9.52

ID9.52

ID15.88
ID9.52

ID15.88 ID15.88 OD15.88

ID9.52

ID15.88

ID12.7

液・ガス用
各１個

液・ガス用
各１個

１個 １個

２個

３個

１個 １個

① ①

①
② ③ ④

①

② ②

③

②

③

③
④

継手A

継手A

フレア接続
（室内接続部用）

フレア接続
（室内接続部用）

80＋80160

71＋71140

56＋56112

ID12.7
２個継手B

注 意 接続する室内ユニットの容量が56の場合、分岐管（分岐管～室内ユニット）の液管サイズは、φ9.52を必ず使用し
てください。
室内ユニット（液管側φ6.35）への接続は、付属の異径継手Aを使用し、以下の要領に従ってください。

ろう付

液側渡り配管（φ9.52）

フレアナットφ6.35

継手A 室内ユニット液側接続部へ

注 意

2-1　DIS-WA1
※配管長差が3m以上の接続は不可

2-2　DIS-TA1　分岐以降の配管長差が3m未満に適用

対応可能組み合せ 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管室外容量 室内容量

ID9.52

継手A

継手A
フレア接続
（φ6.35）参照

注 意
参照

対応可能組み合せ 液 側 分 岐 管室外容量 室内容量

継手B

ID15.88ID9.52
①①

②
②

③
③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

フレア接続
（φ6.35）

継手A

継手A

②
③

④①

ID12.7

ID12.7

継手B

160 80＋80

112 56＋56
160 50＋50＋50

ID9.52
注 意
参照

ID9.52
① ②

③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

継手A
継手B

ID15.88
①

②

③

ID12.7

ID15.88

注 意
参照

継手B

ID15.88ID9.52
①①

②
②

③
③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

フレア接続
（φ6.35）

継手A

継手A

ID12.7

ID12.7

継手B

ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID15.88
①

②
ID15.88

ID15.88
③

ID15.88
① ② ③ ④

ID12.7

⑸　分岐管セットの据付
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ガ ス 側 分 岐 管

渡り配管（φ9.52）

140 71＋71 ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID15.88
①

②
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ID15.88
③
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●本セットは、冷媒R410A用です。
●分岐管セットは、接続される室内ユニットの合計容量に応じて正しく選定し、本書に従って配管を接続してください。
　誤まって接続した場合は、能力の低下やユニットの異常停止の原因になります。
●配管部の断熱は、本書に従って確実に実施してください。
　不確実な場合は、能力の低下や配管への結露水により、水漏れの原因になります。
●冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故につながる恐れがありますので、設置工事部品は、必ず付属部品および
　指定の部品を御使用ください。

警　告・注　意

本書は、ツイン・トリプル・Ｗツイン（システム）の配管接続に必要な分岐管セットの使い方について説明するものです。配管工事の
詳細、ユニットの据付および電気配線工事については、室外・室内ユニットの据付説明書、工事説明書を御覧ください。

接続する室外・室内ユニットの容量に応じ、以下の内容に従って各分岐管セット内の異径継手をろう付してください。

1. 分岐管セット仕様

2. 配管接続要領

分岐以降の配管長差が3m以上10m以下の場合
2-3　同機種同容量、異機種同容量のトリプルの接続

（１）下表にて、分岐管セットが正しく選定されていることと、セット内の部品仕様を確認してください。
（２）配管の接続は下表に従って行い、室外ユニットからの配管は必ず①の接続部に、室内ユニットからの配管は必ず②、③、④の接続
　　  部にろう付してください。

（３）Wツイン（室内ユニット4台）の配管接続を行う場合は、「2-7. Wツインの接続」を参照ください。
（４）分岐管は、必ず下図に示す姿勢になる様に接続してください。

＜取付け姿勢＞ ２分岐

３分岐

IDは内径寸法、ODは外径寸法を示します。

床面　　　　　部を床面と平行
に取り付けてください。

　　　　　部を床面と垂直
に取り付けてください。

床面

床面

床面

床面

床面

室外ユニット
室内ユニット

a

b

R410A用
F

分岐管室内容量室外容量 分岐管セット形式 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管

50＋50＋50

a

DIS-WA1G160

b

分岐管セット形式

DIS-WA1
（2分岐用セット）

DIS-TA1
（3分岐用セット）

対応可能室外・室内組み合せ
室外容量 室内容量

160 50＋50＋50

部　　　品　　　一　　　覧
液配管用分岐管 ガス配管用分岐管 異　径　継　手 断　熱　材

ID9.52

ID9.52
ID9.52

ID9.52

ID9.52

ID15.88
ID9.52

ID15.88 ID15.88 OD15.88

ID9.52

ID15.88

ID12.7

液・ガス用
各１ヶ

液・ガス用
各１ヶ

１ヶ １ヶ

２ヶ

３ヶ

１ヶ １ヶ

① ①

①
② ③ ④

①

② ②

③

②

③

③
④

継手A

継手A

フレア接続
（室内接続部用）

フレア接続
（室内接続部用）

ID9.52 ２ヶ
継手A

フレア接続（室内接続部用）DIS-TB1
（3分岐用セット）

112＋112

80＋140

140＋140

224

224

280

50＋112
80＋80
63＋80
71＋71

160

50＋71

140

56＋56
112

40＋4080

80＋80＋80

ID9.52

ID9.52 ID25.4

ID15.88

液・ガス用
各１ヶ１ヶ １ヶ

①
② ③ ④

①
②

③
④

ID12.7
２ヶ継手B

ID12.7OD15.88
１ヶ継手B

ID9.52OD12.7
１ヶ継手C

OD9.52ID12.7
１ヶ継手D

DIS-WB1
（2分岐用セット）

ID9.52

ID12.7
ID9.52

ID15.88

ID15.88ID25.4 液・ガス用
各１ヶ１ヶ １ヶ

① ①② ②

③③

注 意 接続する室内ユニットの容量が40, 50, 56, 63の場合、分岐管（分岐管～室内ユニット）の液管サイズは、φ9.52を
必ず使用してください。
室内ユニット（液管側φ6.35）への接続は、付属の異径継手Aを使用し、以下の要領に従ってください。

ろう付

液側渡り配管（φ9.52）

フレアナットφ6.35

継手A 室内ユニット液側接続部へ

注 意

2-1　DIS-WA1G
※配管長差が3m以上の接続は不可

2-2　DIS-TA1G　分岐以降の配管長差が3m未満に適用

対応可能組合せ 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管室外容量 室内容量

ID9.52

継手A

継手A
フレア接続
（φ6.35）参照

注 意
参照

対応可能組合せ 液 側 分 岐 管室外容量 室内容量

継手B

ID15.88ID9.52
①①

②
②

③
③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

フレア接続
（φ6.35）

継手A

継手A

②
③

④①

ID12.7

ID12.7

継手B

160 80＋80

112 56＋56
160 50＋50＋50

ID9.52
注 意
参照

ID9.52
① ②

③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

継手A
継手B

ID15.88
①

②

③

ID12.7

ID15.88

注 意
参照

継手B

ID15.88ID9.52
①①

②
②

③
③

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続
（φ6.35）

フレア接続
（φ6.35）

継手A

継手A

ID12.7

ID12.7

継手B

ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID15.88
①

②
ID15.88

ID15.88
③

ID15.88
① ② ③ ④

ID12.7

Wツイン（室内ユニット４台接続。ただし室外容量は、224・280のみ）の配管接続は以下のようになります。

2-7　Ｗツインの接続

3. 断 熱 工 事
（１）本ユニットは、液配管にも結露水が発生します。液側配管・ガス側配管共、確実に断熱してください。
（２）分岐管部は、各分岐管セット内の断熱材を必ず使用し、以下の要領に従って断熱してください。

１. 内側には全面に接着剤がついています。
　  セパレータを剥がして、分岐管に貼付けてください。

２. 分岐管部の断熱材と現地配管側の断熱材との継ぎ目を上記の
　  様に断熱材（現地手配）を用い、///部の隙間はテーピングにて
　  仕上げてください。

断熱材（パイプインシュレーション等）現地手配

現地配管部断熱材

分岐管部断熱材

室外ユニット 室内ユニット

a

b

b

室外容量 室内容量

224

280

56×４台

71×４台

分岐管 分岐管セット形式 室外容量 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管

a

b

224

280

224

280

DIS-WB1G

DIS-WA1G

分岐以降の配管長差が3m未満に適用
※配管長差が3m以上の接続は不可

2-6　同機種異容量、異機種異容量のトリプルの接続

室外ユニット
室内ユニット

a

A

B

C

b

分岐管室内容量室外容量 分岐管セット形式 液 側 分 岐 管 ガ ス 側 分 岐 管

71＋71＋140
または

80＋80＋112

a

280

b

DIS-WB1G

DIS-WA1G

ID12.7

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

ID25.4
①

②

③

ID15.88

ID15.88

ID15.88
①

②
ID15.88

ID15.88
③

室内容量室外容量 A

71＋71＋140

80＋80＋112 112

140

B

80

71

C

80

71
280

接続位置

継手C

ID9.52

ID9.52

ID9.52

① ②

③

ID12.7

ID9.52

ID9.52

①
②

③

継手A

継手A

ID9.52
①

②

③

フレア接続（φ6.35）

渡り配管
（φ9.52）

フレア接続（φ6.35）

注 意 参照

ID25.4
①

②

③

ID15.88

ID15.88

ID9.52

ID9.52

ID9.52

①
②

③

継手B

継手B

ID15.88
①

②

③

ID12.7

ID12.7

ID15.88
①

②
ID15.88

ID15.88
③
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⑹　既設配管洗浄手順
　　適用機種：VP112 〜 160 形

 PSC012D013C D
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DESP-FP-2370

　⑴　圧縮機回転数の決定
　　　ユニットの要求回転数
　　⒜　冷房・除湿運転	 単位：rps

P112形 P140形 P160形

最高要求回転数

室内風量「P急」 66 80 85

室内風量「急」 55 60 70

室内風量「強」 45 45 45

室内風量「弱」 35 35 40

最低要求回転数 11 11 11

　　⒝　暖房運転	 単位：rps
P112形 P140形 P160形

最高要求回転数

室内風量「P急」 110 120 120

室内風量「急」 76 84 90

室内風量「強」 42 46 50

室内風量「弱」 34 34 50

最低要求回転数 11 11 11

　　⒞　�リモコンより「サイレントモード開始」信号を受信した場合の最高要求回転数	
室外制御基板上のディップスイッチ（SW7-3）により，最高要求回転数を切換えます。

	 単位：rps
P112形 P140形 P160形

最高要求回転数

冷房・除湿
SW7-3	OFF 65 73 82

SW7-3	ON 58 58 58

暖房
SW7-3	OFF 73 82 92

SW7-3	ON 59 59 59

　　⒟　冷房高外気温条件下での最高要求回転数　
外気温度（Tho-Ａ）により，最高要求回転数を切換えます。	 単位：rps

P112形 P140形 P160形

最高要求回転数

外気温度が37℃以上 58 80 83

外気温度が40℃以上 58 75 75

外気温度が46℃以上 58 70 70

　　⒠　暖房高外気温条件下での最高要求回転数　
外気温度（Tho-Ａ）により，最高要求回転数を切換えます。	 単位：rps

P112形 P140形 P160形

最高要求回転数
外気温度が18℃以上 46 72 78

外気温度が10℃以上 77 85 85

　　⒡　熱交温度による最高要求回転数の切換え
　ⅰ�　冷房・除湿時は，室外熱交温度（Tho-R），暖房時は室内熱交温度（Thi-R）により，最高要求回転数を切換えます。
　ⅱ　室内熱交温度（Thi-R）が2つある場合は，大きい方の値を使用します。
� 単位：rps

P112形 P140形 P160形

最高要求回転数
冷房・除湿 室外熱交温度が 55℃以上 70 100 100

暖房 室外熱交温度が 55℃以上 100 100 100

室内ユニットおよびワイヤードリモコンの運転制御機能については技術資料4-525-1-D，
4-528-1-Dをご覧ください。

12.	マイコン運転制御機能
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⑵　圧縮機始動制御
　⒜　圧縮機始動は室内ユニットからのサーモＯＮ信号を受信した時点で圧縮機を始動します。
⒝　�ただし，電源ブレーカを投入後１回目の起動時においては，圧縮機の油上がりを防止するため，最大30分間の待機
状態（リモコンに「運転待機中」の表示）に入る場合があります。
室外ユニットが待機状態時に，リモコンで冷房/除湿/暖房の運転を選択した場合は，リモコンに３秒間「運転待機中」
の表示を行います。

⑶　圧縮機ソフト始動制御
　⒜　圧縮機保護始動Ⅰ

［制御条件］　　�通常は，本始動パターンにて圧縮機の運転回転数を上昇させます。
［制御内容］　　ⅰ　圧縮機の目標回転数をArpsとして始動させます。

�ただし，冷房・除湿時に外気温度（Tho-A）が35℃以上，暖房時に吸込温度（Thi-Ａ）が25℃
以上では，Ｃrpsで始動します。

� ⅱ　�圧縮機始動から30秒後に，圧縮機の目標回転数をＢrpsとし，2～ 4分間圧縮機の運転回転数を
固定し運転します。

運転モード A	rps B	rps C	rps
冷房・除湿 35 35 25
暖房 35 35 25

　⒝　圧縮機保護始動Ⅲ
［制御条件］　　�電源ブレーカ投入後の圧縮機始動回数が積算１回目の始動時。
［制御内容］　　運転モード，外気温度（Tho-A）に応じて以下の始動パターン�を選択し運転を行います。

　　ⅰ　冷房・除湿時の低回転数運転制御
［制御条件］　　�圧縮機保護始動Ⅲの条件が成立した時点で，冷房・除湿時の低回転数運転制御を行います。
［制御内容］　　1）　�圧縮機の目標回転数をＡrpsとして始動させます。ただし，外気温度（Tho-A）が35℃以上で

はＣrpsで始動します。
2）　�圧縮機始動から30秒後に，圧縮機の目標回転数をＢrpsとし，10分間圧縮機の運転回転数を�

固定し運転します。
3）　�その後，30分間は圧縮機回転数の上昇レートを6rps/2分に制限します。

運転モード A	rps B	rps C	rps
冷房・除湿 35 35 25

　　ⅱ　暖房時の低回転数運転制御
［制御条件］　　�圧縮機保護始動Ⅲの条件が成立し，下記条件を満たす場合に，暖房時の低回転数運転制御を行いま

す。
•�電源ブレーカ投入後から30分以上が経過している場合。

［制御内容］　　1）�圧縮機の目標回転数をＡrpsとして始動させます。ただし，吸込温度（Thi-A）が25℃以上かつ
外気温度8℃以上ではＣrpsで始動します。

2）�圧縮機始動から30秒後に，圧縮機の目標回転数をＢrpsとし，10分間圧縮機の運転回転数を�
固定し運転します。

3）�その後，30分間は圧縮機回転数の上昇レートを6rps/2分に制限します。

運転モード A	rps B	rps C	rps
暖房 35 35 25

⑷　室外ファン制御
　⒜　ファンタップとファン回転数　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：min-1

ファン回転数
ファンタップ 1 速 2速 3速 4速 5速 6速 7速
冷房・除湿 250 400 620 770 890 900 970
暖房 300 400 560 700 890 900 970

　⒢　前述の⒜から⒡項の制御が重複する場合は，重複した制御の中で，最も小さい値を最高要求回転数として運転します。

　⒣　暖房運転時，室内熱交温度が40℃以上になるまで１分ごとに回転数を+5rpsします。
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　⒝　冷房・除湿運転時のファンタップ制御
室外熱交温度（Tho-R1,�R2）と外気温度（Tho-A）によりファンタップを切換えます。
注⑴　Tho-R1,�R2はどちらか高い方で検知

ゾーン

ゾーン

7 速

7 速

5 速

4 速

7 速

5 速

4 速

2 速

7 速

5 速

3 速

2 速

5 速

3 速

2 速

1 速

外気温度（℃）
15 18

ゾーン

32 34

ゾーン

46 48 ゾーン

室外熱交温度（℃）
19 30

ゾーン

33

ゾーン

44

54

ゾーンd

ゾーン

ゾーン

ゾーン

ゾーンd

c

b

a

c

b

aA

B

C

D

ゾーンA ゾーンB ゾーンC ゾーンD

7 速

6 速

5 速

4 速

7 速

3 速

3 速

2 速

6 速

3 速

3 速

2 速

5 速

3 速

2 速

1 速

ゾーン

ゾーン

ゾーン

ゾーンd

c

b

a

ゾーンA ゾーンB ゾーンC ゾーンD

◦サイレントモード時◦通常モード時

⒞　暖房運転時のファンタップ制御
       室外熱交温度（Tho-R1, R2）と外気温度（Tho-A）によりファンタップを切換えます。
        注⑴　Tho-R1, R2はどちらか低い方で検知

⒟　冷房低外気時の室外ファン制御
　室外ファン回転数制御
   1)  開始条件
　　　 圧縮機始動より下記条件が全て成立した場合に開始します。
　　 a)  冷房・除湿モード運転時。
　　 b)  外気温度（Tho-A）が20℃未満のとき。
　　 c)  室外ファン起動から20秒経過後。
　　 d)  室外ファンタップが1速のとき。
   2)  制御内容
　　 a)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）を30秒ごとにサンプリングし，室外ファンの回転数を制御します。
　　 b)  本制御中の室外ファン回転数は，上限を390min-1，下限を200min-1とします。
　　 注⑴　Tho-R1, R2はどちらか低い方で検知

　　 　⑵　外気温度（Tho-A）が－5℃未満で下限200min-1を30秒以上継続した場合，室外ファンは停止します。

　 　　 　  室外熱交温度（Tho-R1，R2）が33℃以上を検知した場合，室外ファンが再始動します。

3) 終了条件
　　　 下記条件の何れかが成立した場合は，本制御を終了します。
　　 a)  外気温度（Tho-A）が20℃以上かつ室外熱交温度（Tho-R1, R2）が30℃以上を連続40秒以上を検知。
　　 b)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）が40℃以上を連続40秒以上を検知。
　　 c)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）が50℃以上を検知。
 (ii) 室外ファン停止制御
　　　 圧縮機始動より下記条件が全て成立した場合に開始します。
   1）開始条件
　　 a）（i）室外ファン回転数制御を実施中かつ室外ファン回転数が200min-1のとき。
　　 b）外気温度（Tho-A）が－5℃未満のとき。
　　 c）室外熱交温度（Tho-R）が28℃以下のとき。
   2）制御内容
　　 室外ファンを停止させます。
   3）終了条件
　　 a）外気温度（Tho-A）が0℃以上のとき。
　　 b）室外熱交温度（Tho-R）が33℃以上のとき。

a ゾーン

b ゾーン

c ゾーン

d ゾーン

Ⓐゾーン

1 速

2 速

4(3) 速

Ⓑゾーン

1 速

3 速

5 速

Ⓒゾーン

2 速

4 速

5 速

4 速 7 速 7 速

Ⓑゾーン

Ⓒゾーン

外気温度（℃）

3

12 15

Ⓐゾーン ⓑゾーン

ⓒゾーン

室外熱交温度（℃）

-3 -1

注⑴　（  ）内数値はP112形を示します。
　

a ゾーン

b ゾーン

c ゾーン

d ゾーン

Ⓐゾーン

1 速

2 速

3 速

Ⓑゾーン

1 速

3 速

3 速

Ⓒゾーン

2 速

4 速

5 速

4 速 5 速 7 速

• サイレントモード時• 通常モード時

6

7 12

ⓐゾーン

d ゾーン
3
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　⒠　室外ファン起動制御における注意点
圧縮機運転前に，室外ファンが400min-1以上で回転している場合は，室外ファンを起動させずに圧縮機のみで運転
する場合がありますが、故障ではありません。

　⒡　防雪ファン制御
室外制御基板上のディップスイッチ（SW3-2）をONすると停止モード，異常停止モード中において，外気温度（Tho-A
で検知）により室外ファンを10分毎に1回30秒間4速で運転します。

防雪ファン制御ON 

外気温度（℃） 

3 5 

防雪ファン制御OFF

⒞　暖房運転時のファンタップ制御
       室外熱交温度（Tho-R1, R2）と外気温度（Tho-A）によりファンタップを切換えます。
        注⑴　Tho-R1, R2はどちらか低い方で検知

⒟　冷房低外気時の室外ファン制御
　室外ファン回転数制御
   1)  開始条件
　　　 圧縮機始動より下記条件が全て成立した場合に開始します。
　　 a)  冷房・除湿モード運転時。
　　 b)  外気温度（Tho-A）が20℃未満のとき。
　　 c)  室外ファン起動から20秒経過後。
　　 d)  室外ファンタップが1速のとき。
   2)  制御内容
　　 a)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）を30秒ごとにサンプリングし，室外ファンの回転数を制御します。
　　 b)  本制御中の室外ファン回転数は，上限を390min-1，下限を200min-1とします。
　　 注⑴　Tho-R1, R2はどちらか低い方で検知

　　 　⑵　外気温度（Tho-A）が－5℃未満で下限200min-1を30秒以上継続した場合，室外ファンは停止します。

　 　　 　  室外熱交温度（Tho-R1，R2）が33℃以上を検知した場合，室外ファンが再始動します。

3) 終了条件
　　　 下記条件の何れかが成立した場合は，本制御を終了します。
　　 a)  外気温度（Tho-A）が20℃以上かつ室外熱交温度（Tho-R1, R2）が30℃以上を連続40秒以上を検知。
　　 b)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）が40℃以上を連続40秒以上を検知。
　　 c)  室外熱交温度（Tho-R1, R2）が50℃以上を検知。
 (ii) 室外ファン停止制御
　　　 圧縮機始動より下記条件が全て成立した場合に開始します。
   1）開始条件
　　 a）（i）室外ファン回転数制御を実施中かつ室外ファン回転数が200min-1のとき。
　　 b）外気温度（Tho-A）が－5℃未満のとき。
　　 c）室外熱交温度（Tho-R）が28℃以下のとき。
   2）制御内容
　　 室外ファンを停止させます。
   3）終了条件
　　 a）外気温度（Tho-A）が0℃以上のとき。
　　 b）室外熱交温度（Tho-R）が33℃以上のとき。

a ゾーン

b ゾーン

c ゾーン

d ゾーン

Ⓐゾーン

1 速

2 速

4(3) 速

Ⓑゾーン

1 速

3 速

5 速

Ⓒゾーン

2 速

4 速

5 速

4 速 7 速 7 速

Ⓑゾーン

Ⓒゾーン

外気温度（℃）

3

12 15

Ⓐゾーン ⓑゾーン

ⓒゾーン

室外熱交温度（℃）

-3 -1

注⑴　（  ）内数値はP112形を示します。
　

a ゾーン

b ゾーン

c ゾーン

d ゾーン

Ⓐゾーン

1 速

2 速

3 速

Ⓑゾーン

1 速

3 速

3 速

Ⓒゾーン

2 速

4 速

5 速

4 速 5 速 7 速

• サイレントモード時• 通常モード時

6

7 12

ⓐゾーン

d ゾーン
3

⑸　除霜

　⒜　除霜開始条件
次の除霜条件Aまたは条件Bまたは条件Cを全て満たせば除
霜運転を開始します。
ⅰ　除霜条件A
1）� 除霜終了後の圧縮機運転累計時間が37分経過および暖
房運転開始（リモコンON）後の圧縮機運転累計時間
が30分経過。

2）� 圧縮機がON後5分経過。
3）� 室外ファン運転後5分経過。
4）� 上記の全ての条件を満たした後，室外熱交温度センサ
（Tho-R1,�R2）と外気温度センサ（Tho-A）の温度が
15秒継続して右上図の除霜開始温度以下になったとき
または，低圧圧力センサ（PSL）の検出値より求めら
れる吸入ガス飽和温度（SST）と外気温度（Tho-A）
が右下図に示す除霜運転開始温度以下の領域に3分間
存在。ただし，圧縮機始動後10分間および外気温度が
下図のPSL無効領域のときは除きます。

5）� 吐出管温度と室内熱交温度の差が20℃以上。
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ⅱ　除霜条件B
1）� 前回の除霜終了条件が，除霜運転時間のタイムアップかつ除霜終了後の圧縮機運転累計時間が30分経過後の暖房
運転。

2）� 圧縮機始動より5分経過。
3）� 室外ファン運転後5分経過。
4）� 吐出管温度と室内熱交温度の差が20℃以上。

ⅲ　除霜条件C〔室内ユニットがFDKZシリーズのみ〕
1）� 圧縮機回転数が60分以上変化なく運転。
2）� 外気温度（Tho-A）が5℃以下。
3）� �圧縮機吐出過熱温度（“Tho-D”-“Tho-R※”）が20℃より高い場合
　　※室外熱交温度（Tho-R1，R2）どちらか高い方
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　⒝　除霜終了条件
次の何れかの条件を満たせば除霜終了運転を開始します。

ⅰ　除霜開始から13分20秒経過したとき。
ⅱ　室外熱交温度（Tho-R1,�R2）のどちらか低い方が10秒連続して12℃以上となったとき。

　⒞　SW3-1	による除霜制御の切換え
ⅰ　�室外制御基板上のディップスイッチ（SW3-1）をONにすることで，除霜運転に入りやすくなります。降雪地域にユニッ

トを設置する場合に使用します。
ⅱ　�制御内容
　1）　�除霜条件Aにて，暖房運転時間の累積30分で除霜運転に入ることを許可します。出荷時は37分。
　2）　�除霜条件Bにて，暖房運転時間の累積25分で除霜運転に入ることを許可します。出荷時は30分。
　3）　�室外熱交温度（Tho-R）と吸入圧力飽和温度（SST）が，通常よりも高い温度で除霜運転を許可します。

⑹　圧縮機回転数による保護制御／異常停止制御
　⒜　圧縮機吐出管温度保護
　　ⅰ　保護制御

吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し吐出管温度の上昇を押さえます。

　　ⅱ　異常停止制御
1）　吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機を停止させます。
2）　�60分以内に2回または圧縮機停止中を含め連続60分間で，リモコンにE36を表示し異常停止モードとなります。

　　ⅲ　異常停止モードの解除
　45分間継続して，解除値85℃以下となった時点で，リモコンにより再運転が可能になります。

保持

1分毎に回転数を下げる。

解除

吐出管温度（℃）

100（1） 103（1）

圧縮機停止

圧縮機運転

吐出管温度（℃）

85 115

注⑴圧縮機が起動してから10分間は制御値，
解除値を－5℃下げます。除霜運転中は制
御値，解除値を－33℃下げます。また外
気温度に応じて－3～－10℃下げます。

　⒝　冷房高圧保護
　　ⅰ　保護制御

1）　�外気温度（Tho-A） が40℃以上で，室外熱交温度（Tho-R） が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し高圧
の上昇を押さえます。

2）　�制御値Ａは，使用条件により自動的に最適値に更新されます。

　　ⅱ　異常停止制御
1）　�室外熱交温度（Tho-R）が設定値を超えると，圧縮機を停止させます。
2）　�60分以内に5回，または63℃以上が圧縮機停止中を含め連続30分間で，リモコンにE35を表示し異常停止モー

ドとなります。

1分毎に回転数を下げる。

解除

A
室外熱交温度（℃）

圧縮機停止

圧縮機運転

室外熱交温度（℃）

51 63

制御値A

53～59
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　　ⅲ　異常停止モードの解除
　解除値51℃以下となった時点で，リモコンにより再運転が可能になります。

　⒞　暖房高圧保護
　　ⅰ　保護制御

1）　室内熱交温度（Thi-R）が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し高圧の上昇を押さえます｡
2）　制御値Ａは，使用条件により自動的に最適値に更新されます。

　　ⅱ　異常停止制御
　室内コントローラによる運転制御機能の暖房過負荷保護をご覧ください。（技術資料4-525-1-D，4-528-1-D参照）

　　ⅲ　既設配管対応，停止制御
　�既設配管対応スイッチSW5-1をONすることで，室内熱交温度（Thi-R）が設定値を超えると，圧縮機を停止し既設
配管を保護します。

　⒟　高圧圧力開閉器（63H1）による異常検知制御
　　ⅰ　圧力が上昇し高圧圧力開閉器（4.15MPa開／ 3.15MPa閉）が作動した時点で圧縮機を停止します。
　　ⅱ　以下のいずれかの条件でE40を表示し，異常停止モードとなります。
　　　1）　60分以内に5回，圧力が上昇し63H1により圧縮機が停止した時点
　　　2）　圧縮機停止中も含め63H1が連続30分開状態となった時点

　⒠　低圧制御
　　ⅰ　保護制御

　低圧圧力センサ（PSL）の検出値が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し圧力の低下を押さえます。

30秒毎に回転数を下げる。

解除

A
室内熱交温度（℃）

圧縮機停止

解除

室内熱交温度（℃）

47 56

保持

30秒毎に回転数を下げる。

解除

0.150 0.189

低圧圧力（MPa）

注⑴　ON時が既設配管対応です。

機種
既設配管対応スイッチSW5-1
OFF（出荷時） ON

制御値A℃
FDKZシリーズ 44～50 41～47
上記以外 48～54 45～51

　　ⅱ　異常停止制御
1）　低圧圧力（PSL）が，以下のいずれかの条件を満たすと，圧縮機を停止させます。

　　　　a）　低圧圧力が0.079MPa以下を連続15秒間
　　　　b）　圧縮機始動10分後で，吸入過熱度が30℃，かつ低圧圧力が0.15MPa以下を連続60秒。

2）　以下のいずれかの条件でE49を表示し，異常停止モードとなります。
　　　　a）　60分以内に5回，低圧圧力が低下し上記のいずれかの条件で圧縮機が停止した時点
　　　　b）　圧縮機停止中も含め低圧圧力センサの検出値が連続で5分間0.079MPa以下となった時点
　　　　c）　圧縮機保護始動Ⅲ中に1）の制御条件が成立した場合。
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　⒡　過電流保護カレントセーフ制御
　　　�室外インバータ入力（1次）電流と出力（2次）電流を検出し，電流値が設定を超えると，圧縮機回転数を制御しインバー

タを保護します。
　

保持

1秒毎に回転数を下げる。

解除

B A
電流（A）

冷房 暖房
制御値A 解除値B 制御値A 解除値B

１次電流側 図1 注（1） 23.0 22.0
２次電流側 図2 注（1） 23.0 22.0
注⑴　解除値Bは，図1，2の値より1引いた値となります。

　⒢　カレントカット
　　ⅰ　�インバータ部の過電流を防止するため，パワトラ内の電流値が設定値を超えると圧縮機を停止させます。
　　ⅱ　�30分以内に4回，パワトラ内の電流値が規定値を超え圧縮機が停止した時点で，リモコンにE42を表示し異常停止

モードとなります。

　⒣　インバータ通信異常
　　　�圧縮機停止中も含め15分間に4回インバータ通信異常を検知すると，リモコンにE45を表示し異常停止モードとなりま

す。

　⒤　圧縮機回転数制御による凍結防止制御
　　ⅰ　�圧縮機始動より4分後に，室内熱交温度（Thi-Rにより検出）が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し室内熱交

の凍結防止制御を行います。
　　ⅱ　�室内熱交温度（Thi-R1，2）が2つある場合は，温度の低い方を検出します。

　　ⅲ　�運転停止による凍結防止制御については，室内コントローラによる運転制御機能の室内熱交アンチフロスト（凍結
防止制御）をご覧ください。（技術資料4-525-1-D，4-528-1-D参照）

保持
1分毎に回転数を下げる。

解除

A B

室内熱交温度（℃）

A B

室内湿度センサあり 相対湿度 50％以下 －0.5 1.0
相対湿度 50％以上 1.0 2.5室内湿度センサなし

20.0

36 47

CT1
制御値A
（A）

外気温度（℃）

〔図1〕

16.0

21.0

453936 47

15.5

19.0

14.0

CT2
制御値A
（A）

外気温度（℃）

〔図2〕

　⒥　温度センサおよび低圧圧力センサ断線検知
　　ⅰ　室外熱交温度センサ，外気温度センサ，低圧圧力センサ

圧縮機ON後，2分から2分20秒間に5秒間連続して下記を検知したとき圧縮機を停止します。3分遅延後に圧縮機を
再起動させますが40分間に3回再検知した場合は異常停止します。
注⑴　除霜および除霜終了後3分間は検知しません。
◦室外熱交温度センサ　　：ー 50℃以下
◦外気温度センサ　　：ー 45℃以下
◦低圧圧力センサ　　：0V以下または4V以上

　　ⅱ　吐出管温度センサ，吸入管温度センサ
圧縮機ON後，10分から10分20秒間に5秒間連続して下記を検知したとき圧縮機を停止します。3分遅延後に圧縮
機を再起動させますが40分間に3回再検知した場合は異常停止します。
注⑴　除霜および除霜終了後3分間は検知しません。
◦吐出管温度センサ　：ー 10℃以下
◦吸入管温度センサ　：ー 50℃以下

20.0

36 47

CT1
制御値A
（A）

外気温度（℃）

〔図1〕

16.0
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　⒦　欠相保護（三相機のみ）
　　　�電源ON後5秒間連続してR,�S,�T相の何れかの電圧が0Vのとき，電源欠相状態と判断し1秒後に異常停止（E34）します。

　⒧　室外ファンモータ異常
　　ⅰ　�室外ファン制御時（ファンタップが1速以上の運転指令中）に，室外ファン回転数が100min-1以下を30秒連続で検

出した場合は，圧縮機を停止します。
　　ⅱ　�60分以内に5回，室外ファン回転数が100min-1以下となり圧縮機が停止した時点で，リモコンにE48を表示し異常

停止します。

　⒨　圧縮機起動停止による異常停止
　　ⅰ　�圧縮機始動中にインバータより起動不良異常を検知した場合は，一旦停止状態とし，3分後に再度，圧縮機を始動

させます。
　　ⅱ　5回異常検知をカウントした場合は，圧縮機起動異常とし異常停止（E59）します。

⑺　サイレントモード（室外静音制御）
　�⒜　	リモコンより「サイレントモード開始」信号を受信した場合に，室外制御基板上のディップスイッチ（SW7-3）の設定

に応じた運転をします。
◦SW7-3　OFF：�定格運転時の運転音が－3〔dB〕ダウンとなるように，ファンタップと圧縮機回転数を下げて運

転します。
◦SW7-3　ON：運転音の上限が50〔dB〕以下となるように、ファンタップと圧縮機回転数を下げて運転します。

　⒝　詳しくは，前述の⑴項の圧縮機回転数の決定および⑷項の室外ファン制御をご覧ください。

⑻　試運転
　⒜　室外制御基板上のディップスイッチにより室外ユニットより運転が可能です。

必ず運転終了時はSW3-3 を OFFにしてください。

　⒝　試運転制御
ⅰ　吸込温度（Thi-A）とリモコンの設定温度をファジー演算して決まる回転数にて運転をします。
ⅱ　各保護制御，異常検知制御は有効です。
ⅲ　試運転中にSW3-4 を切換えた場合は停止制御を行い一旦圧縮機を停止させ，冷・暖房運転を切換えます。
ⅳ　試運転中リモコンの設定および表示

冷 房 試 運 転

暖 房 試 運 転

冷房，設定温度は5℃

暖房（準備），設定温度は30℃

モード リモコンの設定・表示内容 

冷房試運転
暖房試運転

OFF
ON

ON

OFF 通常および試運転終了
SW3-3

SW3-4

⑼　ポンプダウン制御
運転停止，異常停止中（サーモOFFは含まず）にポンプダウンスイッチSW1を2秒間ONするとポンプダウン運転をし
ます。（室内ユニット運転中は無効。室内ユニットが異常停止中または電源OFFでも有効）

⒜� 制御内容
ⅰ　液側の操作弁を閉めてください。（ガス側は全開のまま）
ⅱ　冷房モードで目標回転数を45rpsとして圧縮機を始動します。　　
ⅲ　室外ユニット制御基板上の赤，緑（LED）を連続点滅させます。
ⅳ　低圧制御，アンチフロスト制御および露付き保護制御を除き各保護，異常検知制御は有効です。
ⅴ　室外ファンは通常通り制御します。
ⅵ　電子膨張弁（冷・暖）は全開にします。
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⒝� 制御終了条件
下記の何れかの条件により停止制御を行います。
ⅰ　低圧圧力が0.087MPa以下を連続5秒検知
1）　赤LED：点灯，緑LED：点滅，リモコン：停止を表示します。
2）　低圧圧力が0.087MPaを超えると再起動可能です。
3）　電子膨張弁（冷・暖）は全開のまま。

ⅱ　異常検知制御により停止
1）　赤LED：連続点滅，緑LED：点滅します。
2）　再起動は不可です。通常運転への復帰は電源リセット。
3）　電子膨張弁（冷・暖）は全開のまま。

ⅲ　ポンプダウン制御による圧縮機の運転積算時間が5分になった時。
1）　赤LED：消灯，緑LED：点滅，リモコン：停止を表示します。
2）　再ポンプダウンは可能です。
3）　電子膨張弁（冷・暖）は全開のまま。
注⑴　圧縮機停止後は，ガス側の操作弁を閉めてください。

注意：�ポンプダウンスイッチを押すと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニットおよびリモ
コンには“伝送異常・E5”が表示されますが，異常ではありません。

⑽　既設配管洗浄運転制御
　⒜　開始条件

運転停止中に室外制御基板のディップスイッチSW5-2 を OFFからONに切換えたとき。

　⒝　制御内容
ⅰ　電磁弁（SV2）をONし暖房用電子膨張弁（EEVH）を全閉します。
ⅱ　吸込温度（Thi－A）とリモコンの設定温度をファジー演算して決まる回転数にて冷房運転を行います。
ⅲ　各保護制御，異常検知制御は有効です。
ⅳ　制御中は，室外制御基板の LED1（緑）を高速点滅させます。

　⒞　終了条件
　下記の何れかが成立した場合。
ⅰ　圧縮機運転時間が120分を経過したとき。
ⅱ　室外制御基板のディップスイッチSW5-2をOFFしたとき。
ⅲ　冷房運転以外を選択または異常停止のとき。

⑾　ドレンパンヒータON/OFF 出力制御（現地手配）
⒜� ドレンパンヒータON条件
暖房モード時で外気温度が1℃以下で圧縮機が運転中のとき。

⒝� ドレンパンヒータOFF条件
　下記の何れかが成立した場合。
ⅰ　外気温度が3℃以上
ⅱ　圧縮機停止を30分連続検知したとき。
ⅲ　冷房・除湿モードを選択したとき。

ドレンパン
ヒータON

ドレンパン
ヒータOFF

外気温度（℃）
1 3
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13.1	点検表示一覧
　⑴　リモコンの故障記号一覧（室内・外制御基板の正常［緑］，点検［赤］表示灯との組合せによる故障表示）
　⒜　室内ユニット側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧

消灯 消灯

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯
室内制御基板

排水不良

オプション

室内接続台数

フロートスイッチ

リモコン配線

連続
点滅消灯

1回点滅 ※ 室内制御基板不良（フロートスイッチ入力回路不良）

　 フロートスイッチの作動不良（誤作動）

　 ドレンポンプ（DM）不良，ドレンポンプ用配線断線・コネクタ外れ

※ 室内制御基板不良（DM駆動用出力回路不良）

室内号機設定 　 子機に対応する親機がない
　 親機子機間のリモコン配線接続不良，断線

ファンモータ 　 室内ファンモータ不良

　 オプション部品不良（オプション異常入力設定時）

　 1リモコン複数台制御時⇒室内ユニット接続台数オーバー

連続
点滅

連続
点滅消灯3回点滅

連続
点滅

アドレス設定 　 リモコン通信アドレス設定不良連続
点滅

連続
点滅消灯消灯 修　　理

点　　検　　表　　示

リモコン

無表示

内機確認中
または消灯

消灯 消灯 消灯

消灯

連続
点滅

（ノイズ）

室外制御基板

室内基板

室内制御基板

室内制御基板

据付・運転状況

室内熱交
温度センサ

室内熱交
温度センサ

室内吸込
温度センサ

室内電源

リモコン配線

リモコン室内制御基板

リモコン

リモコン

消灯 連続
点滅

連続
点滅消灯

連続
点滅

消灯 連続
点滅

連続
点滅2回点滅

2回点滅

2回点滅

2回点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

連続
点滅消灯

連続
点滅消灯

連続
点滅消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容⑵

故障記号 点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

正常表⑴
示灯（緑）

連　

続　

点　

滅

3回点滅
☆

連続
点滅

連続
点滅消灯消灯

室内外接続線

リモコン配線

（ノイズ）

室内外接続線

　 正常運転

　 通電中に室外制御基板CPUが暴走

　 室内熱交温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

　 室内熱交温度センサ不良（短絡）

　 室内吸込温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 温度センサ用コネクタ接触不良

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※ 室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

　 暖房過負荷（室内熱交温度が異常に高い）

※ 通電中に室外制御基板不良発生（通信回路不良）？

室外制御基板 　 通電中に室外制御基板不良

ヒューズ 　 通電中にヒューズ切れ

　 ノイズ等による室内外通信不良

　 運転中に室内外接続線接続不良発生
　　（外れ・緩み）

　 リモコン基板不良

　 室内外接続線の接続不良または断線

　 リモコン親子設定不良

　 電源OFF，断線・ヒューズ切れ・トランス断線

※ リモコンまたは室内制御基板不良（通信回路不良）？

　 リモコン信号線（シロ）の接続不良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆電源ON時断線時消灯
　 リモコン線にノイズ侵入

　 リモコン線の接続不良・断線（クロ，シロ）☆電源ON時断線時消灯

基板交換

DM交換・修理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

1⑵回点滅 室内制御基板 　 室内制御基板不良 交　　換
交換・修理

修理
方法

記載
ページ

基板交換

交　　換

温度センサ
交換・修理

リモコンまたは
基 板 交 換

基板交換
温度センサ
交換・修理

基板交換

温度センサ
交　　　換

基板交換

修　　理

　

　

　

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

リモコン交換

注⑴
　⑵

　⑶

正常表示灯（室内・外：緑）はCPU異常時のみ消灯（または連続点灯）します。CPU異常以外の故障の場合は点滅を続けます。
故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かっ
たことを判断できるケースを示します。
室内ユニットおよびリモコンの点検表示については，技術資料4-525-1-D，4-528-1-Dをご覧ください。

☆

連続
点滅

連続
点滅 消灯1回点滅

ファンモータ 　 室内ファンモータ回転不良連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯消灯

1⑵回点滅
交換・修理

室内制御基板

ラクリーナパネル

　 室内制御基板不良

　 パネルスイッチの動作不良
　 ラクリーナパネル収納不良

（FDTシリーズのみ）

交　　換

交　　換

修　　理

修　　理

室内制御基板 　 運転モード設定不良

リモコン温度センサ　 リモコン温度センサ不良連続
点滅

連続
点滅消灯消灯 修　　理

－

（3）

（3）

103～105

　

　

　

正常表⑴
示灯（緑）

13.	電装品故障診断要領
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FDCVP1125〜1605形		
　⒝　室外ユニット側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧

点　　検　　表　　示
リモコン

消灯 1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

電源配線

据付・運転状況

据付・運転状況

室外熱交
温度センサ

室外熱交
温度センサ

外気温度センサ

吐出管
温度センサ

吐出管
温度センサ

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容

故障記号 点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

正常表示
灯（緑）

正常表示
灯（緑）

連　

続　

点　

滅

　 室外電源T相欠相，ノイズフィルタ不良

　 室外熱交温度が高い

　 吐出温度が高い

　 吐出管温度センサ不良

　 室外熱交温度センサ不良

　 室外熱交温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

　 外気温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

　 吐出管温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

基板交換
106・107

108

109

110

111

112

113

114

115・116

120・121

 

119

118

122

123

124

127・128

修　　理
三相機のみ

修　　理

基板交換

基板交換

注⑴ 故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かった
ことを判断できるケースを示します。

修理
方法

記載
ページ

※ 室外制御基板不良 （電源入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良 （温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良 （温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良 （温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良 （温度センサ入力回路不良）？

※ 室外制御基板不良 （温度センサ入力回路不良）？

温度センサ
交換修理

修　　理

1回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯

センサ交換

制御基板交換

基板交換

温度センサ
交換修理

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

1回点滅
室外制御基板
据付・運転状況連続

点滅
連続
点滅消灯

　 高圧が上昇（63H1作動）　 操作弁閉運転 修　　理
基板交換

修　　理
基板交換

修　　理

低圧圧力センサ

室外制御基板

　 低圧圧力センサ不良

　 室外制御基板不良（センサ入力回路不良）？

1261回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯

　　

　

　

1回点滅 低圧圧力センサ

据付・運転状況
連続
点滅

連続
点滅消灯

　 低圧が低い　 操作弁閉運転

　 低圧異常または低圧圧力センサ断線またはコネクタ接触不良

修　　理

センサ交換修理

室外制御基板 ※ 室外制御基板不良（センサ入力回路不良）？ 制御基板交換

消灯 1回点滅 インバータ基板連続
点滅

連続
点滅 　 インバータ基板異常

温度センサ
交換修理連続

点滅1回点滅連続
点滅消灯

制御基板交換

基板交換

室外制御基板

　 吸入管温度センサ不良または断線またはコネクタ接触不良

※ 室外制御基板不良（センサ入力回路不良）？

吸入管
温度センサ

1回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯 インバータ基板・

放熱フィン パワトラ電流低下

基板交換1回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯 インバータ基板 AF過電流異常

交　　換5回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯 圧縮機

インバータ基板 圧縮機起動異常

交　　換圧縮機起動異常

1回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯 基板交換

室外制御基板 室外制御基板通信異常

インバータ基板 インバータ基板通信異常

1回点滅
室外制御基板

連続
点滅

連続
点滅消灯

交換修理

基板交換

室外ファンモータ 室外ファンモータ異常

※ 室外制御基板不良（DCモータ入力回路不良）？

1回点滅
据付・運転状況

連続
点滅

連続
点滅消灯

カレントカット（圧縮機過電流異常）

操作弁閉運転

室外制御基板
圧縮機

操作弁開確認

1251回点滅連続
点滅

連続
点滅消灯

修　　理

操作弁開確認

運転状況

据付状況

　 冷媒量不足

　 操作弁閉運転

※ 室外制御基板不良（63H1入力回路不良）？

117

圧縮機
インバータ基板

⒞　オプションコントローラ使用時の点検表示一覧
点　検　表　示

SL1N
SL2NA
SL4

室内制御基板
点検表示
灯　（赤）

点検表示
灯　（赤）

点検表示
灯　（赤）

正常表示
灯　（緑）

正常表示
灯　（緑）

室外制御基板

故障記号

故障箇所 故　障　内　容
修理
方法

連続
点滅

SL1N
SL2NA
SL4

◦通信異常（SL1N，SL2NA，SL4 本体の通信回路不良） 交　換消灯 点滅 点滅消灯
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■故障検知時期
区分 故　障　内　容

■故障の記憶とリセット
故　障　表　示 記　　　　憶 リ　セ　ッ　ト

ドレン異常（フロートスイッチ作動）

室内一室外誤接続

リモコン・室内伝送不良

室内・外伝送不良

室内吸込温度センサ断線

室内熱交温度センサ断線，短絡

外気温度センサ断線

室外熱交温度センサ断線

故障記号

内機確認中

故　障　検　知　時　期

電源ON30秒後常時

室外ユニットと一度も通信していない状態。

室外と1度以上通信した後2分間連続して通信異常

電源投入後（通電中）常時

1回目の検知から60分以内に吸込温度センサ入力温度が-50℃以下を5秒
間以上計測した時

電源投入後リモコンと室内が1度以上通信した後，伝送不良が2分間
継続した時

1回目の検知から60分以内に熱交温度センサ温度が-50℃以下を5秒間
以上計測した時および70℃以上を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-50℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-50℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-45℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-45℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-10℃以下を
5秒間以上計測した時

l優先度の高いモードを記憶
lリモコンの運転／停止スイッチを押してユニット
　を停止する

l異常が復旧していれば再運転可能

注⑴　　室内ユニットについては，技術資料4-525-1-D，4-528-1-Dを参照願います。

l記憶は不可

l優先度の高いモードを記憶

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内・点検表示灯（赤）

室外・点検表示灯（赤）

1回目の検知から40分以内に3回吸入管温度センサ入力温度が-50℃
を5秒間以上計測した時

室　
　
　
　
　

内

室　
　
　
　
　

外

室内ユニット接続台数オーバー
（1リモコン複数台制御時）

吐出管温度センサ断線

1回目の検知から40分以内に3回低圧圧力センサの検出値がDC0V以下
もしくは，DC4.0V以上

吸入管温度センサ断線

低圧圧力センサ断線

⒟　故障記号・点検表示灯の表示順序
■1種類の故障が発生
故障に応じた表示をそれぞれ行います。

区　　　　　分 表　　　示　　　区　　　分

優先度の高い故障を表示（複数の故障が現に継続している場合）

現在発生している故障を表示（先発の故障が自動復帰後，新たに故障が発生した場合）

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内制御基板の点検LED（赤）

室外制御基板の点検LED（赤）

■複数の故障が発生
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　・リモコン故障モード記憶の解除
      TOP画面より「メニュー」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力
      →「セット」→「点検表示」→「異常履歴表示」の順でタッチする。
      画面上の「消去」→消去確認画面で「はい」の順でタッチすると，リモコンが記憶している異常履歴・異常発生時の
      データの記憶をすべて消去します。
　・室内ユニット故障モード記憶の解除
      TOP画面より「メニュー」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力
      →「セット」→「点検表示」→「異常時運転データ消去」の順でタッチする。
      異常時運転データ消去画面で「はい」をタッチすると，リモコンは室内ユニットに異常履歴クリアを送信します。送
      信された室内ユニットは，リモコンに対し異常なしを送信します。

①　RC-DX3A,  RC-DX3Bリモコンの場合
 

■故障モード記憶の解除（故障が復帰している場合）

13.2	故障診断の手順

故障 電源の確認
（室内・外）

点検表示
の確認
室内・外基板
リモコン

リモコンにて
異常運転

データチェック〔 〔
ユニット・
コントローラ
の点検

故障部品の
交換修理
試運転調整

故障が発生したら，次の手順で点検を進めてください。それぞれの点検方法の詳細は後述してあります。

室内ユニット基板については，技術資料 4-525-1-D をご覧ください。

13.3	室内ユニット基板の交換手順

・リモコン故障モード記憶の解除
�点検�ボタンを押しながら�タイマー�ボタンを押すことにより，リモコンが記憶している故障モードの記憶を解除します。
・室内ユニット故障モード記憶の解除
�点検�ボタンを押しながら�換気�ボタンを押すことにより，リモコンは室内ユニットに異常履歴クリアを送信します。
送信された室内ユニットは，リモコンに対し異常なしを送信します。

②　RC-D4Gリモコンの場合
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13.4	室外ユニット基板の交換手順
室外ユニットの故障診断は，リモコンの故障記号，室外制御基板上の点検表示灯（赤・LED）の点滅パターンを確認して故
障の概要とその原因，部位を推定した上で点検・修理を進めてください。
室内・外マイコンによる自己診断はマイコン異常の他，電源系統の異常，据付スペース，冷媒量不適等に起因するオーバー
ロード等を診断できるので，故障発見が円滑に行えます。
また，室外の点検表示灯は電源しゃ断する以外，故障が自動復帰した後も記憶され点滅を続けます。
故障復帰後，記憶されている故障より優先度の高いモードが発生すると，そのモードに切り替えて記憶します。

［電源のリセットについて］
室外制御基板交換をする場合および点検をする場合，室外ユニットへの供給電源をしゃ断してもコントローラ内部の電解
コンデンサに電圧が残っていますので，作業をされる場合は感電にご注意ください。
電源しゃ断後，3分以上経過し，コントローラ内部の緑LEDが10秒以上，消灯していることを確認してから作業を実施く
ださい。電解コンデンサ（C1）の両端の電圧（DC）を測定して十分に放電した事を確認してください。
（防湿コーティングしてあるため測定できないことがありますので，感電に注意して防湿剤を剥がして測定してください。）

⑴　室外コントローラ関係の交換部品単位
室外制御基板，インバータ基板，温度センサ（室外熱交，吐出管，外気，吸入管），ヒューズ（電源，制御基板），ノイズフィ
ルタ基板，コンデンサ，リアクタ

⑵　基板交換要領
安全上のご注意 

・ ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。
！ 警告 誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意 誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

 
・ 基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。
・ 基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。
    通電状態での基板交換は，感電の原因になります。
・ 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・ 配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

！

  注意！

 ！ 警告
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◆　FDCVP1125 〜 P1605HA形
ⅰ　制御基板
下記の要領で室外制御基板の交換を行ってください。
1）　交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。
2）　�コネクタ(CNA1)の両極を測定し，電解コンデンサに充電されたDC電圧が十分に放電した事を�

確認してください。（図２参照）
3）　室外制御基板のコネクタを外してください。(図１．部品配置図を参照してください。)
4）　基板上のCT1に通している白色または青色の配線を外して，室外制御基板を交換してください。
5）　新しい基板の設定スイッチ(SW3－5，7，JSW1）の設定を交換前の基板に合わせてください。
6）　白色または青色の配線を，交換した基板上のCT1に通してねじを締めてください。
7）　コネクタを交換前と同じ場所に接続してください。(接続後，半挿しが無い様確認してください。)

 

 

 

 図１．部品配置図

CNA2

CNIP
CNTH

CNPS

CNI1

CNI3

CNA1

CNEEV2

CNEEV1

CNS

CNR

CNHCNW

CNW2

JSW1SW5
SW4SW3

CT1

CNM

CNN2

CNF

SW1

SW7

CNN1

CNB

CNFAN1

半挿しが無い様注意

電源を切って３分後に実施

図２．部品配置拡大図

DＣ電圧測定箇所
(CNA1，1と４PIN間)

LED2
LED1

ⅱ　インバータ基板
下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。
1）　交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。
（図２．コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（ＤＣ）を測定し十分に放電したことを確認して
ください。）

2）　�インバータ基板の端子台，コネクタおよびパワトラ取付用のねじを外し，基板を取外してください。外した時，
既に塗布されているシリコングリスはコントローラの放熱フィンよりきれいに拭き取ってください。

3）　新しい基板のスイッチ（ＪＳＷ１０，１１）の設定は90ページを参照してください。
4）　�新しい基板のパワトラ表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取付けてください。その際，シリ

コングリスは使い切ってください。塗布しないとパワトラが破損することがあります。
5）　インバータ基板のパワトラ取付用のねじを締め，端子台およびコネクタを接続してください。

接続後に締め忘れ，半挿しがないよう確認してください。特にパワトラは緩みがないように取付ねじで2回締め
（仮締め／本締め）を実施してください。
締付けないとパワトラが破損することがあります。（推奨パワトラ締付トルク：下表）

名称 記号 締付順序 締付位置 締付トルク 備考

パワトラ IC2

1 A 0.2 ～ 0.44N・m 仮締2 B
3 A 1.2 ～ 1.4N・m 本締4 B
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　（a）制御基板

　　FDCVP1125～1605HA

　●ディップスイッチ設定表

スイッチ

JSW10-1

JSW10-2
JSW10-3

JSW10-4

JSW11-1

JSW11-2

JSW11-3

JSW11-4

OFF

ON
OFF

OFF

ON

OFF

OFF

OFF

P1605HA

OFF

ON
OFF

OFF

ON

OFF

OFF

OFF

P1405HA

OFF

ON
OFF

OFF

ON

OFF

OFF

OFF

P1125HA

　表１：室外ユニット機種切換

スイッチ

JSW1-1

JSW1-2
JSW1-3

JSW1-4

SW4-1

SW4-2
SW4-4

スイッチ

SW1 通常/ポンプダウン

機種容量

ポンプダウン制御 OFF 通常 ポンプダウン

JSW1-1(J1) 機種切換

JSW1-2(J2) 機種切換
表1参照

ON

OFF

OFF

OFF

無効 有効

OFF 冷房試運転 暖房試運転

JSW1-3(J3) 機種切換

JSW1-4(J4) 機種切換

表1参照

表1参照

SW3-1 デフロスト制御切換 通常/寒冷地

無効/有効

無効/有効

ヒーポン/冷専

冷房/暖房

無効 試運転

通常 寒冷地

ヒーポン 冷専

SW3-2 防雪ファン制御

SW3-3 試運転

SW3-4 冷房/暖房試運転切換

SW4-1 機種切換 国内/輸出

OFF

国内 輸出

SW4-2 機種切換 三相/単相 三相 単相

SW4-3 -

ハイパー/エクシード

無効/有効

無効/有効

- OFF - -

ハイパー エクシード

無効 既設配管

通常 洗浄運転

SW4-4 機種切換

SW5-1 OFF

SW5-2 配管洗浄運転

既設配管対応

OFF

-

-

- -

- -

SW5-3 OFF

SW5-4 -

-

OFF

- - -SW7-1(J5) - OFF

- - -SW7-2(J6) OFF

SW7-3(J7) サイレントモード騒音規制対応

-

OFF無効/有効 無効 有効

項目 出荷時
内容

（b）インバータ基板

OFF

OFF

OFF

OFF

P1125HA

OFF

ON

OFF

OFF

P1405HA

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF
OFF

OFF

OFF

OFF
OFF

OFF

OFF

P1605HA
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13.5 リモコンによる異常運転データの確認
異常発生時の運転データを記憶し，リモコンから異常運転データの確認ができます。

[操作手順]
①�TOP画面の「メニュー」より「メニュー画面」→「サービス設定」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワー
ド入力」→���「点検表示」→「異常時運転データ表示」の順に選択します。
②リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常がある場合：「データ読込み中」の後，異常時の運転データが表示されます。
表示内容
・異常コード
・番号およびデータ項目

2）.�異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
③リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常がある場合：「室内機選択」画面で対象室内ユニットを選択→「データ読込み中」の後，異常時の

�������運転データが表示されます。
表示内容
・室内機��No.
・異常コード
・番号およびデータ項目

2）.�異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
　�注⑴「室内機選択」画面で接続台数が１ページを超える場合は，「次ページ」を選択してください。

④��運転／停止��ボタンを押すと，�TOP画面に戻ります。
◎設定の途中で，「戻る」をタッチすると，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴��異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで

きません。）

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
13 吹出温度
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止または脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
13 吹出温度
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

■メンテナンスコード

⑴ RC-DX3A, RC-DX3Bリモコンの場合

コード 内容
M1 お掃除パネル異常
M9 ドレンポンプ過電流検知
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■異常運転データ

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロストまたは露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止または脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（Thi-R1）
06 室内熱交温度（Thi-R2）
07 室内熱交温度（Thi-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実 SH
32 実 TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1�ON／OFF
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

⑵ RC-D4Gリモコンの場合
[操作手順]
①�点検�ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
②�▼�ボタンを一度押して，「エラーデータ表示▲」に切換えます。
③�セット�ボタンを押すと，異常運転データ表示モードに入ります。
④リモコンに接続されている室内ユニットが1台の場合は，以下の表示となります。
1）.�異常履歴がある場合 :エラーコードと「データ確認中」を表示します。
「例」「E8」（エラーコード）
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
続いて，データが表示されます。⑧へお進みください。

2）.�異常履歴がない場合 :「異常なし」を3秒間表示し，本モードを終了します。
⑤リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1）.��異常履歴がある場合 : 接続されている室内ユニットの中で，最も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエ
ラーコードを表示します。
「例」�「E8」�「内000▲」（点滅）
2）.�異常履歴がない場合 :アドレス番号表示のみとなります。

⑥�▲��▼�ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
⑦�セット�により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
「例」�「E8」
「内000」（選択した室内アドレスを2秒間点灯）→�「E8」
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）続いて，�データが表示されます。
異常履歴がない室内ユニットを撰択した場合は，「異常なし」を3秒間表示し，室内アドレス表示に戻ります。

⑧�▲��▼�ボタンにより，異常運転データを確認できます。データ項目は下表をご覧ください。
注⑴�機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。

⑨室内ユニットを変更する場合は，エアコンNo.�ボタンを押すことにより，室内ユニット選択表示に戻ります。
⑩�運転／停止�ボタンを押すと，終了します。

◎設定の途中で，リセット ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴��異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき

ません。）
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13.6 ワイヤレス仕様機の点検表示
詳細は技術資料4-525-1-D，4-528-1-Dをご覧ください。

13.7 パワトラモジュール（含むドライブ回路）点検方法
パワトラモジュールに 
割れ，焼損はないか 

10％以上の電流差がある。 
（加減速時はのぞく） 

OK 

NG 

圧縮機電流の 
相間バランスは良いか 

YES 

NO 

パワトラモジュール端子間に 
短絡はないか※1 

OK 

NG 

圧縮機運転 

正常 インバータ基板交換

※ 1　パワトラモジュール端子短絡点検要領
圧縮機の配線を外し，テスタで短絡チェックをしてください。
P-U, P-V, P-W
N-U, N-V, N-W
P-N 端子間を点検
各端子は下記の場所がテスタを当てやすいです。
P ：パワトラ P 端子
N ：パワトラ N 端子
U ：圧縮機への赤ハーネス先端
V ：圧縮機への白ハーネス先端
W ：圧縮機への黒または青ハーネス先端

パワトラ短絡確認
インバータ不良判定用診断チェッカを持っていないとき，パワトラ部品の端子間を測定しパワトラ不良かどううか診断する。

正常な値（Ω）テスタ

端子(＋)

P
N
P
P
P
N
N
N
U
V
W
U
V
W

N
P
U
V
W
U
V
W
P
P
P
N
M
M

約1M
約300～400

0

約1.2M

約1.3M

0

端子(－) FDCVP1125～1605HA

測定値が0～数kΩの場合は，素子が破損している可能性があるのでパワトラ部品を交換してください。
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※2  インバータ不良判定用診断チェッカ
◆チェック要領

LEDの点滅状態

インバータ

6個のLEDが同じ
点滅をした場合

6個のLEDが消灯または
数個のLED点滅の場合

正常 不良

LED

赤 

ファストン端子
圧縮機接続配線端子と接続する。

白 
黒 U

V
W

品番 重工冷熱扱SA01927

■インバータ不良判定用診断チェッカ

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

点灯
消灯

ＬＥＤ点滅パターン

⑴
         繰り返します。

注

    ⑴　チェッカのセット手順
       ⒜　電源をOFFにします。（ブレーカOFF）
       ⒝　圧縮機のターミナルカバーを外して接続線（U，V，W）を外します。
       ⒞　チェッカの配線（U：赤, V：白, W：黒）を外した接続配線端子部に接続します。
    ⑵　判定運転方法
       ⒜　室外インバータ基板のスイッチJSW10-4をONし電源を投入します。
       ⒝　電源投入15秒後，LEDが5秒間点滅/消灯を10回繰り返します。
       ⒞　6個のLEDの点滅状態を確認します。 
       ⒟　LEDの点滅状態により判定

       ⒠　作業終了後は,インバータ基板のスイッチJSW10-4を
            かならず0FFしてください。
           

繰り返し遷移

電源投入(試運転開始)

15秒 5秒 5秒

～
1 2 3 10

部の動作区間は下図のLED点滅パターンを
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D
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縮
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熱
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め
，
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・

イ
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基
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故
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13.8 室外コントローラ故障診断回路図
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13.9 故障診断フロー
⑴　故障内容一覧

リモコン表示 故障内容 記載ページ
なし 運転するが，冷えない 97
なし 運転するが，暖まらない 98
なし 漏電ブレーカ作動 99
なし 音・振動が非常に大きい（その 1） 100
なし 音・振動が非常に大きい（その 2） 101
なし 音・振動が非常に大きい（その 3） 102
内機確認中 内機確認中 103～ 105
E34 電源欠相（三相機のみ） 106・107
E35 冷房過負荷運転 108
E36 吐出管温度異常 109
E37 室外熱交温度センサ不良 110
E38 外気温度センサ不良 111
E39 吐出管温度センサ不良 112
E40 63H1作動 113
E41 パワートランジスタ電源電圧低下 114
E42 カレントカット（その 1，2） 115・116
E45 インバータ通信異常 117
E47 AF 異常 118
E48 室外ファンモータ不良 119
E49 低圧圧力異常または低圧圧力センサ不良 120・121
E51 インバータ・ファンモータ異常 122
E53 吸入管温度センサ不良 123
E54 低圧圧力センサ不良 124
E57 冷媒量不足または操作弁閉検出 125
E58 圧縮機脱調異常 126
E59 圧縮機起動異常 127・128
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⑵　故障診断

表示 
リモコン： なし

ＬEＤ  赤 

室内

室外

内容 

運転するが，冷えない
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 

冷房温度差

10～20℃以

内 

室内ユニット送風機の運転確認

吸込－吹出温度差の測定 

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房
・除湿・暖房の運転を操作した

際「運転準備中」の表示（３秒間）
がでる。

圧縮機回転

数が低い

内外の空気条件は，

定格条件付近か？

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転

しているか？ 
NO

機種選定ミス，熱負荷
再計算願います

YES

NO

NO

注(2)　外３５℃内２７℃ DB／１９℃ WB

(2)

(1)

正常です。
（本機は，電源リセット後
再スタートする場合圧縮
機ドーム温度検知により
ソフトスタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護
制御が作動しています。
制御内容は，マイコン制
御機能の圧縮機始動制
御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている可
能性があります。
マイコン制御機能の圧
縮機回転数による異常
停止制御の内容をご確
認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルタの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良
該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良
・インバータ不良

注記：

緑

圧縮機回転数
が100rps以上となる場合，低回転

時(40rps)に比べ，DC電圧が数ボルト
以上増加しているか。

インバータ基板不良
→交換

注⑴　測定個所　CnA1, 2の①-④ピン間

⑵　故障診断
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表示 
リモコン： なし

ＬEＤ  赤 

室内

室外

内容 

運転するが，暖まらない
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 

暖房温度差

10～30℃以

内 

室内ユニット送風機の運転確認

吸込－吹出温度差の測定 

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房
・除湿・暖房の運転を操作した

際「運転準備中」の表示（３秒間）
がでる。

圧縮機回転

数が低い

内外の空気条件は，

定格条件付近か？

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転

しているか？ 
NO

機種選定ミス，熱負荷
再計算願います

YES

NO

NO

注(2)　外7℃ 内２0℃ DB

(2)

(1)

正常です。
（本機は，電源リセット後
再スタートする場合圧縮
機ドーム温度検知により
ソフトスタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護
制御が作動しています。
制御内容は，マイコン制
御機能の圧縮機始動制
御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている可
能性があります。
マイコン制御機能の圧
縮機回転数による異常
停止制御の内容をご確
認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルタの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良
該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方切換弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良
・インバータ不良

注記：

緑

圧縮機回転数
が100rps以上となる場合，低回転

時(40rps)に比べ，DC電圧が数ボルト
以上増加しているか。

インバータ基板不良
→交換

注⑴　測定個所　CnA1, 2の①-④ピン間
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵
抗はOK？

各ハーネス類は
絶縁が確保されているか？
板金などの噛み込み

はないか？

 

 室外アース線／漏電しゃ断器チェック 
 
①アース線は，室外ユニットのアースねじ部から配電盤のアース端子
まで，単独の線で工事してください。（他のアース線との接続はしな
いでください） 
②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品である
か確認してください。 
 
※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付直後，もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合，圧縮機
　に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで低下することがありま
　す。絶縁抵抗が小さく，漏電ブレーカが作動する場合は，以下の事項を
　確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確認する。
　電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まっ
　た冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカが高調波対応品であるか確認する。
　本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカの誤動作を防止する
　ため，高調波対応品を使用してください。

 

NO

YES

NO

YES

室外アース線／漏電しゃ断器
チェック  

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内ユニット・
室外ユニットの
設置にガタがある。 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

配管が壁な
どに接触し
ている。 

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

NO

NO

YES

YES

YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

NO

NO NO

YES

YES

YES

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

配管を壁などの面に固定した
り，壁穴に通す場合ゴムなどの
クッション材を配管の周囲に巻
いて配管の振動が伝達されない
ようにしてください。

天井面，壁面，床面など強度不
足の可能性が考えられます。設
置場所の見直し，または強度
アップのための補強を立ててく
ださい。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取付け異常を
確認して接触原因を特定したあ
と修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。

（耐え難い大きさの場合弊社に
ご相談ください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足

②製品不良
・工場出荷前／後不良

③運転調整不良
・冷媒の過多／不足など

注記：



－ 101 －

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

YES
NO

NO
NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します。

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です。
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方切換弁の切換えによって冷媒
の流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します。異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です。異常では
ありません。

室内ユニットドレン水を排出す
るドレンポンプの運転音です。
冷房運転停止後も 5 分間運転し
ます。異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：



－ 102 －

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの

混入

このため，冷媒回収，
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※音・振動はさまざま
なことが原因となっ
て発生するため，上記
の内容に当てはまら
ない場合があると思
われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
にご相談願います。

・室内／室外ユニット
・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度，圧力）
・発生時間
・圧縮機回転数，熱交

センサ温度，電子
膨張弁開度等のリ
モコンによる運転
データ

・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後 2 分待っても
リモコン LCD「内機確認
中」表示のままの場合

診　断 処　置

NO

NO

電源投入後2分待っても
リモコンLCD「内機確認中」表示

のまま

YES

NO 

NO

A 

NO

室外制御基板緑LEDは
点滅しているか

YES

室内制御基板緑LED
は点滅しているか

室外制御基板赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧DC約20V?

室内側端子台②～③間
電圧DC約20V?

YES

NO 

YES

YES

YES

YES

次ページ参照

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線 Y 断線

接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ
室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・単相機ヒューズ溶断
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

室外制御基板 LED が消灯
している場合の診断

診　断 処　置

YES

YES

室外制御基板LEDが消灯している
場合の診断

NO

NO

NO

A 
一旦ブレーカをしゃ断し

３分後に再度ブレーカを投入する

電源ヒューズ交換前へ

B

YES

YES

正常復帰?

YES

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源ヒューズ 
（20Aor10A）は溶断してい
             ないか？

NO

ノイズフィルタ2次側に
AC200Vあるか？

室外制御基板上の
F1（250V，2A）は溶断

していないか？

CNA2にDC255～310Vの電圧があるか？

室外制御基板上に
DC5Vは発生しているか？

（CNV①-④間にて測定）

YES

室外ファンモータ
のコネクタを外すとDC5Vが

発生する

インバータ電源コネクタ
（CNI③）を外すとDC5Vが

発生する

NO

NO

YES

YES

⑶

⑶

注⑶室外ファンモータのDC15V負荷が短絡して電源自体がない場合を想定。
　　室外ファンモータを外して確認します。

NO

NO

正常（ノイズによる誤
作動）

インバータ点検のため
次ページ参照

ノイズフィルタ交換

主回路図を基にダイ
オードスタック，電解
コンデンサの接続を確認

室外制御基板不良→
交換

室外制御基板不良→
交換

室外ファンモータ不
良

インバータ基板不良
→交換
室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良
・インバータ基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

ヒューズ溶断の場合，電
源ヒューズ交換前のイン
バータ点検方法

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

YES

B 

ノイズフィルタ
交換

インバータ
基板交換

リアクタ
交換

電解コンデンサ
交換

NO

電源ヒューズ
交換

YES

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

インバータ基板入力端子
相間短絡ないか

パワトラモジュール
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか

電解コンデンサ
異常ないか

NO

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・リアクタ不良
・電解コンデンサ不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E34 電源欠相

（三相機のみ）
連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

三相機のみ 診　断 処　置

電源ヒューズ交換へ

YES

YES

NO

YES

電源電圧を測定し
各相間にAC200V
はあるか？

電源ヒューズに溶断はないか？

ノイズフィルタの
2次側各相間にAC200Vはあるか？

ノイズフィルタと室外
制御基板間の結線はよいか

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES
P805形の場合

リレー（52X）は
ONしているか？

ノイズフィルタの
配線は問題ないか？

室外ファンモータを外すと
DC15Vは復帰するか？

NO

YES

YES

室外制御基板のCNI3
（②-③間）にDC15Vはあるか？

NO

NO

YES

電源点検

電源ヒューズ交換前に
インバータを点検する 

（次ページ参照）
ノイズフィルタ不良
→交換

正しく接続する

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源 ON 後，5 秒間連続し
て R・S・T 相何れかの電
圧が 0V の場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・ ノイズフィルタ制御基

板結線不良
・室外制御基板不良
・ インバータ基板不良
・室外ファンモータ不良
・ノイズフィルタ配線不良

注記： 電源電圧が逆相となっている場合はE34が表示されます。その場合は，電源の相を入換えてください。



－ 107 －

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E34 電源欠相（続き）

（三相機のみ）
連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

三相機のみ
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前に
インバータを点検す
る。

診　断 処　置

ノイズフィルタ交換
NO

室外制御基板，インバータ基板，
パワトラモジュール，
ダイオードスタック交換

リアクタ交換

YES

ノイズフィルタの
相間に短絡はしているか

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れや焼損がしているか

リアクタに異常は
あるか？

NO

NO

YES

YES

電源ヒューズ交換

２．異常検出方法

電源 ON 後，5 秒間連続し
て R・S・T 相何れかの電
圧が 0V の場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・ ノイズフィルタ結線不

良
・室外制御基板不良
・ インバータ基板不良
・リアクタ不良

注記：



－ 108 －

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E35 冷房過負荷運転連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサ特性は

正常か

異常検知温度
（実測）は正しいか

NO

YES

YES

※ 
制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による保護
制御，冷房高圧保護をご覧ください。

冷房過負荷運転？

高圧制御は正常か？

YES

YES

注⑴室外熱交温度特性は110ページ参照 

NO

NO

NO

室外熱交温度センサ不良
→交換

ユニット側を点検して
ください。
・室外ユニットはショート
　サーキットしていないか
・据付スペースは適正か
・ 熱交換器の汚れ，詰り

はないか

制御動作チェック ※

室外制御基板不良→
交換

冷媒量過多 : 冷媒計量
再チャージ

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

室外熱交温度異常が 60
分以内に 5 回，或いは圧
縮機停止中も含め異常検
出状態が 30 分間連続し
た場合。

４．予想原因

・ 室外熱交温度センサ不
良

・室外制御基板不良
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ

ト
・熱交換器の汚れ，詰り
・冷媒量過多

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E36 吐出管温度異常連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による
保護制御，冷房高圧保護をご覧ください。

吐出管
温度センサ特性は

正常か

吐出管温度
制御は正常か？

NO

YES

異常検知温度

停止時の室外機側
圧力飽和温度と外気温

はほぼ同じか

（実測）は正しいか

YES

YES

YES

冷暖運転時に
吐出管温度異常？

YES

注⑴吐出管温度特性は112ページ参照 

※

NO

NO

NO

NO

吐出管温度センサ交換

冷媒量不足 : 冷媒計量
再チャージ

制御動作チェック ※

空気混入：
真空引き再チャージ

室外制御基板不良→
交換

ユニット側を点検して
ください。
・ フィルタは詰まってい

ないか
・ 室内／外の据付スペー

スは適正か
・ ショートサーキットし

ていないか
・ 室内熱交換器の汚れ，

詰りはないか

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

吐出管温度異常が 60 分
以内に 2 回，または圧縮
機停止中を含め連続 30
分間。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・吐出管温度センサ不良
・フィルタ詰り
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ

ト
・熱交換器の汚れ，詰り

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E37 室外熱交温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

室外熱交
温度センサ特性は

OKか

NO

室外熱交温度センサ特性は下図グラフ参照

YES

　
温度̶抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

NO

コネクタを確実に接
合する

室外熱交温度センサ
不良→交換

室外制御基板不良→
交換

（室外熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室外熱交温度センサの異
常低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機 ON 後 2 分～ 2
分 20 秒の間に温度セン
サが－ 50℃以下を連続
5 秒検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に
圧縮機を再起動させ 40
分に 3 回検知した場合
は異常停止。

・電源投入後，20 秒の間
に連続 5 秒間－ 50℃以
下を検知した場合は異
常停止。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・ センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・ 配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E38 外気温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

外気
温度センサコネクタ
の接続はO Kか

YES

外気
温度センサ特性は

OKか

NO

外気温度センサ特性は下図参照  

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ
（kΩ）

● P405～P805形

● P1125～P1605形

NO

コネクタを確実に接
合する

外気温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換

（外気温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

外気温度センサの異常低
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機ON後2分～2分
20秒の間に温度センサ
が－45℃以下を連続5
秒検知すると圧縮機を
停止，3分遅延後に圧
縮機を再起動させ40分
に3回検知した場合は
異常停止。

・電源投入時，20秒の間
に連続5秒間－45℃以
下を検知した場合は異
常停止。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記： センサの交換は，天板・サイドカバー・リアパネルを外してから行ってください。（リアパネルの外
し方は 59 ぺージをご覧ください。）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E39 吐出管温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

コネクタを確実に接
合する

吐出管温度センサ不
良→交換

室外制御基板不良→
交換

（吐出管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吐出管温度センサの異常
低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分～10
分 20 秒の間に温度セン
サが－10℃以下を連続 5
秒検知すると圧縮機を停
止，3 分遅延後に圧縮機
を再起動させ 40 分に 3
回検知した場合は異常停
止。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・ センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記：

吐出管
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

吐出管
温度センサ特性は

OKか

NO

吐出管温度センサ特性は下図グラフ参照  

YES

温度－抵抗特性

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140 160
温　　度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）

NO
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E40 63H1 作動連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

操作弁を開ける。

コネクタを確実に接
合する

コネクタを確実に接
合する

室外制御基板不良→
交換

（63H1 入力回路不良）

２．異常検出方法

高圧圧力スイッチ 63H1
が作動。

３．異常発生条件

63H1 が OFF（閉）すると圧
縮機を停止します。3 分
遅延後，再始動しますが
60 分以内に 5 回作動した
時，または OFF（閉）の
状態が連続 30 分間継続
したとき異常停止。

４．予想原因

・凝縮器側熱交のショート
サーキット／通風妨害／
フィルタ詰り／ファン
モータダウン

・室外制御基板不良
・63H1コネクタ不良
・電子膨張弁コネクタ不良
・操作弁閉
・ 不凝縮ガス（窒素等）の混

合

注記：圧縮機保護始動域（電源 ON1 回目の起動）では，63H1 が OFF した場合一回目の作動で異常表示と
します。

操作弁は全開か

YES

63H1が作動したか

NO

1.冷房時
・室外ファンモータ は回っているか
・室外にショートサーキットはないか
・吸込・吹出スペースは充分か
2.暖房時
・室内熱交温度センサが検知ケー
スから外れていないか
・フィルタが目詰まりしていないか 
※冷媒のオーバーチャージにより過冷
却が増大し熱交センサ値での圧
縮機回転数制御が遅れる可能
性があります。 

63H1作動時

63H1の
コネクタ接続は
OKか？

NO

電子膨張弁
のコネクタ接続
はOKか？

YES

YES

速いタイミングで電源ブレーカのOFFからONを行うとE40が
表れることがあります。
（異常ではありません）

NO

YES

電子膨張弁の
コネクタ接続に
異常があった場
合は，必ず電源
リセットしてくだ
さい。 

NO

圧縮機停止

圧縮機運転

         3.15        4.15
高圧圧力（MPa）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E41   パワートランジスタ電源電圧低下連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

インバータ基板不良
→交換

（それでも直らなけれ
ばノイズフィルタ基
板交換）

室外ファンモータ交
換

室外制御基板不良→
交換

（それでも直らなけれ
ばインバータ基板交
換）

２．異常検出方法

パワートランジスタの電
源低下（DC15V 以下）。

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外制御基板不良
・インバータ基板不良
・ノイズフィルタ基板不良
・室外ファンモータ不良

注記：

室外ファンモータを外すと
DC15Vは復帰するか？

NO

室外制御基板のCNI3
（②ｰ③間）にDC15Vはあるか？

NO

YES

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42 カレントカット（その１）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源電圧は
適正か？

YES

操作弁は
全開にして
あるか？

NO

電源をリセットすれば
正常になるか？

NO

YES

運転中の
高圧圧力は
適正か？

YES

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵抗⑴
チェック

次ページへ

YES

OK

注⑴　P1125～1605形：0.448Ω（20℃）

⑵

 

NO

NO

NO

インバータ
チェッカーで
点検

注⑵　インバータチェッカーがない場合は，
      　次ページへ

 

NO

YES ノイズによる誤作動
（周辺環境確認）

電源点検

全開にする。

冷媒量・冷媒回路点検。
※過渡的な圧力上昇の

場合，2・3 回繰り返
すうちに圧縮機内の
液冷媒が圧縮機外へ
排出されて改善復帰
することがあります。

圧縮機交換

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3 分遅延後，
再始動しますが 30分間に
4回作動した時。

４．予想原因

・インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・ パワトラモジュール不

良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42 カレントカット（その２）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

復帰したか？ YES

パワトラ

（93ページ参照）
モジュール点検 NG

     

     

     

・室内・室外ユニットの据付スペースは適正か
・室内・外ユニットにショートサーキットはないか
・冷房時：室外ファンモータは回っているか

操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・暖房時：室内ファンモータは回っているか
操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・圧縮機への液バックはないか
吐出管温度センサは正しく取付けられているか
検知温度と実温度にずれはないか

・圧縮機に異常音はないか

OK

インバータチェッカーがない場合前ページより

圧縮機交換

NO

インバータ基板不良
→交換

OK

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3 分遅延後，
再始動しますが 30分間に
4 回作動した時。

４．予想原因

・インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・ パワトラモジュール不

良

注記：

表示 
リモコン： E45

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 
インバータ通信異常消灯

連続点滅

連続点滅

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・インバータ基板不良
・室外制御基板ーインバータ
  基板間の配線接続不良
・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良

注記：※1 室外制御基板CNI1～インバータ基板CNI2の各ピン間の導通を確認する。　　※2  リセット後，運転状態を確認する。
　　　  ※3 室外制御基板CNI3～インバータ基板CNI4の各ピン間の導通を確認する。 　 ※4  テスタの測定レンジをACレンジにして測定する。
　　　  ※5  テスタの測定レンジをDCレンジにして測定する。

インバータ基板と室外制御
基板間の通信が成立しない
とき

YES

YES

NO

室外制御基板と
インバータ基板間の通信線の

接続はOKか？
※1

インバータ基板の
スイッチ設定(JSW10,11)

は正しいか？

インバータ基板のLED
(黄)は点滅しているか？

※2

NO

室外制御基板と
インバータ基板間の電源線は

接続されているか？
※3

室外制御基板CNI1と
インバータ基板CNI2の②-③間

の電圧はDC3V程度か？
※4

室外制御基板CNI1と
インバータ基板CNI2の①-④間
の電圧はDC3～5V程度か？

※5

室外制御基板
CNI3の②-③間にDC15V±５%

はあるか？

室外ファンモータのコネクタを外す
とDC15Vは復帰するか？

室外制御基板の
CNI3を外すとDC15V±５%は

復帰するか？

YES
YES

YES

NO

YES

通信線の接続を確認する。

正しい設定に修正する。

インバータ基板不良→交換

NO 室外制御基板不良→交換

室外制御基板不良→交換 

室外制御基板またはインバータ基板上の
通信回路が故障している。

NO

室外制御基板不良→交換

NO

NO

NO

NO

電源線(DC15V)の接続を
確認する。

YES インバータ基板不良→交換

YES 室外ファンモータを交換

YES インバータ基板不良→交換

注⑴　設定は90ページ参照。

⑴

199

（3/4）別紙②
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表示 
リモコン： E45

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 
インバータ通信異常消灯

連続点滅

連続点滅

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・インバータ基板不良
・室外制御基板ーインバータ
  基板間の配線接続不良
・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良

注記：※1 室外制御基板CNI1～インバータ基板CNI2の各ピン間の導通を確認する。　　※2  リセット後，運転状態を確認する。
　　　  ※3 室外制御基板CNI3～インバータ基板CNI4の各ピン間の導通を確認する。 　 ※4  テスタの測定レンジをACレンジにして測定する。
　　　  ※5  テスタの測定レンジをDCレンジにして測定する。

インバータ基板と室外制御
基板間の通信が成立しない
とき

YES

YES

NO

室外制御基板と
インバータ基板間の通信線の

接続はOKか？
※1

インバータ基板の
スイッチ設定(JSW10,11)

は正しいか？

インバータ基板のLED
(黄)は点滅しているか？

※2

NO

室外制御基板と
インバータ基板間の電源線は

接続されているか？
※3

室外制御基板CNI1と
インバータ基板CNI2の②-③間

の電圧はDC3V程度か？
※4

室外制御基板CNI1と
インバータ基板CNI2の①-④間
の電圧はDC3～5V程度か？

※5

室外制御基板
CNI3の②-③間にDC15V±５%

はあるか？

室外ファンモータのコネクタを外す
とDC15Vは復帰するか？

室外制御基板の
CNI3を外すとDC15V±５%は

復帰するか？

YES
YES

YES

NO

YES

通信線の接続を確認する。

正しい設定に修正する。

インバータ基板不良→交換

NO 室外制御基板不良→交換

室外制御基板不良→交換 

室外制御基板またはインバータ基板上の
通信回路が故障している。

NO

室外制御基板不良→交換

NO

NO

NO

NO

電源線(DC15V)の接続を
確認する。

YES インバータ基板不良→交換

YES 室外ファンモータを交換

YES インバータ基板不良→交換

注⑴　設定は90ページ参照。

⑴

199

（3/4）別紙②



－ 118 －

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E47 AF 異常連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO

YES

NO

電源電圧は指定範囲内か？
（AC200V±10％）

インバータ基板の
半田面に塵埃・汚れ等の

異物はないか？

電圧を点検してくだ
さい。

異物を取り除く。

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ基板より AF 異
常を 60 分間に 4 回検知，
または 15 分継続した場
合

３．異常発生条件

同上。

４．予想原因

・インバータ基板不良
・インバータ基板の塵埃
・電源電圧異常

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48 室外ファンモータ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟

まっているか？

NO

手でファンを空回し
すると，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

（CNFAN①（アカ）－④（アオ）の間）
にDC280Ｖの電圧

はあるか？

ヒューズF2が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES

YES

NO

YES

NO

YES

電源リセット

ファンモータコネクタ
（CNFAN⑤（チャ）－④（アオ）の間）

にDC15Ｖの電圧
はあるか？

NO

ファンモータ
側のコネクタを制御基板から

外し制御基板のコネクタピン（CNFAN⑤-④
の間に）DC15Vの電圧

はあるか?

YES

制御基板の
CNI3コネクタを外した状態で
CNI3コネクタにDC15Vの

電圧はあるか？
YES

NO

NO

異物を取り除く

室外ファンモータを
交換
①（Vm）；赤と
④（GND）：青の間に抵
抗値が，1ｋΩ以下で
あれば故障

電源電圧を点検して
ください

故障した室外ファン
モータと室外制御基板
を交換

室外ファンモータを交換
（室外ファンモータを交
換しても異常が出る場
合には，室外制御基板
を交換してください）

一過性（ノイズが乗っ
たことによる） 

室外ファンモータ交
換

インバータ基板不良
→交換

室外制御基板不良→交換

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室外ファンモータ（FMo）
の実回転が 30 秒連続し
て 100min－1 以 下 に な る
と圧縮機，室外ファンモー
タを停止します。3 分遅
延後自動復帰しますが 60
分以内に 5 回作動した場
合は異常停止。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・インバータ基板不良
・ 室外ファンモータの回

転部の異物
・室外ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：E48 発生時は，ほとんどの場合制御基板上の F2 ヒューズ（2A）が断線しています。ファンモータ
破損により，ヒューズが断線して E48 に至るケースが多く，制御基板（ヒューズ）交換のみを実施
した場合には他のトラブル（※ 1）を発生するケースがありますのでヒューズ断線時には，必ずファ
ンモータ故障の有無をチェックし，ファンモータ交換後に通電確認を実施してください。ファンモー
タ故障の有無未確認のまま電源投入しないでください。

　　　（※ 1：内機確認中表示／室外制御基板 LED 消灯，インバータ通信異常（E45）といった，一見ファ
ンモータ異常と関係の無い異常が発生します。）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E49 低圧圧力異常 または低圧

 圧力センサ不良（その１）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

低圧圧力センサ
の接続（基板側）は NO

絶縁抵抗
ＤＣ500Vにて100ＭΩ以上か

圧力値の差が0.2MPa以下か

リモコンの圧力表示値は NO 

YES

OKか？

リモコンより 
①圧縮機停止状態 
②圧縮機運転状態 
の低圧圧力値を確認する。

①②共，0MPa付近  
で変化が少ない 

YES

圧力センサの絶縁抵抗を確認する

YES

低圧ラインにゲージマニホールドを接続
し，上記の①の状態を計測。リモコン
表示値と比較する。

NO 

※

NO

冷媒量，冷媒回路，その他
の確認へ（次ページ） 

YES 補用品交換用圧力センサ 
を大気開放状態にて制御
基板に接続する。 

0MPaか？

修正する。

低圧圧力センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換

低圧圧力センサ不良
→交換

２．異常検出方法

低圧圧力の低下，吸入過
熱度の検知

３．異常発生条件

①低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 15 秒間検知（3
分遅延後自動復帰）が 60 分
以内に 3 回成立した場合に
表示。
②圧縮機始動 10 分経過以降
且つ低圧センサが 0.15MPa
以下を連続 60 秒間検知且つ
圧縮機吸入過熱度が 30℃以
上を連続 60 秒間が，60 分
以内に 3 回発生した場合に
表示。
③低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 5 分間検知（圧
縮機停止中含む）が成立し
た場合即表示。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・ 低圧圧力センサコネク

タ不良
・低圧圧力センサ不良
・ 吸入管温度センサコネク

タ不良
・吸入管温度センサ不良

注記：※ゲージマニホールドは，冷房時は操作弁チェックジョイント，暖房時は室外ユニット機械室内よ
り取出しているチェックジョイントに接続。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E49 低圧圧力異常 または低圧

 圧力センサ不良（その２）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

操作弁は全開に
しているか

低圧・吸入管温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

低圧・吸入管
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

前ページより

全開にする。

コネクタを確実に接
合する

低圧・吸入管温度セン
サ不良→交換

冷媒チャージ

室外制御基板不良→
交換

（低圧・吸入管温度セ
ンサ回路不良）

２．異常検出方法

低圧圧力の低下，吸入過
熱度の検知

３．異常発生条件

①低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 15 秒間検知（3
分遅延後自動復帰）が 60 分
以内に 3 回成立した場合に
表示。
②圧縮機始動 10 分経過以降
且つ低圧センサが 0.15MPa
以下を連続 60 秒間検知且つ
圧縮機吸入過熱度が 30℃以
上を連続 60 秒間が，60 分
以内に 3 回発生した場合に
表示。
③低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 5 分間検知（圧
縮機停止中含む）が成立し
た場合即表示。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・ 低圧圧力センサコネク

タ不良
・低圧圧力センサ不良
・ 吸入管温度センサコネ

クタ不良
・吸入管温度センサ不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E51  　インバータ・室外ファンモータ異常連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

室外制御基板の
CNI3（②-③間）に
DC15Vはあるか？

室外ファンモータの
コネクタを外すとDC15Vは

復帰するか？

YES

YES

NO

インバータ基板不良→
交換

（それでも直らなけれ
ばノイズフィルタ基板
交換）

室外ファンモータ交換

室外制御基板不良→交
換

（それでも直らなけれ
ばインバータ基板交
換）

２．異常検出方法

パワートランジスタ異常
が 15 分継続した場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・ インバータ基板不良
・ 室外制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E53 吸入管温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO吸入管温度センサ
の特性はOKか

YES

吸入管温度センサ
コネクタの接続は

OKか
NO

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　
 

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ 

（kΩ）

吸込管温度センサ特性は下図参照

コネクタを確実に接
続する

吸入管温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換

（吸入管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吸入管温度センサの異常
低温（抵抗）の検知

３．異常発生条件

圧 縮 機 ON 後 10 分 か ら
10 分 20 秒の間に温度セ
ンサが－ 50℃以下を連続
5 秒間検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ 40 分
に 3 回検知した場合。

４．予想原因

・ 吸入管温度センサ接続不
良

・吸入管温度センサ不良
・室外制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E54 低圧圧力センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

低圧圧力センサ交換

低圧圧力センサ
コネクタの接続

（センサ側・基板側）はOKか

圧力（実測）とリモコンの
表示値は合っているか

正常にもどったか NO

YES

コネクタを確実に接
続する

冷媒量は適正か冷媒
回路に異常はないか

室外制御基板不良→
交換

（低圧圧力センサ入力
回路不良）

OK

２．異常検出方法

異常電圧（圧力）の検出

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 2 分～ 2 分
20 秒の間に圧力センサが
DC0V 以下および 4.0V 以
上を連続 5 秒検知すると
圧縮機を停止，3 分遅延
後に圧縮機を再起動させ
40分に3回検知した場合。

４．予想原因

・ 低圧圧力センサ接続不
良

・低圧圧力センサ不良
・室外制御基板不良
・冷媒量不適格
・冷媒回路異常

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E57 冷媒量不足または操作弁閉検出連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

操作弁は全開に
しているか

室内熱交・吸込温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

室内熱交・吸込
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

室内熱交・吸込温度センサ 
温度一抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗　
 

温　度（℃）

15 

10

5 

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

室内熱交・吸込温度センサ特性は
下図参照

全開にする。

コネクタを確実に接続
する

室内熱交・吸入温度セ
ンサ不良→交換

冷媒チャージ

室内制御基板不良→
交換

（室内熱交・吸入温度
センサ入力回路不良）

２．異常検出方法

・ 室内熱交温度（Thi-R）
と吸込温度（Thi-A）の
差を検知しガスロー状
態を判断します。

・ ブレーカ電源投入より
１回目の冷房・除湿起
動時のみ検出します。

３．異常発生条件

冷媒量不足異常を 60 分以
内に 1 回検知した場合。

４．予想原因

・ 室内熱交温度センサ不
良

・ 吸込温度センサ不良
・室内制御基板不良
・冷媒不足

注記： 冷媒量不足の保護制御は圧縮機始動から冷房・除湿 : 1 分，暖房 9 分経過後に室内熱交温度（Thi-R）と吸
込温度（Thi-A）の 差を検知しガスロー状態を判断し圧縮機を停止します。（冷房：吸込温度（Thi-A）- 室
内熱交温度（Thi-R）≧ 4deg，暖房：室内熱交温度（Thi-R）- 吸込温度（Thi-A）≦ 4deg）
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表示 
リモコン： E58

ＬEＤ 緑  赤

室内

室外

内容 
圧縮機脱調異常消灯

連続点滅

連続点滅

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・起動前の通電時間不足
（クランクケースヒータ

　未通電による起動）
・圧縮機不良
・インバータ基板不良
・パワトラ不良

注記： ※1 再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）　

E58発生

15分以内に4回成立した
場合

停止30分前データをメンテＰＣに保存する。※1 

30分前データを評 価する。

電源投入し（可能ならば1時間後に）再運転する。

インバータチェッカがない場合

圧縮機交換

電源を投入して1時間
以内で最初の起動か

インバータ基板を
交換した履歴があるか

圧縮機端子への接続配線
に接触不良はないか

運転状態の確認，記録

冷媒寝込みの可能性あり。電源投入状態
で1時間程度待ち再起動させてください。
（クランクケースヒータに通電し圧縮機に
寝込んでいる液冷媒を蒸発させる。）

機種設定が間違っている可能性があります。
ディップスイッチ設定を確認してください。

配線交換。（圧縮機側の端子台に
問題があれば圧縮機交換。）

静観

圧縮機交換

YES

YES

YES

YES

YES

NO

パワトラモジュール
点検(93ページ参照)

復帰

インバータ
チェッカで点検

NO

インバータ
出力はあるか？

YES

NO

インバータ基板不良→交換NO

インバータ基板不良→交換

インバータ基板不良→交換

OK

NO

NO

OK

OK

再発するか？

NO

NO 
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E59 圧縮機起動異常連続点滅 消灯

連続点滅 5 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

電源電圧は
適正か？

起動時の
バランス圧は適正か？
高低圧が雰囲気温度の
飽和圧力になって

いるか？

インバータ NG

NO

YES

圧縮機の絶縁
抵抗（注記），巻線抵抗
（約0.6～0.8Ω）

はよいか

パワトラ
モジュール点検
（93ページ参照）

運転（起動）を
もう数回試みる

改善した NO

NG
インバータ不良
判定用診断チェッカ
の出力を確認

外ファンモータのコネクタ
を外して運転（起動）

電源OFF後，インバータ基板の
JSW10-4をONにしてインバータ
チェッカを接続してください。
再度電源をONしてください。
（88ページ参照）

（1）

圧縮機は
起動するか 起動した

起動しない

(注) 数回繰り返すうちに圧縮機
内の液冷媒が，圧縮機外へ排出
されて起動異常が改善復帰する
ことがあります。

OK

OK

注（1）　次ページの内容を確認する。

室外ファンモータ交換

電源点検

冷媒量，冷媒回路点検

圧縮機交換

インバータ基板不良
→交換

インバータ基板不良
→交換

圧縮機交換

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位
置検出運転に移行できな
い。

３．異常発生条件

起動 10 回トライを 5 セッ
ト実施しても起動できな
い場合。3 分経過後にリ
モコンリセット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・インバータ基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量・冷媒回路不適合
・圧縮機不良（モータ，

軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数 M Ωまで抵下することがあります。絶縁抵抗

が小さく，漏電ブレーカが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6 時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確認する。

電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカが高調波対応品であるか確認する。

本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカの誤作動を防止するため，高調波対応品を使用してください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E59 圧縮機起動異常連続点滅 消灯

－ 5 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

室外制御基板のCNI3

室外ファンモータの
コネクタを外すとDC15Vは

復帰するか？

（②ｰ③間）にDC15Vはあるか？

NO

YES

YES 前ページのフローにも
どる。

室外ファンモータ交
換

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位置
検出運転に移行できない。

３．異常発生条件

起動 10 回トライを 5 セッ
ト実施しても起動できな
い場合。3 分経過後にリ
モコンリセット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良

注記：
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名　　　称 機　　　能 設　定　値

全形式

三相機

20W

適　　用　　形　　式　　記号

ThO-D

ThO-R1
ThO-R2

63H1

PSL

CT

CH

室　
　

外　
　

ユ　
　

ニ　
　

ッ　
　

ト

吐 出 管 温 度

異 常 上 昇 保 護

冷 房 時

高圧異常上昇保護

高 圧 異 常 上 昇

保 護

低 圧 保 護

電 源 欠 相

圧 縮 機 へ の 冷 媒

溜 り 込 み 防 止

吐 出 管 温 度

セ ン サ

室 外 熱 交 温 度

セ ン サ

高 圧 圧 力

開 閉 器

低 圧 圧 力

セ ン サ

電 流 セ ン サ

クランクケース

ヒ ー タ
全形式

115 OFF/85 ON(℃)

63 OFF/51 ON(℃)

0.079 OFF/0.227 ON（MPa）

4.15開/3.15閉（MPa） 全形式

全形式

全形式

14.  保護装置一覧

注（1）　室内ユニットについては，4-525-1-D，4-528-1-Dをご覧ください。
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JIS定格条件 室内：27℃DB/19℃WB 配管長：7.5m
室外：35℃DB/24℃WB

⑴　冷房運転

　⒜　冷房定格

⒝　冷房過負荷

⒞　冷房低温

項目
形式

圧縮機回転数

圧縮機回転数

圧縮機回転数

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：32℃DB/23℃WB
室外：43℃DB/26℃WB

配管長：10m
電源電圧：180V

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：21℃DB/15℃WB 配管長：10m
室外：-15℃DB

60 2.13 0.81 65 4 46 9

P1125
P1405
P1605

47
64
74

2.63
2.83
2.92

1.02
0.94
0.91

80
88
90

14
11
8

66
74
79

14
13
12

P1125
P1405
P1605

58
75
75

3.32
3.47
3.47

1.11
1.04
1.04

92
92
92

14
12
12

78
83
83

19
19
19

P1125
P1405
P1605

JIS定格条件 室内：20℃DB 配管長：7.5m
室外：7℃DB/6℃WB

⑵　暖房運転

　⒜　暖房定格

　⒝　暖房過負荷

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

項目
形式

高圧圧力 低圧圧力 吐出管温度 吸入管温度 ドーム温度 吹出温度
rps MPa MPa ℃ ℃ ℃ ℃

室内：30℃DB 配管長：10m
室外：24℃DB/18℃WB 電源電圧：180V

圧縮機回転数

圧縮機回転数

P1125
P1405
P1605

52
66
75

2.19
2.40
2.56

0.73
0.71
0.69

72
80
84

1
0
0

56
64
72

37
40
42

P1125
P1405
P1605

46
65
65

2.92
3.29
3.29

1.00
0.92
0.92

79
92
92

10
10
10

66
85
85

49
55
55

15. 標準運転データ
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16.　耐重塩害仕様室外ユニット
耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
●形式記号　（例）

⑴ 形　式
FDCVSP1125HA，1405HA，1605HA

⑵ 仕　様
耐重塩害仕様室外ユニットは離島・沖縄地区等の海岸線に近く直接潮風の当たらない場所に設置できる仕様ですが，
設置に当っては⑶項以降に留意してください。

ＦＤＣVＳＰ１４０５ＨA
耐重塩害仕様

注⑴　「耐重塩害仕様」は，日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
　⑵　上表にて　　　下線は，標準機仕様と異なる点を示します。

外側：ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理（＋フッ素コーティング）
　　　鉄鋼＋ジオメット処理
内側：ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理（＋フッ素コーティング）

部  品  名 仕　　　　　　　　　　　様

外               板

底　　　　  板

フ ァ ン ガ ー ド

フ       ァ       ン
ファン モ ー タ
モ ータベ ース

熱   交   換   器

レ　シ　ー　バ
基　　　　  板
電   装   品   箱
仕  切  板
操作弁ブラケット

ね　　　　　じ

他（ 機 能 品 ，銘 板 な ど ）

外板と同じ
高耐食仕様プレコートアルミ（青色）

鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布

外板と同じ
全ての基板　　　　　　　　     CEM3銅張積層板＋防湿材塗布

プラスチック　
鉄線＋樹脂コーティング

鉄線＋樹脂コーティング

塗装用亜鉛メッキ鋼板＋塗装(総合塗膜厚さ70μ以上)　　  下塗：カチオン電着塗装
上塗：ポリエステル系塗料紛体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）

Zn-AI-Mg合金メッキ鋼鈑＋塗装(総合塗膜厚さ70μ以上)　下塗：カチオン電着塗装
上塗：ポリエステル系塗料紛体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）

プラスチック
亜鉛メッキ鋼鈑＋プラスチック＋防錆剤塗布

銅管＋防錆剤塗布
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

標準機と同じ

側　板
配　管
フ ィ ン

フ ィ ン ガ ー ド

外板と同じ
外板と同じ

圧      縮      機 鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
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●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。
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⑷　据付上の注意（維持管理）

⒜ �海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき等
が直接かかる場所への設置は避けてください。

⒝ �外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除け
等を取付けないなど配慮してください。

⒞ �室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進するため，底板内の水抜け性を損なわないように，
傾き等に注意してください。

⒟ 海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。

⒠ �据付，メンテナンス等に付いた傷は，補修してください。

⒡ 機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処理や部品交換等を実施してください。

⒢ 基礎部分の排水性を確保してください。

⑶　据付時・メンテナンス時の注意

⒜ �建物の風下や軒下等に設置してください。

⒝ �海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。

⒞ �水はけのよい場所に設置してください。

⒟ 据付時についた傷は補修をしてください。

⒠ �取外したサービスパネル取付のねじは，作業終了後に確実に締付けられていることを確認してください。

⒡ �シーズンオフなどで長時間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

潮風

耐重塩害仕様

海

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

◦室外ユニットに雨があまりかからない場所
◦潮風が直接当たる場所
◦室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内
にある場所
◦室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
◦室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄
製部の塗り替え等が多い場所

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります）

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域

沖縄・離島

－ 

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります）

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域 

沖縄・離島 

L

L

L

－ 

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

⑸　据付場所について

⑹　設置距離目安 
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